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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏休みも既すでに半分以上を消化したお盆ぼん過ぎ。

　帰省していた生徒の中にも実家や優ゆう雅がな旅行に飽あきたのか寮へ戻って来るのが出始めて、従育科も地獄のような合宿の骨休みには十分な日数が過ぎた頃。

　日ひ野の秋あき晴はるは寮の玄げん関かん口で目を瞬しばたかせて、何の聞き間違いだろうと思いながらすぐ目の前にいる人物へと問いかけた。

「……悪い、今なんて言った？　どーも脳みそが夏の暑さにやられたっぽいんだ」

　その発言に対し、自然な笑みを崩くずさずに口を開き、

「だから──デートしましょう、って言ったのよ」

　再度、彩さい京きよう朋とも美みはそう言った。

　……どーやらさっきも秋晴の聞き間違いじゃなかったらしい。余りに不自然かつ突とつ拍ぴよ子うしもない発言だったから、脳が『んなわけないじゃん』と認識拒否をしただけだった、と。

　部屋でまったり本を読んでいたら備え付けの電話が鳴って、出てみたら朋美が「今、従育科の寮に来てるの。玄関まで出て来てくれる？」なんて言うから、てっきりまた良からぬ企てなんだとばかり思ったけど……

　なるほど、そうか。朋美の奴やつが、デートの申し込みを──

　ゆっくりと飲み下すように事実を受け容いれて、

「……で、何の罠わなだ、それは？」

「む、罠だなんて酷ひどいわね。どうしてそんな受け取り方しか出来ないのよ」

「今までの経験がそうさせているんだ。お前が俺おれをデートに誘う理由だなんて、俺を陥おとしいれるか俺以外の誰かを陥れる為か、どっちかしか考えられない」

　可愛かわいらしく抗議するような目に騙だまされてたまるか。こいつが何かをしでかす時、甘あまい誘いか無理矢理誘い込まれるかのどちらかで被害を受けてきた少年時代が今も心に深く残っている。うっかり乗せられた結果、泥どろだらけで二キロ歩く羽は目めになったり半はん裸らで夜の学校を彷徨うろつく羽目になったりしたんだ。

　成長した今、そう簡単に騙されてたまるものかと、秋晴は決意を固くして幼おさな馴な染じみの少女を睨にらみ付けた。

「大体、それだけの為にお前がわざわざ従育科の寮を訪ねて来るっていうのが信じられない。何か裏があるんだろ、そうだろさぁ白状しやがれ」

「白状も何も、秋晴が悪いんじゃない。携帯を持っていてくれたらメールで済ましてたわよ。寮内でしか使えないからって、携帯電話を持ってないのって白はく麗れい陵りようで秋晴くらいじゃない？」

「…………そう言われてみれば……」

　轟とどろきや三さん家けは勿もち論ろん、大だい地ちの奴でさえ携帯を持っている。四し季き鏡かがみも持っていたはずだし、セルニアが使っているのをこの前の試験の時に見た記き憶おくもある。そうだよなぁ、学内では所持も禁止っていう規則があるけど、寮内ではオッケーだから私用電話としての価値は十分に果たすし、外出する時は当然持ち歩くだろうしなぁ。やっぱ持ってない自分は例外になるのか。

　朋とも美みは困ったようにため息を吐つき、やや苦笑気味に頬ほおを緩ゆるめて、

「それに、そんな大した事じゃないんだって。明日あした久しぶりに街に出て遊びたいから、それに付き合って貰もらいたいの」

　……なんか、思っていたより普通な……？

　とはいえ相手は朋美だ、腹黒さではベテラン政治家並みの強きよう敵てきだ。『なんだ、その程度のことか』と気を緩めるにはまだ早い。

　けど……遊びに行くだけなら、どう考えても酷ひどいことにはならないか……？

　甘あまい考えなのかもしれないけど……こうして向かい合っている朋美の顔を見ていると、なぁ。優等生の仮面じゃなくて自分と話す時だけ覗のぞくフツーの明るい女の子って感じが前面に押し出されているからか、そう思えてしまう。

　どうしたもんかと頭を掻かきながら、

「それならデートなんて紛まぎらわしい言い方すんなよ。遊びに行こうって言うだけで十分だろ」

「あら、年頃の男と女が二人だけで出かけるんだから、デートで間違いないでしょ？　女の子同士でもデートって言う時があるんだから、友達同士で使っても問題ないわよ」

「そんな百ゆ合り色いろめいた世界はともかくとして……遊びたいなら上育科生を誘えばいいだろ？　もしくは俺おれだけじゃなくて、他ほかの男連中にも声を掛けるとか」

「それだとわたしの気晴らしにならないじゃない。遊ぶ時くらい、澄すまし顔で丁てい寧ねいに言葉を選ぶような真ま似ねなんてしたくないわよ」

　そりゃ尤もつともだ、と秋あき晴はるが心の中で頷うなずいていると、朋美はやや不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せて、

「大体、デートだって言ってるでしょ？　他の人間を誘えだなんてデリカシーの無い発言、褒ほめられたものじゃないわよ」

「む…………確かに、そうだな」

　言われてみれば確かに酷い。女心に疎うとい朴ぼく念ねん仁じんか相手が気に入らないから断ろうとしているプレイボーイ野や郎ろうだってもう少しマシな返しをしそうなもんだ。

　素直に反省の言葉を口にすると、朋美は意外なくらいあっさりと表情から険けんを取り、悪戯いたずらっぽく笑った。

「分かればよろしい。……まあ、こっちにも狙ねらいが無いわけじゃないしね。もうすぐ誕生日だから、デートのお礼にプレゼントの一つか二つでも買って貰もらおうかなって」

「…………やっぱ裏はあるわけか」

　やれやれだ。でもまあ、悪くないかもしれない。秋晴としても白はく麗れい陵りように編入して以来、若者らしい遊びなんて全然してない。ここで出る美お味いしい料理もいいけど体に悪そうなジャンクフードが恋しくなってきたし、服屋やゲーセンも覗のぞきたい。それを朋美と一緒にっていうのは何となく抵抗があるけど、白麗陵の他のお嬢じよう様さま達と一緒をするよりはずっとマシな気もするし。世間とはかけ離れた生活をしている彼女等が庶しよ民みんのプレイスポットに顔を出したら、どんな問題を起こすか分かったもんじゃない。特に金きん髪ぱつドリル。

　代だい償しようとしてプレゼントを買わなきゃいけないのだって、これで朋とも美みの機き嫌げんが良くなると思えば…………って、なんだこの超下したっ端ぱ思考は。どれだけこいつに気を遣つかってるんだ。

　──まあ、ともかく。

　トータルして考えれば、悪い話じゃない。

「おっけ、了解した。んじゃ、明日あしたはどっか行くとするか」

「うん、それじゃ十一時に正門前に集合ね。場所は決めてあるし車の手配もこっちでしておくから、秋晴は財さい布ふだけ持って来れば平気よ」

　財布だけってのは何か怖いセリフだなぁ。たかられる気配が漂ただよっていて。

　微び妙みような表情で頷うなずきを返すと、朋美はふわりと微笑ほほえんで、

「それじゃ、また明日ね。ちゃんとそれらしい格好で来なさいよ？」

　少し声を弾はずませてそう言うと、静かに身を翻ひるがえして玄げん関かんから出て行った。

　その後ろ姿を見送って……秋晴はどこかむず痒がゆい気がして首筋を掻かき、ぽつりと言った。

「……まるで本当にデートするみたいだな」

　そうじゃない事は分かっているけど──と、胸の中で付け足して。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……今、デートっちゅう単語が聞こえへんかったか？」

　寮の玄関口から続いているロビーの物陰でひそひそと訊たずねる轟とどろきの声に、

「…………言った。デートをしましょう、と」

　同じく抑おさえた声で、薫かおるは肯定した。

　それに対し轟は大おお袈げ裟さに身を捩よじり、嘆くように頭を抱かかえると、

「くおぅっ……！　あっきーの奴やつ、いつの間に彩さい京きようの姫ひめさんとそないな仲になっとったんや……昔からの知り合いっちゅうのは聞いとったけど、デートするやと……!?」

「──少し黙れ、聞き取れなくなる」

「おぅっと、スマンスマン。しっかし、デートやと……このナイス・エキサイティング・ガイな轟さんを差し置いて、上う手まいことやりおってからに。あっきーの裏切り者め……！」

「だから黙れ…………く、日ひ野のが承しよう諾だくした」

「そらそうやろな。粒つぶ揃ぞろいの白はく麗れい陵りようでも彩京の姫さんは上位クラスのべっぴんさんやし、気立てもええし、断る理由がないやろ」

「……少し承諾まで揉もめていたようだが」

「ああ、そりゃあっきーが臆おく病びよう風かぜに吹かれただけやって。サッカーやらせたらゴールキーパーと一対一の場面でパスする相手を探すタイプやで、絶対」

　訳知り顔で一人頷うなずく轟とどろきと違い、薫かおるは真剣に玄げん関かん口で話し込む二人の様子を窺うかがい、言葉を拾おうと努める。少しでも詳くわしい情報を集めないといけないような、妙みような義務感が押し寄せていて体を動かしている。

　──そこへ、轟が唐とう突とつに、

「しかし大だい地ちが出で歯ば亀がめするっちゅうのも意外やな。もしかしてジブン、密かに彩さい京きようの姫ひめさんに惚ほれていたなんッボグハァ!?」

　下から顎あごを撃うち抜く掌しよう底ていでの一撃に悶もん絶ぜつする轟をさっさと見放して、薫はウォッチングを続行。いつものことなので、一分と掛からず復活するだろうし。

　それにしても……日ひ野のと、彩京。

　仲良く話をしている二人を見ていると、胸の奥がざわついて……不思議と苛いら々いらする。別にあの二人がデートしようが付き合おうが自分には関係ないから、むかつきを覚える理由なんてないはずなのに。

　──そう思っても蟠わだかまりはまるで消えず、むしろ膨ふくらんでしまって、薫かおるはそれを振り払うように胸の前で拳こぶしを握り締め……

「…………ぉう？」

　もう復活したらしい轟が変な声をあげたので、とりあえずこの男を黙らせるのに使おうかと視線をやると、何な故ぜか似え非せ関西弁男はキョロキョロと辺りを見回していた。

「ど、どうした……？」

　当たり所が悪すぎたのかとやや不安に思って訊たずねると、轟は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて薫へと顔を向け、

「ずっと静かやったから気付かんかったけど……」

「……何がだ？」

「いや……さっきまで一緒に覗のぞいていた四し季き鏡かがみ、どこ行ったんやろな？」

「…………」

　そう言われて、薫もようやく気が付いた。

　一緒に様子を窺っていた四季鏡早さ苗なえが、いつの間にかいなくなっていることに。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「お姉ねえちゃんお姉ちゃんお姉ちゃんっ！　とととっ、とっても大変な事が──あぅぁっ!?」

　勢いに任せて淑しゆく女じよの住居である上育科寮にはしたなく走り込んだツケなのか、盛大に躓つまずいてごろごろと転がってしまった早苗は、ぐるぐる回っておかしなことになった視界にふらつきながらも体を起こした。ちょっと気持ち悪いけど、痛い所は無い。いつも不思議とダメージは少ないからいつまで経たってもドジが治らないのかもしれなかった。遺伝、という説も強いけど。

　気力を振り絞しぼって立ち上がろうとしていると、

「まあまあ、どうしたんですか早さ苗なえさん？　色々な所がはだけて、ちょっぴり犯罪の跡あとっぽく見えてしまっていますよ？」

　さっき視界に入った瞬しゆん間かん猛もうスピードで消えた姉が近付いてきて、とても有り難い忠告をしてくれた。よく見ると確かに、メイド服の胸元やスカートが破れてしまったり捲めくれ上がってしまったりして、隠かくれていないといけないものが溢あふれ出てしまっている。

　でもそれどころではないので、早苗はすっくと起立して、微笑を浮かべている姉の胸元に飛び込んだ。

「お姉ねえちゃん大変、大変なんですよっ！　日ひ野のさんが、日野さんがですねっ」

「日野さん……？　…………それよりわたしの服が大変なことになっているようですけど……」

「そんなの、後回しですっ！」

　掴つかんだ拍ひよう子しにノースリーブのシャツが肩かたからするりと脱ぬげ落ちておまけにフロントホックの下着が破は裂れつしたように壊こわれてしまっているけど、そんなことは日常茶さ飯はん事じなのでどうでもいい事のはず。

　それより大事なのは、さっき耳にしてしまった、

「明日あした、日野さんが彩さい京きようさんとデートするって──私、どうすればいいんですかっ!?　よく分からないですけど日野さんのことが好きらしいので、ここは何かしないとまずそうな気がしたんです！」

「まあ、それは大変……では奪われる前に奪ってしまわないといけないですね。折せつ角かく同じ寮なのですし、ここは一つ今夜の内に夜這ばいを、」

　姉の、頼りになる助言が耳に届く、その寸前──




「ちょっとその話、詳くわしく聞かせて頂けますこと？」




　──いつからそこにいたのか。

　高い硬質な声に早苗が振り向けば、豪ごう華かな縦たてロールの似合う同級生が、腕うでを組んで表情を引き吊つらせていた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　一夜明けて、翌日。

「んで、どこに行くんだ？」

「近くの繁はん華か街がいよ──といっても、白はく麗れい陵りようからだと車でも二十分はかかるんだけどね」

「ああ、あそこか……前に轟とどろき達と遊ぼうかと思ったんだけど、車出して貰もらえない俺おれ等らには遠いから、行く気になれなかったんだよなー」

　しみじみと呟つぶやいて、秋あき晴はるは後部座席に深く背を預けた。徒歩だと軽く一時間半はかかる。今の従育科面子メンツなら往復して遊ぶだけの体力はついている……とはいえ、ただ遊ぶのにそんな長距離歩きたくはないし、鬼おにだって『勘かん弁べんして下さい』と泣きを入れそうな深み閑かんのハード授業を連日こなしているわけだから、休日くらいはゆっくりしていたい。なので話には出たけど計画が立たないまま有う耶や無む耶やになっていた。

　だからこうしてひょいと車を出して貰もらえる身分の上育科生が羨うらやましい。

「これ、ＢＭＷだっけか？」

「そうよ、高級車としてもそれなりにクラスの高いやつ。座り心地で分かるとは思うけど」

「つーか、絨じゆう毯たんが敷かれた車って段階で俺おれの想像の外だよ」

　ため息混じりに秋晴がそう言うと、朋とも美みはくすりと小さく笑った。正直、正門前に止まっていたこの車に乗り込む朋美を見た時、秋晴はこの幼おさな馴な染じみが上流階級の人間だと改めて思い知らされた。ピカピカの白い車があって、その前に立っている五十は過ぎてそうなスーツ姿の髭ひげ紳しん士しが自分達に向けて深々と頭を下げるんだから、そりゃもう畏かしこまってしまうのも仕方ないはず。やっぱ白麗陵ブランドに浸つかってはいてもこちとらバリバリの一般庶しよ民みんだ、そんな反応してしまうのも当然でやむを得ないことですよ。……つい轟並みの土ど下げ座ざで対応しそうになったのは絶対に秘密だけど。

　対して朋美は立派なもので、さらりと「澤さわ井いさん、ご苦労様です」と言うだけでセレブ空間を受け容いれた。元庶民とはいえ、六年も上流社会に揉もまれていた奴はやっぱり違う。

　それでも、こうして車内で横並びに座っていると、そんな感かん慨がいも自然と消えていくから不思議だ。

　たぶんその理由の一つとして、着ている服が大人おとなしめっていうのもあるんだろうけど。ピンクのキャミソールっぽいシャツを重ね着して、下はデニムっぽい短めのスカートっていう格好は、あんまりお嬢じよう様さまらしくないし。

「白麗陵にいた時は私服も派は手でだったり高そうだったりしたけど、今日は随分と庶民派の服を着てるんだな？」

「状況と場所に応じて、ね。ああ言っておけば秋晴がどんな服を着てくるかは大体想像ついているから、並んでも浮かないように見み繕つくろったの」

「……なるほど」

　秋晴の方は何やらやたらと英文がプリントされまくったグレーの半袖シャツに薄地の黒いジーンズといった格好なので、確かに隣となりにいても違和感は少ないかもしれない。

　昨日きのう朋美はああ言っていたけど、張り切って着るような服なんて持ってないし、そもそも相手が相手でやることもただの遊びなんだから気合いを入れすぎるのもアレだと思ったから普段着にしたわけだけど、その選択は読まれていたということか。

　……まあ、過度に期待されるよりはマシ……か？

　それに、

「どこぞのドリルみたいに目立ちまくりの服と髪かみ型がただと、変に注目されて居心地悪いだろうしなぁ。まあでもあいつの場合、どうしたって目立つ気もするが」

　学内だろうと実家だろうと露出が多くて派は手でな服装を好んで着ているような奴やつだし──と、秋あき晴はるが金きん髪ぱつでクォーターなクラスメイトのことを思い浮かべていると、

「……こら、秋晴」

　何な故ぜか朋とも美みが、じとっとした目をこちらに向けていた。

「言ったでしょ、今日はデートって。なのにいきなりここにはいない異性を引き合いに出すなんて、マナーがなってないわよ」

「そんなもんなのか？　けど、それだと会話の難度が物もの凄すごく上がるように思えるんだが……どうしろと？」

「絶対に口にしないで、なんて言ってないわよ。ただ、もう少しデートの相手を思いやるというか、ちゃんと意識するというか──そう、配慮の問題ね。分かる？」

「…………何となく」

　本当に何となくしか理解出来なかったので遠慮気味に返すと、それでも朋美は「よろしい」と鷹おう揚ように頷うなずいて口元を綻ほころばせた。

　そんな幼おさな馴な染じみの様子で、秋晴は今更ながらに気が付いた。

　──今日の朋美は、なんだかテンションがおかしい……ような……？

　漠ばく然ぜんとそう思い……秋晴は内心で首を傾かしげつつ、段々と繁はん華か街がいっぽくなってきた窓からの街並みに視線を移した。

　どうやら、そろそろ到着するらしい。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──ここまで来たらもう確定やな。須す野の原はらの街まち中なかでデートにしけ込もうっちゅう腹に間違いないで」

「し、しけ込むって……お二人はもうそんな関係に……!?」

「そうや、エロエロで肉体的な関係なんや！　……って、自分で言うといてなんやけど、それは無いんやろーなぁ。あっきーは絶対に奥手のビビリやから、まだ大人おとなの階段は上れてへんのやろなー。むっつりやし」

「そ、それは良かったです……けど、盛さかり場でデートをするんですから、勢いで間違いが発生しちゃう可能性だって……！」

「そないな美お味いしい事になったら……ああっ、しもうた!?　録画用のデジカメ持って来るの忘れとるやないか！」

「録画……そういえば私、以前街を歩いていた時に『テレビに映る仕事に興味無い？　モチあるよね？　テレビに映ってしかもお金が貰もらえる、美味しい仕事があるんだよ？　色んな意味で美味しい仕事だよ？』ってスカウトされたんですけど、説明されている間もずっとビデオで撮られてて、何だかおかしいなって思ったことがあるんですよ。あのスカウトさん、どうして『テレビに出る』じゃなくて『テレビに映る』って言い方をしていたんでしょう？」

「あー、それは地上波では流せん映像を撮るお仕事やったんやろなー……って、なんやねんそのデンジャラスかつエロスに満ち溢あふれたシチュエーション!?　も、もっと詳くわしく、情感たっぷりに説明を──」




「うるさいですわよ貴方あなた達っ！」




　ついに我が慢まんが限度を超えてセルニアが怒鳴りつけると、姦かしましく騒いでいた二人はビクリと身を震わせて口を噤つぐんだ。ただしその後の反応はそれぞれ違う。四し季き鏡かがみ早さ苗なえは身を縮こませて宇宙人にキャトられた農民みたいに視線を彷徨さまよわせ、轟とどろき慎しん吾ごは素知らぬ顔で口くち笛ぶえを吹く真ま似ねをしながら明後日あさつての方向を見る。

「全く……なってませんわ」

　呟つぶやいて、セルニアは苛いら立だつ気持ちを追い出すように息を吐はいた。

「他よ所そ様さまの車に乗る時はそれなりの態度というものがありましてよ。……大体、どうしてこの私が貴方あなた達を同乗させなければなりませんの？」

　そう、別に誘い合わせて従育科の二人と共に行動をしている訳じゃなかった。

　肩かた身みが狭そうにしている早苗から聞いた情報を元に、今け朝さは九時前から白はく麗れい陵りようの正門を見張れる位置に車を停めておき、セルニアは車内で張り込みをしていた。

『どうして』とか『何の為に』とか、そんな理由なんて頭の中になく、ただそうしなければという義務感めいたものに突き動かされての行動だ。

　一体いつあの二人は現れるのかと焦じれったい気持ちのまま三十分が過ぎ、一時間が過ぎ……そして二時間が経たとうとした頃。

　正門から出て来たのは彩さい京きよう朋とも美みと日ひ野の秋あき晴はるの二人──ではなくて、轟と早苗という良く分からない組み合わせで。

　しかも轟が目め敏ざとくセルニアの車を発見、押しかけるようにして同乗された。盛大に文句を言おうとした矢先、正門前に一台の車が止まり、それからすぐに朋美と秋晴の二人が現れたものだから、追い出す機会を完かん璧ぺきに見失ってしまったのだ。

　仕方ないのでこうして一緒に乗ってはいるものの……当然、セルニアとしては不本意だ。

　強引にこの状況を作り出した轟とどろきを横目で睨にらんでやると、口元をにやっと吊つり上げ、

「そないな怖い目をせんでもええやんか。これはあれや、互いの目的が一致している上での協力なんやから」

「……誰と誰の目的が一緒だと言うつもりですの？　私はただ、たまには街へ出るのもいいと思って──」

「それにしては随分と待たい機き時間が長かったみたいやけどな？　セルニア嬢じょうが正門に向かって行くのは見たけども、二時間以上前のことやで？」

「うっ……!?」

　思わぬ目撃証言に、セルニアは言葉に詰まって視線を膝ひざに落としてしまう。しかしそれは一いつ瞬しゆん、いくらでも誤ご魔ま化かしが効く範囲内で立て直し、

「……それは、そのっ……わ、忘れ物があったからですわ！」

「ちなみにオレ、その時から正門の内側で見張っててん。四し季き鏡かがみ以外は誰も来なかったはずなんやけどなあ……？」

「な、ぐっ…………ストーカーみたいな真ま似ねをっ……！」

「いややなぁ、嬢じようさんと同じ事やっただけやのにストーカーやなんて。オレは単に、こんな面白いモン見逃してたまるかっちゅう好奇心で動いているだけやで？」

　理由がどうあれやっている内容に変わりはありませんわよ、というかむしろそっちの方が人としてより最悪な理由じゃないですの──と、セルニアが反論する前に。

　轟の視線が早さ苗なえへと移り、笑みがさらに濃くなった。

「尤もつとも、四季鏡はオレとは別の理由で動いているみたいやけどな」

「わっ……私は、その、どうしたらいいか分からなくてお姉ねえちゃんに相談したら、『日ひ野のさんがデートをしているところを様子見して、隙すきあらば拉ら致ちるといいですよ』ってアドバイスを貰もらったので……」

「それはアドバイスじゃなくて誘ゆう拐かい教きよう唆さですわっ！」

　あまりに突とつ拍ぴよ子うしもない発言に頭痛の気配が出始めて、セルニアは額ひたいに掌てのひらを当ててため息を吐ついた。

　本当にこの同級生ときたら、ちっとも変わってない。たかだか半年足らずの従育科生活で変化を期待する方がおかしいのかもしれないけれど、家が没ぼつ落らくして苦く汁じゆうを呑のまされ、その上で家族を背負って行こうと決意をしたのだから成長の片へん鱗りんくらい見えてもいいはずなのに──

　思考も行動もどこか抜けていて、マイペースで人を巻き込み振り回す癖くせに、安あん易いに他者の影響を受け容いれる。どこまでも騙だまされやすく、放っておくと目も当てられない状況に陥おちいってしまいそうなので、多少迷惑を被こうむっても見放す気になれないという……本当に困った同級生だ。

　早苗が本気であの日野秋あき晴はるを好いているかどうかはかなり怪しいところだけれど、本人としては行動するに十分な理由なのだろう。良くも悪くも前しか見えていない彼女には細かい理屈なんてどうでもいいに違いない。

　──それにしても。

「貴方あなた達……百歩も千歩も譲ゆずって、行動の是ぜ非ひは問わないことにしますわ。けど──何ですの、その格好は？」

「おおっ、どうやこれ！　カッコええやろ!?」

　そう言って、轟とどろきは得意気にサングラスを装着した。念の為に言うと、これっぽっちも格好良くはない。黒いスーツにサングラスだなんて夏という季節を完全に無視している上に、着ている人間が軽けい薄はくだから尚なお更さら印象は悪い。

　ただ、それ以上にセルニアが分からないのは、早さ苗なえの方だ。

「四し季き鏡かがみさん……貴女あなたはどうして、メイド服を着てますの？」

「えっ？　だって私、私服は殆ほとんど処分してしまって……」

「だったらお姉ねえさんに借りればよろしいじゃありませんの！　白はく麗れい陵りようの外へ、しかも休日だというのにそのような格好を……」

「そ、そんなこと言われても、お姉ちゃんとは服の趣味が合わなくて……それに制服なんですから、外出する時に着ていてもおかしくないはずです！」

「確かに普通の制服ならそうですけど、メイド服で遊びに行く人間はどう考えてもおかしいですわよっ！」

　本当に頭が痛くなってきて、セルニアは怒いからせていた肩かたを落とし、深々とため息を吐ついた。

　……全く、どうしてこんな二人組と一緒に過ごさなくてはならなくなったのか。きっと数十メートル先を行く車では、彩さい京きよう朋とも美みが日ひ野の秋あき晴はると楽しげに会話を繰り広げているのだろうに……それに比べてこっちは……

　もう今すぐ帰って不ふ貞て寝ねしたい気分に陥おちいり、セルニアは物憂げに視線を窓の外に移した。車窓から見える景色は既すでに雑多感が強くなり、白麗陵から最も近い繁はん華か街がいの須す野の原はらはもうすぐそこだと分かる。

　ここまで来て帰る──というのは、やっぱり馬鹿馬鹿しい。

「まっ、あれや。セルニア嬢じよう一人でおるより、どうせならオレらと一緒の方がいざという時に役立つで？」

「……何ですの、そのいざという時って。暴ぼう漢かんが現れた時に盾たてにでもなると言いまして？」

「そこまでの非常時やなくても……そうやな、嬢さん一人やとナンパがうるさくて大変やで？　何やねんその谷間アピールしまくりの服は。んなもん見せつけられたらひょこひょこ男が寄ってくるのは間違いないで」

「……フン、大きなお世話ですわ」

　微び妙みようにセクハラな轟の言葉に、セルニアは素っ気なく返し──けれど内心では『確かにそうかもしれませんわね』と認めていた。

　国内、国外を問わず、自分に声をかけてくる男は少なくない。街まち中なかに一人でいれば、まず間違いなく十分以内に声をかけられる。それをあしらう術すべはとっくに身に着けてはいるものの、そんな輩やからに気を取られていれば標的を見失いかねないし、騒ぎになれば向こうに見つけられてしまう可能性もある。

　その点で言えば、確かに二人の存在は助けになる。女二人ならともかく、そこに男が一人いるとなれば声をかけてくる確率はぐっと減るはずだ。

「それにやな。あっきー達に見つかったとしても、オレと四し季き鏡かがみの二人を連れていれば、買い物をしに来たと言えば押し通せるやろ」

「……つまり、貴方あなた達を荷物持ちとして同行させていると？」

「イエスッ、その通りや！　その方がこっちとしても都合がええねん。主導しとるんがセルニア嬢じようなら、あっきーもそこまで怒らんやろうし。もしもオレと四季鏡だけが見つかったら、後でどれだけ酷ひどい目に遭あわされるか分からへんし」

「大だい地ちさんが一緒に来てくれたら心強かったんですけど……行きたくないって言われてしまったんです」

　早さ苗なえが残念そうに呟つぶやいて、それに轟とどろきが「全くや」と同意を示す。

「何だかんだであっきーは大地に甘あまいしなぁ。あいつがおれば後でボコ殴なぐりの目に遭う可能性も激減するっちゅうのに……」

　さめざめと語られる内容に、従育科の力関係が何となく見えた。いつの間にか、あの粗野な庶しよ民みんの編入生はそれなりのポジションを確保しているらしい。

　……自覚はまるでなさそうだけれど。

　目つきが悪くて口も悪い秋あき晴はるの顔を思い浮かべ──その横に出て来た彩さい京きよう朋とも美みのにこやかな笑顔に、セルニアは小さく舌した打うちをした。

　どうして自分がこんな意味不明な苛いら立だちを覚えなきゃいけないのかと、そのこと自体にもストレスを感じて……覚かく悟ごを決めた。

「──分かりましたわ。甚はなはだ不本意ですが、同行を許可しますわよ」

「お、ホンマか？」

「わぁ……セルニアさんとお出かけだなんて、凄すごく久しぶりで嬉うれしいです！」

　嬉しそうな轟と何かおかしな喜び方をしている早苗に、セルニアは「ただし」と掌てのひらを突き付けて、

「勘かん違ちがいしないで貰もらいたいものですわ。私が気にしているのはあくまでも白はく麗れい陵りようの風紀と伝統に泥どろを塗るような事をあの二人がしでかさないかであって、別に二人がデートをしようが結けつ婚こんしようが私には──ちょっと貴方達っ、聞いてますの!?」




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　須す野の原はらの街は私鉄の駅を中心に繁はん華か街がいが広がっている──いうことで、車はアーケードの入り口の傍そばで止まり、秋あき晴はると朋とも美みを降ろして去って行った。

　駅方面は夏休みだからか昼前という時間帯だからか、自分達と同じ年頃の若者があちこちにいる。有名チェーン店の看かん板ばんなんかもあって、それだけでとても懐なつかしい。

　しかし……二人きりになると、やっぱ緊張するな。いやまあ、ちょっとだけだけど。やることは男友達とする内容と大差ないって理解してるし。

　それに空白期間は長いけど、一応は幼おさな馴な染じみだ。しかも白はく麗れい陵りようでは貴重な、話の通じるお嬢じよう様さまときている。親の再さい婚こんで一いち躍やく金持ちの令れい嬢じようになったけど、根本的な部分は昔と何も変わってないし。……出来ればもう少し大人おとなしく、円まるい性格になっていてくれれば助かったけど……悪化しているよりはマシだしなぁ……

　秋晴がそんなことをしみじみ考えていると、車外に出た開放感からか伸びをしていた朋美がくるりと回るようにしてこちらを向き、

「さーってと、まずはどこに行こっか？　まだご飯には少し早いよね」

「そうだな、あんまり腹減って無いし。それにどこに何があるかも知らないし、適当にぶらつくか？」

「うん、それで行きましょ。繁華街って言っても渋しぶ谷やや新しん宿じゆくと比べれば小さいものなんだから、一通り見て回ってもそう時間はかからないはずだしね」

　そう言うと朋美は早速歩き出す。気が早いというかなんというか、さりげなく主導権を握る辺りがらしいというか。ともあれ、秋晴としても自分が出した案が採用された形なので異論はなく、追いかける形で歩き始める。

　けど……朋美の奴やつ。デートとか言っておきながら、色気のあることは全くしてこない。いや別に期き待たいしていた訳じゃないし、そんなことされても困るだけだからいいんだけど。ただ何となく、ちっともデートっぽくないじゃんかと思っただけで。

　──と、そんなことを考えながら横に並んだ瞬しゆん間かん、朋美が悪戯いたずらっぽい笑みを向けてきた。

「ふふっ……秋晴、もしかして手を繋つないで欲しかったりする？」

「だっ……んな訳ないだろ！　ったく、アホなこと言ってんなよ」

「えー、図ず星ぼしなんじゃないの？　ほら、こっちから誘ったんだし、腕うでくらい組んであげてもいいけど？」

「……いやそんなんいいから。歩きにくいし暑苦しいし」

　ため息混じりに素っ気なく断り、秋晴は視線を朋美から街並みへと移す。内心ではちょっとどぎまぎしていたけど、上う手まく誤ご魔ま化かせたはずだ。
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　いやまあ、この年頃なんだからそれなり以上に可愛かわいい異性と密着出来ることを喜ばない方がおかしいんだけど、何しろ相手はあの朋とも美みだ。これ以上弱味を握られたく無いし、誘ゆう惑わくめいた態度の裏には自分程度じゃ理解出来ない策さく謀ぼうが繰り広げられているに違いないんだから、触さわらぬ神に祟たたり無しの方向で。

　……それでも残念がっている部分があるから、男っていうのはどうにも駄だ目めだなー、と思い知らされる。もう一回誘ゆう惑わくされたら迷ってしまいそうだし、問答無用でくっついてこられたらたぶん振り解ほどけない。

　まあ、そんな心配は杞き憂ゆうらしいけど。朋美は須す野の原はらの街並みに目を輝かせていて、ついさっきのやり取りなんてもう遙はるか彼方かなたへと忘却されているっぽい。

　安心半分物足りない気持ちも半分という、何だかもやっとした感覚を抱かかえながら、秋あき晴はるもアーケード街のあちこちへと視線を向けた。自分ばかり気にしているのは情けない上になんか癪しやくに障さわるので。

　しかし……ありふれた街並みだけど、それが凄すごく安心するなぁ。俗世がこんなに落ち着くなんて、やっぱセルニアに言われている通り自分は庶しよ民みんなんだなー、と再認識させられる。しかもそれがちょっと嬉うれしかったりするし。

　自分でさえこうなんだからお嬢じよう様さま生活が長かった朋美はもっとくるものがあるんだろうと、秋晴は隣となりを歩く幼おさな馴な染じみの顔を見てやろうと振り返り、

「──あっ、ねぇ秋あき晴はる！　ちょっとあそこに入らない？」

　丁ちよう度どのタイミングで声を掛けられ、内心ではちょっとビビリながらも平静を装って、そのまま朋とも美みが視線で示した建物を見た。

　隣となりにある雑貨屋の二倍以上の幅があるその建物が何なのか、明るい看かん板ばんと路上にはみ出すようにディスプレイされた筐きよう体たいを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　ついでに言うと、そこが何なのかを認識した瞬しゆん間かん、秋晴は少しだけ体温が上がったような気がした。

「ゲーセンか……！」

「結構大きい、かな？　三階建てで……あ、地下もあるのね」

　朋美の声も弾はずんでいるように聞こえた。昔に比べると女性客も増えたらしいけど、それでもどちらかと言えばゲーセンは男の溜たまり場だ。なのに嬉々としている辺り、やっぱり朋美は並みの女じゃないというか、刺激に餓うえまくっているのか。

　まあ、秋晴としてはどっちでも構わない。

　要は、どちらも文句なしにここへ入りたがっている事実があること。それが大事だ。

「んじゃ、ちょっくら入るか？」

「うん、入りましょっ。えっと、格闘ゲームは……地下ね！」

「は？　格ゲーって……おいっ、ちょっと待てって朋美！」

　先行してゲームセンターに突入していく朋美の背中を慌あわてて追いかけ、秋晴も店内へと入る。

　地下へ続く階段を下りた先は数十台の筐体が整理されて並ぶ、割と明るく開けた空間だった。秋晴が昔よく行っていたゲーセンに比べると、こざっぱりとしていて居心地も悪くない。まあ、騒音と微び妙みように濁にごった空気がむしろ落ち着くってこともあるんだけど。

　昼前だからガラガラなのかと思いきや、台の三分の一は埋うまっていた。特に五十円でワンクレジットの対戦台は後ろで順番待ちしている奴やつ等らもいる。

　この雰ふん囲い気きの中、朋美は明るい笑顔で興味深そうにフロアを見渡して、

「わー……こんな風になってるんだ。ね、あれって向かいの台に座っている人と対戦してるんだよね？」

「そうだけど……お前、ゲーセン入ったことないのか？」

「カジノにならあるんだけどね。ゲームセンターって小さな時は出入り禁止されてたでしょう？

　で、お母かあさんが再さい婚こんしてからは滅めつ多たなこと出来ないし、中学以降は白はく麗れい陵りようで寮生活。たまの休みに一人でこういう所に入ろうだなんて思わないもの」

「なるほど、な」

　言われてみれば納得だ。元々ゲーセンは女一人で入るにはやや抵抗がある場所だし、お嬢じよう様さまともなれば尚なお更さらか。こいつの外面の良さを考えれば絶対に体面を気にするだろうし。

　男が好むような遊びも好きだった朋とも美みからすれば、ゲーセンは来たくても行けなかったプレイスポットというわけか。独特な雰ふん囲い気きといい激しい音と映像といい、そして対戦という分かりやすい闘争といい、どれも魅み力りよく的てきに感じているに違いない。

　ならここは先せん達だつとして、一つ手本を見せてやるべき──

「あっ、『Endless Fall』の新しいやつがある！　ねぇ秋あき晴はる、あれやりましょうよあれっ！」

　はしゃぐようにそう言うと、朋美はさっさと件くだんの台へ近付いて行く。

　機先を制された形になった秋晴は、とりえずため息を吐ついた。人が良かれと思って行動しようとした矢先に、あの幼おさな馴な染じみは。どれだけ行動力とリーダーシップが溢あふれそうになっているんだか。

　まあでも、秋晴も朋美の言うゲームには少なからず興味があった。

「ＥＦの新作か……そういや夏に出るって噂うわさがあったっけか」

　去年の春にゲームセンターに登場した『Endless Fall』は爆発的に人気の出た格闘ゲームで、秋晴も白はく麗れい陵りように入るまでは何度となくやった。前の学校の寮でも広まり、こっそり持ち込まれた家庭用ゲーム機と液晶テレビで大会まで行われたくらいだ。

　基本的には普通の格闘ゲームと同じだけど、開始と同時に地面が崩くずれ落ちて落下しながらの戦闘になり、タイムオーバーの瞬しゆん間かんに相手より高い位置にいれば体力ゲージを無視して勝利することも出来る──という露ろ骨こつな逃げの戦法も有りな造りが逆に闘争心を煽あおるということで、大人気になったゲームだ。

　その新作が出たというなら、当然やりたい。白麗陵にいた間はすっかり忘れていたけど、こうして目の前にしたら、そりゃあもうやりたくてうずうずする。

「ね、秋晴。ちょっと一勝負してみない？」

　そこに嬉うれしさを堪こらえきれないって感じの笑みを浮かべた朋とも美みが切り出してきたんだから、返す答えは決まっている。

　口くちの端はを吊つり上げて不ふ敵てきな笑みを作り、秋晴は、

「いいぜ？　ただし、手加減なしな」

「うん、わたしもやったことあるからそれでいいわよ」

「おっけ。んじゃ、やるか」

　言って、秋晴は反対側へと回り込む。

　朋美とほぼ同じタイミングで硬貨を投入してキャラ選択に入ると、前作とは少し変わった画面の中には見たことのない新キャラクターもいて、それだけでもテンションが上がる。

　秋晴が選んだのは前作でも使っていたバランスのいい長刀使いの詰つめ襟えり男で、朋美は小さな女の子で鉄骨を振り回すというトリッキーなキャラを選んでいた。見た目は可愛かわいくて、一撃の攻撃力が凄すごい反面、隙すきが大きくておまけに扱いづらい技が多いという厄やつ介かいなキャラだったりする。

　朋とも美みには悪いが、これは圧勝の予感。ただでさえ向こうは対戦経験が無いんだし、前作だとそこそこ強かった自分が本気を出せば、まあ九割方勝てるだろ。

　だから手加減してやる…………べき、なんだろうけど。

　──ここは本気でやるしかない。

　いやいや、昔の恨うらみをゲームで晴らそうなんて思っちゃいないよ？　ただ、負けず嫌ぎらいでプライドの高い朋美が手加減されたと分かった日には勝った時以上に恨うらまれそうだし。だから、うん、仕方ないんだ、本気でやるのが互いの為なんだから。

　やー、参った参った。

　仕方ないから──本気で行こう。

　ついレバーを握る手に汗あせが滲にじむのを一度ジーンズで拭ぬぐって、秋あき晴はるは真剣に画面を睨にらむ。

　そして『Ready…』の表示が消えると同時に、長刀使いと鉄骨少女が立っていた地面が崩ほう壊かいし──




　…………約十分後。

　秋晴は楽しそうにレバーとボタンを操作する朋美を、斜め後ろから呆ぼう然ぜんと見ていた。

　三本先せん取しゆの戦いは、秋晴の四十七秒ストレート負けという形で決着した。ちなみに三本目は一撃も食らわすことが出来ずにパーフェクト負けというおまけ付きで。

「………………………………………………なんで？」

「ん〜？　なんでって、何が？」

　カチャカチャと操作を続ける手は止めず画面から目を離すこともなく、朋美は気楽な声で聞き返してきた。一方画面ではぶん回された鉄骨が見事に相手キャラの脳天をぶち割り、ほぼ同時に台の向こう側から悲鳴のような男の嘆きが聞こえてくる。

　秋晴には向こうにいる見知らぬ男の気持ちが良く分かる。ほんの少し前自分もそれを味わったばかりだから、それはもう明確に分かる。

　だって……なあ。扱いづらいと有名なキャラだってのに、大振りで致命的な隙すきを作りまくるキャラだってのに、そんな不利をポイ捨てしたかのように次々と技を決められこっちの攻撃は潰つぶされて、終しまいには逃げることも出来ずにゴズッと脳天を割られると。そりゃあ我が目を疑いたくもなるっての。

　そんな朋美の強さに興味を抱いだいた奴やつが次々に挑戦しては葬ほうむられていく。しかも恐ろしいことに、朋美の調子は下がるどころか上がっている。

「あの……どうしてそんなに強いんすか、朋美さん……？」

「だってわたし、家でやり込んでたもの。冬休みと春休みに」

「…………はぃ？　だって、え？　前作の家庭用が出たの、今年の三月末だぞ？」

「去年の終わり頃にね、っと……パーティーでここの会社の会長さんと会って、なんか気に入られちゃったのよ。そうしたら二日後、家に筐きよう体たいが届けられて…………よいしょっ……で、ストレス解消に丁ちよう度ど良かったから、暇ひまを見つけてはやってたの」

「……………………………………」

　心温まるエピソードに、秋あき晴はるは絶句したまま動けなくなる。思わぬ形で金持ちパワーの凄すごさを思い知らされた。気に入られたらゲームの筐体が届くって。それはどんなお歳せい暮ぼだ。

　こっちがどれだけ衝しよう撃げきを受けているのかまるで理解していないらしい朋とも美みはゲーム画面から目を離さないまま、

「前作と違う部分もちょこちょこあるし対人戦は初めてだし、なかなか思い通りにいかなかったけど……うん、大分マシになってきたかな」

「…………そーですか」

「さーってと、今度は新技の性能を試して──ああっ、今の技、判定広すぎないっ!?」

「……………………いやー……いいんじゃないかな……」

　ちょこっとゲージが削けずられただけの朋美に対し、向こうはもう瀕ひん死しだから。瀬せ戸と際ぎわだから。それに誰も自分用筐体は持ってないだろうから。

　──そして、ふと気が付けば。

　地下にいる人間の殆ほとんどが朋美のいる対戦台の周りに集まっているという、熱狂的な状況が出来上がっていた。

　朋美のヤツもそれに気付いているようで、テンションはさらに上がっている。なのに操作は正確で、鉄骨による虐ぎやく殺さつショーは勢いを増すばかり。

　そんな中、秋晴は一人置いてきぼりを食らったように落ち込んだまま、ため息を吐ついて……こっそり、呟つぶやく。

「……………………俺おれは、格ゲーですらこいつに勝てないのか……」

　その声は、アニメ声の少女キャラがぶん投げた鉄骨による大破壊音に掻かき消された。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　見たことのない機械や人形の積まれた箱に驚き。

　明るい店内に流れる雑多でボリュームの大きな音に驚き。

　そして何より、それらを当たり前に楽しんでいる同年代の若者が醸かもし出す雰ふん囲い気きに、セルニアは驚きを隠かくせずにいた。

「……これが、『ゲーセン』ですのね」

「わぁー……私も初めてです。凄すごい、大きくて立派なのがたくさん……！」

「なんや、二人ともビギナーさんかいな。まあ仕方ないんやろーけど……それより、あっきー達の姿が見えへんな」

　喧やかましい中でも問題なく聞こえてくる轟とどろき慎しん吾ごの声に、セルニアは当初の目的を思い出してハッとする。そうだ、二人を追いかけてここに入ったんだった。

　何が何やら分からない機械の間を縫ぬうように、しかし向こうからはなるべく見えないようにと注意しながら周囲を探さぐる。……が、二人の姿は見つからない。

「……おかしいですわね。確かにここに……」

「二階かもしれへんな。三階建てのようやし、上に行けば見つかるやろ」

「そうですね、そうかもしれません」

　轟と早さ苗なえの言う通りかもしれないと思いながら、セルニアは案内図へと目をやった。そこには一階から三階、そして地下に何があるかと書かれている……らしい。知らない単語が並んでいるので、自分には判断がつかなかったが。

　それでも分かることはあるので、セルニアは案内図を指差して、

「地下もあるみたいですわよ。そっちにいるのではなくて？」

「いやいや、それはないやろ。地下は格ゲーの対戦フロアみたいやから、普通そっちには行かへんて」

「……そうなんですの？」

「男は格ゲー好きやけど、あれって対戦出来ないんなら後ろでボケーっと見とるしかないんや。しかも出来ない人間が見ていても面白いもんやない。さすがのあっきーもデートでそんなアホな真ま似ねせぇへんやろ」

「…………そういうものですの……」

　よくは分からなかったが、きっとアンティークに興味が無い人間を骨こつ董とう市いちに連れて行くようなものだろう。

　庶しよ民みんの世界は同じ庶民の方が良く知っているはずだ。なのでここはひとまず、轟とどろきの言う通りにすべきだろう。

「なら、行きますわよ」

　そう宣言して、後ろを振り返ることなく、セルニアは率先して二階へと続く階段を上がって行った。

　二階は一階よりやや暗く、置いてある機械が少ないようだった。しかし一つ一つが大きくて、中には楽器のようなものがくっついている物まである。

　ひょっとしてこれが噂うわさに聞く体感ゲームというやつなのだろうかと、セルニアは興味深く辺りを見回し──ある筐きよう体たいに目を止めた。

「あれは……何ですの？」

「んん？　あー、あれはなんっちゅうか、踊おどるゲームやな。タイミング良く青い矢印の方向にステップを踏んで、赤い矢印の方向に腕うでを振るんや」

　ぽつりと漏もらした呟つぶやきに、期待していなかった解説がきた。セルニアはちらりと横目でにやにや笑いを浮かべている轟とどろきを見て、素っ気なく視線を戻す。喧やかましくて品も無いけど、それなりに便利かもしれない。

　まあ──今はそんなことより、あのゲームが気になる。

　ダンスは昔から得意だった。ワルツやジャズ、サルサも踊おどれるし、バレエも嗜たしなんでいた。最近は披ひ露ろうする機会が無かったものの、去年イタリアで開かれたダンスパーティーでは注目の的だった。

　他ほかのゲームはやり方が良く分からないので、それ程興味は引かれないけど……あの体感ゲームには、こう、沸ふつ々ふつと熱いものが込み上げてくる。

　当初の目的とは違う……けれど……

「ざっと見た感じ、ここにもお二人さんはおらんようやな。三階から攻めていくことにしたんかもしれんね」

「…………一つ、訊ききますけど」

「おぅ？　なんやなんや、何でも訊いてくれて構わへんで！　そう、例えばオレのスリーサイズなんかも──」

「頭の緩ゆるい戯ざれ言ごとは要いりませんわ。その……普通、こういう所に入った場合、滞在時間はどれくらいになりますの？」

「……せやなぁ、ゲーセンの内容にも財さい布ふの中身にも依よるし、一いち概がいには言えへんけども……まあ、五分や十分で出ることは無いんとちゃうか？　ここは割とおもろいゲームが多いみたいやし、あっきーもこの手の場所に来るのは久しぶりやろうし」

　自分よりは遙はるかにこの手の情報を持っている轟の言葉を信用するなら、すぐにこのゲーセンから出て行くということはない。そして三階への階段は体感ゲームの筐きよう体たいからも見える位置にあるので、階下に降りる二人を見失うということも無いはずだ。

　なら…………ちょっとくらい試してみても、いいかもしれない。

　意を決し、こっそり早さ苗なえを見た。感激するように目を輝かせていて、自分と同じく心惹ひかれているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　これだ、と思い──セルニアはコホン、と小さく咳せき払ばらいをして、

「四し季き鏡かがみさん、そのゲームを随分と気にしているようですわね？」

「はいっ、どんな風になるのか想像出来なくてとても気になります。でも、」

　──その続きは言わせない。

「なら仕方ありませんわね！　──そこの下げ世せ話わな庶しよ民みん」

「おうなんや……ってあっきーは粗そ野やでオレは下世話なんかいな!?　いやええねんけど」

　そこを『別にいい』と言う轟の精神が微び妙みように分からないものの、敢あえて問い詰めるような内容でもないのでここは放置。

　代わりに、セルニアはハンドバッグに入っていた財さい布ふから一枚の紙し幣へいを取り出し、

「これを両替して来て貰もらいますわ。それと、面倒だから崩くずしたお金は貴方あなたが持ってなさい」

「おおぅ……そないに気軽に万札を扱うなんて、いくらセルニア嬢じようが金持ちとはいえ良くない傾向ちゃうんか？」

「仕方ありませんわ。私の財布には小銭入れが無いんですもの」

「そんな財布がこの世にはあるんか!?」

「え？　お札を入れる財布と小銭入れは別々なのが普通じゃないんですか？」

　昔取った杵きね柄づかというべきか見事なまでのお嬢発言をする早さ苗なえの追い打ちに、轟とどろきは「これがセレブっちゅう人種か……」と呟つぶやき、ふらふらと歩いて行った。

　ややあって戻って来た轟に百円硬貨を一枚渡されたものの、その表情は不服そうだ。だからセルニアはお遣つかいの褒ほう美びに微笑を浮かべ、優しい声音で礼を口にした。

「ご苦労様ですわ。以後も励はげんで下さる？」

「へっ……？　ぇ、や、モチロン……」

　冗じよう談だんとセクハラが服を着ているような男にしては珍しい呆ぼう然ぜんとした返しに、セルニアは満足して頷うなずいた。使われる人間を心地良く動かせてこそ、一流の淑しゆく女じよ。イギリス貴族の令れい嬢じようたる自分ならば出来て当然のやり取りだ。

　気分が良くなったところでセルニアはダンスゲームの筐きよう体たいへ向かい……ステージに上がる前に、振り返る。

「何をぼけっとしているんですの、四し季き鏡かがみさん。貴女あなたも一緒にやるんですのよ」

「ええっ!?　で、でも私、お金とか無いですし……」

「勿もち論ろん、誘った私が払いますわよ。それに百円で二人プレイも出来るみたいですし、心配要いりませんわ」

「そ、そうですかぁ……それじゃあ、お言葉に甘あまえちゃいますね」

　そう言うと、早苗は隣となりのステージに上がった。それを見届けてからセルニアは硬貨を投入し、コンソールのスタートボタンを押す。

　すぐに高い機械音が鳴り響き、軽快な音楽と共に正面の大きなパネルの画面表示が切り替わり、プレイスタイルの選択を迫られた。ボタンを押して、二人プレイを選択。すると『二人プレイの場合、二曲選択出来ます』という確認のメッセージが出て来る。次に、それで良ければ決定ボタンを押せという催さい促そくが。

　この手の遊ゆう戯ぎをするのは初めてなので、セルニアはよく分からないままボタンを押す。また派は手でな音が鳴ると同時に画面が切り替わり、どうやら曲目リストらしいものが縦たてに並ぶ。星の数はたぶん難易度……だと思う。数字はテンポを表しているはずだ。ちなみに知っている曲は一つも無さそうだった。

「どれにするか……悩みどころですわね」

「あの、セルニアさん。出来るだけ易しくて速すぎない曲に……」

「却きや下つかですわ。この私が、たとえ初めて行うことであったとしても低レベルな選択をするだなんて有り得ませんもの。星が七つまであるようですし、最低でも四つ星から始めますわよ」

「ええっ、そんなぁ!?」

「さあ、四し季き鏡かがみさん。四つ星レベルの中から好きな曲目を選ぶといいですわ」

　最大限の優しさで選択権を与えたところ、早さ苗なえは泣きそうな目でコンソールを弄いじって選び始めた。

　自分の度量の広さにセルニアがつい口元を緩ゆるめていると、甲かん高だかい効果音が聞こえてきた。

　そして画面は暗転し──ややあってからイラストと共に曲目が表示され、また画面が切り替わる。

　初めてのセルニアでもこの次どうなるかは分かる。準備完了、いよいよスタートだ。

　一度深呼吸をしながら、ステージ上に描かれた上下左右の矢印を確認。画面に表示される方向の矢印を踏めばいいから、こちらは簡単。腕うでの振りはセンサーで感知されるらしいので、センサーバーの下を潜くぐらせなければならない……けど、普通にプレイしていれば自然と感知範囲に届くのだろう。それでも一応、動作は大きくと気を付けて。

　暗転する画面を睨ねめつけていると、カウントダウンが表示され──それがゼロになると同時に、軽快な音楽が流れ出した。

　画面では下から上へと青い矢印が流れて行く。

　セルニアはそれに合わせて、器用にタイミングを計りステップを踏む。

　知らない曲なのでリズムを掴つかむまでは慎しん重ちように、出来るだけ正確に矢印を踏んでいくように心がける。

　……けど、身体からだが温まってきた頃には、もうそんなことは気にしなくなっていた。

　どんどん流れてくる矢印の波に、思考している暇ひまが無くなる。

　それとほぼ同時にステップのパターンを身体が覚え始め、スムーズに次の動作へ移行出来るようになってきた。

　知らない曲で、たかだか百円で遊べるゲームだけれど──楽しい。

　やがて一曲目が終わり、画面にプレイヤー評価が出た。

　それを見てセルニアは僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。

「Ｂランク……仕方ありませんわね。初めのうちはいまいちでしたもの」

　ただし、次にやればＡを狙ねらえるはずだ。というか、絶対に取ってみせる。

　一方、隣となりの早苗はというと、

「ふぇぇ……目が、目が回って……」

　どんな踊おどり方をしていたのか、ふらふらになっていた。画面に出ている評価はＦで、見事に最低ランク。

　それを見てセルニアは思い出した。昔、パーティーの席で彼女に足を踏まれて骨に皹ひびが入った男性は五十人を越えるという噂うわさがあったはずだ。どうやら、もしかしなくても本当のことらしい。

　そんな彼女には悪いけれど、セルニアは次の曲は七つ星の最高レベルのものを選んだ。Ａ評価は取れないだろうが、どうせやるなら一番難しいものに挑戦しておきたい。失敗に臆おく病びようになるのは、フレイムハート家の人間として恥ずべき行為だ。

　すぐに次の曲が始まるので、セルニアは立ち位置に戻り──その時、ようやく気が付いた。

　いつの間にか、自分達の踊っている筐きよう体たいの周りに見物人で人ひと垣がきが出来ていた。少なくとも二十人近くはいそうで、このフロアにいた客は全員集まっているんじゃないかと思うくらいの人口密度だ。

　これに、セルニアは一いつ瞬しゆん息を呑のみ──すぐに優美な微笑ほほえみを見せた。

　人前で何かする事に対して怯おびえる理由など一つもない。見られることを恥じるどころか、誇るだけの美び貌ぼうと魅み力りよくを兼ね備そなえている自負がある。

　だから観客がいるという状況に、燃えはしても怯ひるむことは有り得ない──

　気合いを入れ直したセルニアが笑みを深くするのと同時に、画面ではカウントダウンがスタートした。

　そして先程と同様、スリーカウントの後に曲が始まり──その直後、歓声が弾はじけた。

　流石さすがに難易度が最高レベルというだけあり、テンポは速くてステップも難しい。次々と流れる矢印の波に頭が混乱しそうになる。

　……だけど。

「フッ……！」

　鋭く息を吐はいて、セルニアはターンを決めてステップと腕うでの振りを同時にクリアする。また歓声が湧わいて、自然と口元が綻ほころんだ。

　確かに、曲は速い。ステップも複雑で、下へ手たをすると足をもつれさせてしまいそうになる。

　それでもダンスに慣れているセルニアにはどういう動きが求められているかが分かるので、初めて聞く曲でも何とかついていける。ミスはあっても気にせず、リズムを保って身体からだを動かし続けることに集中する。
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「うっわ……すげぇ……！」

「おい見ろよ、あの……足……」

「あんなに……」

「……下でも、ＥＦで連勝している女が……」

　ギャラリーの声も端はし々ばしながら聞こえてくるけど、それで乱れることはない。むしろ見られている高揚感が、指先にまで神経を張り巡めぐらせて一つ一つの動作が鋭さを増す。

　一分か、二分か──とても長く感じられる一秒の連続は瞬またたく間に過ぎ去って、僅わずかな余よ韻いんを残して曲は終わった。

　踊おどりきったことに満足して、セルニアは額ひたいに浮かんだ汗あせを拭ぬぐう。やや呼吸が乱れてはいるけど、肩かたで息をするという程でもない。

　モニターでは『Ｃランク』と表示が出たけど、それは別に気にならなかった。所しよ詮せんは機械がセンサーで判断したことで、ダンスとしての評価なら違うものになったはずだ。そしてそれが高評価だったことは、湧わいている観客達の反応が示している。自分が気分を損そこねる理由なんてどこにもない。

　セルニアが余よ裕ゆうの態度で悠ゆう々ゆうとステージを下りると、待ち構えていた轟とどろきが晴れ晴れとした笑顔で話し掛けてきた。

「おう、お疲れさん！　いやぁ、凄すごかったで！」

「フン、当然ですわ。私を誰だと思っているんですの？」

　ハンドバッグの中から取りだしたハンカチで軽く汗あせを拭ふきながら応じて…………そしてふと、セルニアは疑問に思う。

「…………ちょっと、そこの伊だ達て眼鏡めがね。貴方あなた、何を持ってますの？」

　轟が手に持っているのはどう見ても紙箱だ。けどそんな物、ついさっきまで持っていなかったはず。

「いやぁ、二人のパフォーマンスがあんまり見事やったもんやから、男共が仰ぎよう山さん集まって来たやろ？　せやから見物料を取ってみたら……案の定大おお儲もうけや！」

「なっ……何をしてるんですのよ、貴方あなたっ!?」

　思いもよらない発言にセルニアが声を荒げて問い質ただすと、これっぽっちも悪気のない笑みを浮かべた轟とどろきは興奮気味に、

「クォーターの金きん髪ぱつ美人とメイドさんのスーパーダンスユニットやで!?　しかも二人とも踊おどりに合わせて豊満すぎる胸がぶるぶるんっと暴れまくりの飛び跳はねまくりでこぼれ落ちそうで、おまけにスカートが捲めくれて生足とガーターの危険な二重奏やってんで!?　そりゃあ金も取るっちゅうねぼげぶっ?!」

「それ以上私を貶おとしめる発言をしたら容よう赦しやしませんわよっ！」

「あの……轟さんは、既すでにセルニアさんの容赦ない肘ひじ打うちでダウンしてます、けど……」

　恐る恐る後ろから言ってきた早さ苗なえに、セルニアは振り向くと同時に頷うなずいて、

「分かってますわ、四し季き鏡かがみさん──ちゃんと止とどめは刺しますわ」

「いえあのっ、そういうことでもなくてですねっ」

「なら拷ごう問もんですの!?　責め苦を与えに与えてからでないと、乙女おとめの気は静まらないということですわねっ?!」

「ち、違っ……違いますからっ！　違いますからセルニアさんっ、倒れている人の頭を狙ねらうのはとても危険ですからっ!?」

　卑ひ猥わいで猥わい雑ざつな男に制裁を与えるべく蹴けりを放とうとしたセルニアは、どうしてだか必死で自分を羽は交がい締めにしてくる早苗と揉もみ合いになりながら、ここにはいない秋あき晴はるへと怨えん嗟さの言葉を投げつけた。

　──こんな不ふ愉ゆ快かいな思いをしているのも、全部あの男が悪いんですわっ！
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「…………なんか今、急に寒気が……？」

「地下と地上で少し気圧差があるのかもね。気分的な問題もありそうだし」

「あー、確かになぁ」

　そう言われると確かに頷うなずける。同じ冷房の効いた建物の中でも、地下の対戦コーナーはプレイヤーの気迫といい人口密度といい、あれは暑い。というか、熱い。

　階段を上って一階に着いた時、秋晴が思わず伸びをしたくらい興奮に包まれて密度の濃い空間だった。夏休みとはいえまだ昼だってのにあそこまで盛り上がったのは、間違いなく朋とも美みの活躍によるものだ。

　怒ど濤とうの二十一人抜きをしてチャレンジする相手がいなくなったところで朋美も飽あきたらしく、コンピューター相手にわざと負けて席を後にしたわけだけど……フロアにいた男連中の顔を見たら、ちょっと面白かった。あれはきっと、内心では凄すごく話し掛けてみたかったに違いない。もしあの場で立ち話でもしていたら、流れを見て会話に入って来るヤツの一人や二人はいたかもだ。

　朋とも美みも見た目はかなり美人だし、あれだけゲームが上う手まい女は珍めずらしいしなぁ。というか、ゲーセンで格ゲーやる女自体かなり少ないし。

　隣となりでスッキリした表情をしている幼おさな馴な染じみを見ながらそんなことを思っていると、上の階から男二人組が下りてきたので、秋あき晴はるは邪じや魔まにならないように端はしに寄って避よける。

　……と、妙みようにはしゃいでいる二人の話が、自然と耳に入ってきた。

「しっかしスゲーよなぁ、あれ！　美人でエロい体つきの外人とコスプレイヤーが踊おどってるなんて……なんかのイベントだったんかな？」

「たぶんそうじゃね？　集金もあったしさ。ま、あんだけ凄すごいの見れて五百円なら安いもんだし、次があったらまた来たいよな」

「だよなぁ、告知とかしてくんねーかなぁ……それにしてもイイモン見れたなー」

　嬉うれしそうというか興奮気味な二人はそのまま店外へと消えて行く。秋晴はそれを見送った後、壁に掛けられた案内板へと視線を移した。

「二階には体感ゲームとガンシューティングがあるらしいぞ。行ってみるか？」

「とか言って、目的は別にあるんでしょ？　全く、秋晴もそんなところばっかり男の子なんだから……でも残念だけど、そろそろお腹なかが空すいたからご飯の時間ね」

「……何のことだか分からないけど、了解」

　朋美の言葉に素直に賛成の声を上げ──心の中で秋晴は舌した打うちする。くそう、出来るだけさり気ない口調を心がけたっていうのに、モロバレだ。見たい気持ちが抑おさえきれなかったのが敗因なのかもしれない。

　こっちの男心思春期モードには全く考慮の余地が無いようで、朋美はさっさと店を出ようとする。二階で繰り広げられているらしいときめき空間に後ろ髪がみを引かれつつ、仕方ないので秋晴もそれに続いた。

　自動ドアが開くと、すぐにむわっとした蒸し暑い空気が肌はだにまとわりついてきて、店内に留とどまりたい気持ちで一杯になる。従育科制服の執しつ事じスタイルじゃなくて良かった。長袖そで長ズボンの暑苦しい格好だったら、きっと二度と店から出たくないと思っていたに違いない。

　これはさっさとどこか適当な飲食店に入って涼みなおすしかないなと、秋晴は目を細めて店の外へ……

「──って、どうした朋美？　メシ食いに行くんじゃなかったのか？」

　どういう訳か、先に出た朋美はゲームセンターの前から動いていなかった。しかもこっちを待っていたんじゃなくて、何かを興味深げに見つめている。

　一体何が──と、秋晴が視線の先を辿たどってそちらを向くと、

「……クレーンゲーム？」

「うん、そうなんだけど……」

　軒のき下したに数台並んでいるクレーンゲームの筐きよう体たいの一つを見つめたまま、朋とも美みはやおら難しそうな顔になり、

「あれ、欲しいなぁ……秋あき晴はる、取れる？」

「あれって……あれか？　あのペンギンっぽいヤツか？」

「そう、それ。『ペン軍さん』っていうみたい」

　いやそのネーミングは果たしてどうなんだ。軍服っぽい服を着た目つきの悪いペンギンだから、嵌はまってるといえば嵌ってるけど……ペン軍さんて。

　なんだかボテっとしてるし、自分はこれっぽっちも欲しいとは思わないぬいぐるみだけど、どーやら朋美は気に入ったらしい。

　仕方ないので秋晴は筐体に近寄って、

「んー……ギチギチに詰まっているわけでもないし、取りやすそうな形だけど……問題はアームの強さか」

「よく分からないけど、取れそう？」

「どうだかな。俺おれはあんまりクレーンゲームやらないし。プライズ目当てというより、試しにちょろっとやってみた事がある程度だから」

　そう答えて、後ろポケットに突っ込んでおいた財さい布ふから小銭を取り出す。

　五百円で三回プレイだから、運が良ければ取れそうだ。少なくとも、でっかいフィギュアの入った箱やお菓か子しの詰め合わせよりは取りやすそうだし。

「おっけ、ちょっとやってみる」

「うん、お願い。軍服の色はどれでもいいから」

　珍めずらしく殊しゆ勝しような言葉を聞きながら、秋晴は硬貨を投入。ちょっと間抜けな効果音の後、緩ゆるい音楽が流れてボタンが点滅し始める。

　不慣れなクレーンゲームだけど……やってみるとアームはそう弱くないらしく、微び妙みようなポジションだったのにもう少しで掴つかめそうだった。ふらふらと何も持たずに戻っていくクレーンを見ながら、秋晴は目を細める。

　──これは、いける。

　覚おぼ束つかない操作でもこれだ、何とかなるかもしれない。そう思ってさっきと同じ場所を狙ねらい、今度はちょっとだけ慎しん重ちように、反応の誤差を勘かんで補ってボタンを押す。

　ゆっくりと下りたクレーンは、鈍にぶい動作でアームを閉じて──

「あっ、あっ……！」

「っしゃ、掴んだ」

　今度は見事にペンギンの胴どう体たいを掴んで離さず、上昇していく。

「いくよな？　いっただろ、これはっ？」

「うん、そのままっ。お願い、そのまま最後まで…………ぁっ!?」

　最後の最後、あとは穴に落ちるだけというところでぐらついたペンギンを見て、朋とも美みは小さく悲鳴を上げるけど……これは大丈夫だ。

　秋あき晴はるが確信を持って見つめる中、ペンギンのぬいぐるみは無事に穴の中へと落下。それを見た朋美がまた小さな歓声を上げるのが、なんかこう達成感を与えてくれる。

「ほら、やるよ」

　一応やった三度目は失敗したけど自分の成果に満足しつつ、秋晴はぬいぐるみを取り出して朋美に差し出した。目の前にすると、やっぱり目つきが悪くて不ふ貞て不ぶ貞てしい。たぶん裏で賄わい賂ろ貰もらってるぞ、このペン軍さん。

　それでも朋美は嬉うれしそうに受け取って、キュッと胸に押しつけるようにして抱だき抱かかえた。

「うん、ありがと。これ、誕生日プレゼントってことでいい？」

「へ？　別にいいけど……というか、いいのか？　それで」

「違うの、これがいいの！」

　ハッキリそう言うと顔の高さまで持ち上げたぬいぐるみに軽くキスをして、それから朋美は笑顔の気配を残したまま頬ほおを膨ふくらませてこっちを睨にらみ、

「もう、秋晴って女心が分かってないわねー。そんなんじゃ立派な執しつ事じになんてなれないわよ」

　嬉しそうにむくれるという面おも白しろ技わざを見せる朋美の言い様ように、秋晴は何か反論しようとして…………駄だ目めだ、何も思い浮かばない。

　所要金額五百円、所要時間二分強という安あん易いに手に入れた物を『これがいい』と言う女心なんて、フツーは分からないだろ。あとペン軍さんの良さも。

　……まあ、朋美が満足しているんなら、それでいいか。わざわざ波なみ風かぜを立てることもないし、喜んで貰もらえるならこっちも気分いいし。ちょっと照れ臭くさいのがアレだけど、この暑くて蒸しすぎな空気に浸つかっていたらすぐに霧む散さんするだろうから、少しの我が慢まんだ。

　よっぽどペン軍さんがお気に入りなのか、朋美は顔が出るようにショルダーバッグに仕舞い、晴れやかな笑顔をこっちへと向けて、

「それじゃ、改めてご飯に行きましょうか。実はもうどこに行くかは決めてあるの」

　……そんな張り切られたら、『いや俺おれの意見は？』なんて言えるはずもなく。

　秋晴は黙って頷うなずき、上じよ機うき嫌げんの幼おさな馴な染じみに付き従う形で歩き始めた。
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　雑多な店内と好奇の視線に耐え、セルニアは腕うでを組んだままトントンと二の腕を指で叩たたきながら階段を見つめていた。

　隣となりで佇たたずむ早さ苗なえは物珍しそうに店内を眺ながめては感嘆の息を吐はいていて、自分よりずっと楽しんでいるようだった。明らかにアウェーといえる場所でそんな態度が取れるのは、正直なところ羨うらやましい。

　──日ひ野の秋あき晴はると彩さい京きよう朋とも美みの二人がゲームセンターにいないと気付いて慌あわてて外へ捜そう索さくに出かけたところ、すぐに見つかったのは僥ぎよう倖こうといえた。……けど、二人が入った店に少し問題があった。

　全国展開されている有名ハンバーガーショップは、生まれも育ちも上流社会なセルニアにとって、完かん璧ぺきに未知の領域だ。がやがやと賑にぎやかな店内はどうにも落ち着かない。

　なので苛いら々いらしながら偵てい察さつ隊たいの帰還を待っていたところ、二分弱というとても長い時間の後に怪あやしい黒スーツ男は戻ってきた。

「二人は三階におったで。オレらは二階で待たい機きしとこか」

「フン……同じフロアの方がいいんですけど、仕方ありませんわね」

　ここにいるだけで実感させられる通り、自分達は目立つ。特に早苗のメイド服が目立つ。

　一応セルニアにも『目立って見つかるのはまずい』と自覚があるので、下の階で待機する案に反対は無い。うだるような暑さの外で待つよりはずっとマシだ。

「そうと決まればオレらもメシ食おうや。嬢じようさんと四し季き鏡かがみは何を食うん？」

「何と言われてもよく分かりませんわよ。お奨すすめのセットがあるならそれでいいですわ」

「私はあれがいいですっ。あの小さな玩おも具ちやが付いてくるセットがいいです！」

「小学生用のセットを頼むんかい?!　これは必然的に注文役になるオレへの挑戦か、それともネタ振りなんか……どっちにしろ受けて立とうやないか……！」

　よく分からないけど闘志を燃やし始めた轟とどろきを横目に、セルニアはふいと階段を仰あおぎ、

「それでは注文は任せますわ。私達は上で席を確保しますわよ」

「あ、はいっ。頑がん張ばって占せん拠きよしましょう！」

　グッと腰こし溜だめに握り拳こぶしを作る早苗に内心で苦笑しつつ、セルニアは早速二階へと行こうとした……が、そこに待ったをかける声が届く。

「ええけど、あんまり無茶はすんなや？　さっきみたいな騒動はもう勘かん弁べんやで？」

「分かってますわよ！　それにあれは……そう、事故ですわ！」

　声を抑おさえて怒鳴りながら、セルニアはゲームセンターで起きた事件を思い出す。

　──そう、あれはちょっとした好奇心だった。銃じゆうの形をした玩具を使ってモニターに映る化ばけ物ものを打ち倒す、ガンシューティングと呼ばれているらしいゲームに興味が湧わいて、やってみたくなってしまった。

　一人でやるのも何なので早苗を誘い、二人で凶きよう悪あくな化物を倒す……はず、だったのだが。

　ちゃんと遊び方を見たにも拘かかわらず、射撃センスの無さとリアルで迫力のある化物の映像が早苗を見事にパニック状態に陥おちいらせ、慌あわてに慌てた彼女は自分と轟とどろきの助言も耳に入らない様子で銃じゆうを大きく振りかぶって……全力でモニターに投げつけ、大破させた。

　流石さすがのセルニアも唖あ然ぜんとした。まさかそうくるとは。確かに早さ苗なえの力なら当たらない銃弾より銃そのものをぶつけた方が有効なダメージを与えられそうな気もする。

　ただしあれはゲームだったので、青くなった店員に三人揃そろって引きずられるようにして事務所に連れられ、早苗が見ていて気の毒なくらい頭を下げて、壊こわしたゲームはセルニアが弁べん償しようという形で何とか許して貰もらえたものの……確かに、大変だった。轟が自じ慢まんの土ど下げ座ざで相手の怒りを抑おさえ込んでいる間に近くで待たい機きしていた運転手の佐さ々さ木きを呼ばなければ、たぶんここまであっさりと解放されることは無かったはずだ。

　流石さすがは早苗、中等部時代に数々の備品や芸術品を壊こわしまくっただけのことはある。一番規模が大きなやつだと建物一つを倒壊に追い込んだのだから、今日のはまだ被害が小さくて済んだと言うべきだろうか。

　……ともあれ、彼女から目を離すわけにはいかないので、セルニアはお守もりをするような気持ちでしゅんとしてしまった早苗へと向き直り、出来るだけ平へい坦たんな声を心がけて言った。

「ほら、行きますわよ四し季き鏡かがみさん。昼時で混んでいるようですから、ぐずぐずしていると座れなくなりますわよ」

「は、はいっ。私、頑がん張ばります！」

　力強く、名めい誉よ挽ばん回かいを誓うように応じた早苗だけれど……それが一層、セルニアの不安を煽あおる。彼女がその気になって良かったことが、今までどれだけあっただろうか。

「…………その、出来るだけ静かに。私達は隠おん密みつ行動中ですわ」

　胸中の様々な思いと言葉を抑おさえてそれだけ言うと、セルニアは階段を上がって二階へと移動した。二、三歩遅れて早苗がついて来るけど……壁に背を預けるようにしてずりずりと上がっているところを見てしまうと、自分の発言を呪のろいたくなる。

　ため息を吐つきつつ二階に到着すると、やはりというか混んでいる。二人で座れる場所ならともかく、三人座れる四人席となると空いていない──と、思った矢先。

　食べ終えていた同年代の四人組が何やら喋しやべりながらトレイを持って席を立つ光景が視界に入り、セルニアはすぐにその席を確保。

「フフ……流石さすがは私ですわね。この強運と手際の良さをどこかの庶しよ民みんにも見習って貰もらいたいものですわ」

　気分良く呟つぶやいて……そのまま、セルニアは立ち尽くす。不思議に思って周囲を見るが、店員の姿はどこにもない。

「……どうして客が退ひいたのにテーブルを拭ふきに現れないんですの？」

「あの、以前日ひ野のさんから聞いたことがあるんですけど、ファーストフードのお店によっては定期的にしか店員がテーブルを拭く習慣は無いそうですよ」

「なっ……どういうことですのそれは!?　前の客が溢こぼした食べ滓かすがあるかもしれないというのに、放っておくだなんて……！」

　頭がクラッとするような事実に、セルニアは貧血を起こしそうになった。人員削さく減げんが低価格を実現しているのだろうし客の回転が早ければ清掃作業も追いつかないのかもしれない……けど、だからといって許せることじゃない。本音を言えば椅い子すも消毒と乾から拭ぶきをするべきだと思うくらいだし、少なくとも白はく麗れい陵りようではそれが行われている。

　だというのに、これは……せめてテーブルにウェットティッシュが備え付けてあれば渋しぶ々しぶながらそれで対応するのに、それすらないだなんて……！

　自分の常識とあまりにかけ離れたローカルルールにセルニアが怒りに似た感情を昂たかぶらせていると、

「あのっ、私が拭ふきますっ。ちょっと待ってて下さい！」

　言うが早いか、止める間もなく早さ苗なえは早歩きで化け粧しよう室しつへと消えていった。途と中ちゆうでどこのテーブルにもぶつからなかったのは僥ぎよう倖こう……

「お待たせしました〜」

　──だと思うのは大間違いだったと、戻ってきた姿を見てセルニアは頭を抱かかえた。

　濡ぬれたペーパーを片手に持った早苗は、何な故ぜかメイド服と髪かみを濡らしていた。そのせいでピッタリと制服が肌はだに吸い付いていて、同性でも恥ずかしくなるくらい胸の形が浮き彫りになっている。

「し、四し季き鏡かがみさん!?　どうなさったんですの、その有様は！」

「慌あわてていたせいか、つい水を勢いよく出してしまって……でも大丈夫です、今日は蛇じや口ぐちも取っ手も壊こわしませんでしたし、夏なのですぐ乾かわきますから！」

「そういう問題ではありませんわよっ！　とりあえずこれで拭きなさい！」

　ハンドバッグから取り出したハンカチを押しつけるようにして渡すと、早苗は嬉うれしそうに「ありがとうございます」と礼を言って、髪から拭き始めた。胸を隠かくせと言いたいけれど、そんな事を言えば無む闇やみに注目を集めることになるので上う手まく切り出せず、

「……髪を拭き終わったら胸に当てておくといいですわ。というか、当てておきなさい」

　命令口調で言ってもきょとんとしている無防備な同級生にセルニアはため息を吐ついて、彼女が持ってきたペーパーでテーブルを拭く。何で自分がこんなことを……とは思うけど、不潔なまま昼食を摂とるよりはずっとマシだ。

　一通り拭き終わってからペーパーを捨てに行き、それから化粧室で手を洗う。たかが昼食を摂るだけで一苦労だ。

　テーブルに戻ると、丁ちよう度ど轟とどろきが階段から上がって来た。器用に持っていた二枚のトレイをテーブルに置くと、轟は席に着いた姿勢のままパチクリと目を瞬しばたかせて早苗を見る。

「なぁ、店内で局地的に雨でも降ったんか？」

「……触ふれないであげなさい。詮せん索さくする男は嫌きらわれましてよ」

　警告のように言うと、流石さすがにそれ以上は何も訊きかなかった。なのに轟とどろきが納得したような顔をしたのは、相手が早さ苗なえだということを考慮した結果だろう。

　当の早苗はというと、完全に注意がトレイの上にいっていた。目をキラキラと輝かせて感激したように両手を合わせ、

「わぁ……これがジャンクフードなんですね！　私、初めてです！」

「私もですわ。……ただ、その呼び方はどうかと思いますけど」

「直訳すると『安っぽい食物』やもんなぁ。下へ手たしたらクズ扱いやし」

　手軽に食べられるという意味では優れた文化なので、セルニアとしては別に忌き避ひするつもりはない。目の前に並んでいるハンバーガーの包みやチップス──日本ではフライドポテトと呼ばれているそれは、ちゃんと食欲をそそる匂においがする。ただしカロリーと油の多さには注意しなければならないが。

　轟がそれぞれの取りやすい場所にバーガーと飲み物を配置し終えたのを見て取り、セルニアはコホンと小さく咳せき払ばらいをして、

「それでは頂きますわ…………って、何ですのその目は。セクハラで訴えますわよ」

　何やらねっとりとした視線でこちらを見ていた常習犯に釘くぎを刺すと、オーバーに肩かたを落とすリアクションが返って来た。

「見ただけで!?　いや個人的には『ナイフとフォークはどこですの？』とか言い出して欲しかったんやけど……フツーに手て掴づかみするんやなぁ」

「当然ですわ。食器が出てくる店ならばともかく、サンドウィッチの一種ですわよ？　片手間に食べることを目的に作られたものだと知っていれば、そんな馬鹿げた事は言いませんわよ」

「さよか…………なんやろ、この夢が壊こわれた感じは……」

　どうやら勝手に抱いだいていたらしい幻想が潰つぶれたらしくため息を吐つく轟だが、そんなことで受けたショックなんて慰めてやる気が起こるわけもない。

　だからセルニアは小さく鼻を鳴らして、チップスを一本摘つまみ上げ、それを口へと運び……………………




「──何ですのこれはっ?!　シェフを呼びなさい!!」




「なっ、なんやなんや!?　どうしたんや嬢じようさん?!」

「どうしたも何もありませんわよっ！　シェフは、ここの料理長はどこに居ますのっ?!」

「そんなもんおらへんて！　まあ落ち着けや、なんやねん一体」

　腹立たしいことにこっちの怒りを静めようと手を翳かざす轟に、セルニアは鋭い眼光を飛ばす。まだ気付いていないらしいこの男に知らしめるべく、チップスの入っている袋を逆さに持ち上げトレイの上にぶちまけた。

　そして小山になったチップスを指差し、

「見てご覧らんなさい！　揚げてから時間が経たって、ふやけていますわ！」

「…………………………………………確かに、そうみたいやけど……」

　認めておきながら轟とどろきは賛同しかねるといった表情で、それがまたセルニアには腹立たしい。まだ早さ苗なえのようにきょとんとしたままハンバーガーを食べ続けている方がマシだ。

　イラっとしているセルニアに、理解力の足りないセクハラ常習者は『え〜〜〜？』と言いたそうな顔で、

「せやけど、この手のファーストフードは作り置きしとる店が多いし、しゃーない部分もあんねんで？」

「揚げ物ですわよっ?!　多少温度を保っただけの食感の悪いチップスなんて、誰がお金を払って食べるといいますのよ!?」

「それはアレや、揚げ立てのタイミングで注文出来た奴やつが得とく出来るシステムっちゅうか、勝ち組っちゅうか……」

「なら訊ききますけど──貴方あなたはパスタを注文して、麺めんの伸びた状態で出て来ても文句はないと言いますの？　同じ金額を払っている他ほかの人の中にはちゃんとアルデンテで茹ゆで上げたものが出ているにも関わらず、自分には食感の悪いぶよっとしたパスタが出てきて、それでも文句は無いと言いますのっ?!」

　バンッ、とテーブルを叩たたきながらそう言うと、轟は明らかに動揺の色を顔に浮かべ、視線を彷徨さまよわせて何やら呟つぶやき始めた。

「それは……文句、言うなぁ………………あれ？　なら、どうしてポテトは……」

「ほらご覧なさい。クレームをつけるのが当然ですわ」

「せ、せやけど…………ちゅうかオレ、どうしてこんな擁よう護ごに回らなあかんって気がしとるんやろ……？　…………なんでや……？」

　どうやら無事理解したようで、セルニアは勝者の笑みを浮かべる。そう、間違っているのは庶しよ民みんの認識だ。どうして自分が抑おさえないといけないのか。

　ともあれ、最も早はやセルニアを阻はばむ者はいない。小さく薄うすっぺらい障しよう壁へきも取り除のぞいた今、事務所まで一直線で行くだけだ。

「シェフがいないというのであれば、店長にクレームをつけるだけですわ！　事務所はどこですの、事務所は!?」

「ま、待って下さいセルニアさんっ…………もぐ……私達はデートの監かん視しをしている最中……もご……もぐ…………っん、騒ぎを起こすのはよくないです！」

「貴女あなたは止めたいのか食べたいのかハッキリしてくれませんこと?!」

「でもこのポテトが油塗まみれでふにょっとしてて、とっても美お味いしいんですよ？」

「ああもうっ、やっぱり味覚までズレてますのね貴女あなたはっ！」

　真ま面じ目めな顔でとぼけたことを言ってのける早さ苗なえに、セルニアは頭を掻かきむしりたい衝しよう動どうを堪こらえて再度テーブルを叩たたきつけた。

　もう埒らちが開かない。事務所がどこかは知らないけど、一階に行けば確実に店員がいるから適当なのを捕つかまえて聞き出せばいい。

　そうと決めれば即行動と、セルニアは苛いら々いらして爆発しそうな感情を抱かかえたまま階下を目指して振り返り、




「──お客様、ちょっと宜よろしいでしょうかぁ？」




　そこに、可愛かわいらしい制服を着た二メートル超の大柄で厳いかつい男が立っていた。

　筋肉の鎧よろいに包まれたスキンヘッドの三十歳さい前後の男は、どう見ても怒りまくって抑おさえきれないのを無理矢理押し込めようとしている笑顔という、子供がいたら泣き出しそうな顔をしていた。その目は明らかに『何をガタガタぬかして営業妨ぼう害がいしてやがるんだ』と言っていて、おまけにいつの間にか捕ほ捉そくされていたらしい轟とどろきが、がっしりとしたグローブのように大きな手でアイアンクローを極められて藻も掻がいている。

　制服を着ていてもヤクザかプロレスラーにしか見えない偉い丈じよう夫ふの登場に、セルニアは瞬しゆん時じに態度を改めた。

　慌あわてて笑顔を作り謝罪の言葉を口にする──のでは、勿もち論ろん無くて。

　怒りを水面下に落とし込んで、背筋を伸ばして腕うでを組み、顎あごを引いて下から鋭く男を睨にらみ付ける。

　──自分は、セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートだ。

　それだけで退しりぞかない理由は十分にある。

　数秒間そのままでいて、気け圧おされたのか男の表情が曇って目が泳いだのを見計らってから、たっぷりと、女王の威厳をもって言い放つ。

「──貴方あなた、責任者ですの？」

「え……いや、その、ワタシは……」

　先程までの迫力はどこへ行ったのか、あからさまに動揺する大男。緊張で力んでしまっているのか、だらしなくその手に顔面を掴つかまれていた轟が「おぉぉぅあぐぉあぁ!?」と言葉にならない声をあげているが、それに反応する余よ裕ゆうも無いらしい。

「フン……所しよ詮せんは一庶しよ民みんですわね」

　呟つぶやいて、セルニアは肩かた透すかしを食らった気分で吐と息いきをついた。とんだ見かけ倒しだが、これが普通の反応ともいえる。

　やはりあの粗そ野やで乱雑で貧ひん相そうな庶民のように、己と相手の風格の違いを物ともせずに向かってくる方が異常だ。

　同じく──あの彩さい京きよう朋とも美みのように、借り物であるはずの立場を完かん璧ぺきに自分のものと出来る人間は稀き少しようということで。

　そんな二人が今………………………………っ………………まあ、それはさておき。

「この際、貴方あなたが責任者かどうかは問いませんわ」

　どうせすぐに分かることですもの──とは付け足さない。

　不思議と数割増しになったフラストレーションをぶつけるように、セルニアはより鋭くなった眼光で情けない店員を見み据すえた。それだけで目を逸そらすくらい、完かん璧ぺきに格の違いを理解しているらしい。長生き出来るタイプだ。

「そこの図ずう体たいのでかい店員、事務室まで案内なさい。元よりそのつもりだったんでしょう？　まあ、内容は随分予定と違うことになりますけど」

「お、お客様…………その……」

「──無む駄だ口ぐちは要いりませんわ。早くなさい！」

「ハイぃっ！　あ、案内させていただきます！」

　あっという間にガチガチに緊張した店員に先行させて、セルニアは歩き出す。

　どこかのセクハラ男の悲鳴やらドジな同級生の呼び止める声やらが聞こえてくるのを他よ所そに、目的を果たす為に事務室へと向かった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……なんか下、騒がしくないか？」

「そうねぇ。小さな子が走り回っているんじゃない？」

「あー、たまにあるよなそういうの。物珍しくてテンション上がるんかなぁ」

　秋あき晴はるが最後まで残っていたポテトをぱくつきながら何となく床ゆかを見ると、さっきまで騒がしかった階下が急に静かになった。親か店員が注意でもしたのかもしれない。

「にしても、どんな感じだ？　さっきの口振りからするとこの手の店に来るのって相当久しぶりなんだろ？」

「何年振りかなぁ……お母かあさんが再さい婚こんしてからも一回だけ行ったはずだから、五年振りくらいになるのかな？　そう考えるとかなり久しぶりね」

　指折りして思い返した後、朋美もポテトに手を出した。もう冷めかけているはずなのに、口に運ぶとやたら嬉うれしそうに目元を緩ゆるめる。

　揚げ立てだった時に比べると今はかなり味が落ちてる。だからあんな風に、見ていて同じ物を食っているのが信じられなくなるような表情になるのはちょっと違和感があった。

　これはあれか、懐なつかしさ補正ってヤツが働いているのか。

「お前のことだから金持ちになったからって贅ぜい沢たく三ざん昧まいしてた訳じゃないんだろうけど、それでもイイモン食って舌したが肥えてるだろ？　だから前とは違ってあんま美う味まく感じなくなる、ってことはないのか？」

「ん〜、あんまり関係ないかな。というか、普段上品で繊せん細さいな味の料理ばかり食べているから、この大おお雑ざつ把ぱで濃い味付けが新鮮でより美お味いしいのかも。秋あき晴はるだって何ヶ月も白はく麗れい陵りようのご飯食べているけど、ここでもちゃんと美味しかったでしょ？」

「……言われてみればそうだな」

「味の好みは人それぞれなのかもしれないけど、味覚って小さい頃に食べた物の影響をかなり受けるみたいだから。矯きよう正せいは効くみたいだけど……それでも、昔美味しく感じていた物ってなかなか嫌きらいにはならないものだしね」

「はー……そんなもんなのか」

　その辺の知識は秋晴には全くないので、感心して頷うなずくしかない。そう言われると納得出来るような気もするし、逆に朋とも美みの言うことだから尤もつともらしく適当なことを話して騙だまされているような気もする。

　そう思いながら残っていたジュースを飲んでいると、朋美の方も食べ終わったらしくちょっと舌したを出して指先を舐なめて……何な故ぜか吹き出すように、小さく笑った。

「どうしたよ？」

「やっぱり普段どれだけ取り繕つくろって澄すました演技をしてそれに慣れたと思っていても、こういう風にちょっとしたことで育ちが知れちゃうんだろうなぁ……ってね。本当に、いつまで経たってもナチュラルにお嬢じよう様さまっぽく振る舞えないんだから」

「……そうか？　俺おれからすれば、気持ち悪いくらい見事に猫ねこ被かぶってるように見えるけどな」

「それ、褒ほめ言葉のつもりじゃないわよね……？」

　顔は笑っているけど、声を聞くと下腹が冷えるような悪お寒かんが走る。……間違いなくこれはお怒りになられているな、うん。

　そうと察したら秋晴の取る態度はもう決まっている。

「や、まあ、お前は良くやってるってことだよ、うん。別に他意があるとかそーいうんじゃなくてだな、こう、純粋に………………………………………………すみません」

　から笑いと調子の良い言葉で誤ご魔ま化かそうとしたけど圧力の強さに息苦しくなって、最後には惨みじめな感じで頭を下げる結果になった。駄だ目めだ、こいつにはどーにも勝てない。

　それでも無言のプレッシャーをかけ続けていた朋美だけど、不意に目を細めて表情を緩ゆるめ、鷹おう揚ように頷いた。

「よし、ちゃんと謝ったから許してあげます」

「…………ありがとうございます」

「うんうん、素直なのはいいことよ。お互い、学校での立場が悪くなるのは控えたいところでしょう？」

「…………そうですね」

　お前と違ってこっちはもう底辺までキてるっぽいけどな──なんてことは思いはしても口に出したりなんてしない。怖いから。

　代わりに秋あき晴はるは深くため息を吐ついて……テーブルに肘ひじをついて手に顎あごを乗せ、楽な姿勢で朋とも美みを見やる。

「──まあ実際、お前はよくやっている方だと思うぞ。正直俺おれなら、お前の立場で白はく麗れい陵りように入ろうなんて思わんし」

　そんな自分から敵てき陣じんに踏み込むような真ま似ね、普通はしない。頼まれてもしない。

　なのにやってのけた幼おさな馴な染じみは、少しむくれたように頬ほおを膨ふくらませ、

「だって……知ってるでしょ？　わたしは負けず嫌ぎらいなの。たぶん秋晴よりもずっと、白麗陵でも一番か二番かってくらい」

「いや負けず嫌いなのと敵地に乗り込むのは違くないか？」

「わたしの場合は同じだったの。親の再さい婚こんで成り上がっただけの粗野な娘むすめ──って見られるのが嫌いやで嫌で堪たまらなくて、見返してやろうと『お嬢じよう様さまらしい振る舞いを完かん璧ぺきにこなしてみせようじゃない』、って決意したんだもの。ただ意地を張っただけね」

「……意地だけでそこまで努力出来るっていうのが凄すごいんだけどな」

　少なくとも自分ならどこかで諦あきらめていそうだ。微び妙みように流されやすいところがあるって自覚してるし。

「白麗陵に入るのだって、そう簡単じゃなかったんだろ？」

「うん。でも入ろうって決めたのは十歳さいの時だったから、二年間も準備期間があったからね。言葉遣づかいを始めとした礼儀作法を中心にして、ピアノとフルートと日本舞ぶ踊ようを習い始めて、英語も話せるように海外の映画を字幕で見て洋楽を聴いて……思い返してみるとよく頑がん張ばれたなぁ、当時のわたし。褒ほめてあげたくなっちゃう」

「……いやマジで凄いな。その上、成績も良かったんだろ？」

　白麗陵で再会した時の朋美の肩書きは『学年首席』だ。いくらお嬢様学校で偏差値をポイ捨てしているとはいえ、中にはちゃんと将来を見越して勉強している奴やつもいるらしい。それに負けずトップになるのは、朋美くらい頭が良ければそこまで難しくはないんだろうけど、だからって簡単じゃなかったはず。

　そう考えていた秋晴の前で、朋美はやや目を遠くして口を開いた。

「色々と習い事をすると、やっぱり気付かされるのよ。わたしって要領いいし手先も器用だし運動も出来るけど、小学校に入る前からよく躾しつけられてそっちの世界に身を置いている人達に比べると、どうしても劣るの。同時にたくさん覚えようとしているから余計に中ちゆう途と半はん端ぱになるし、だからといって選んだのは最低限の種類だったから減らすことも出来ないし。

　けど、勉強だったらスタートラインは同じだもの。むしろ先を行っていたくらいだったから、他ほかで足りない分はそこでリードするしかないじゃない」

「……リードしないと駄だ目めなのか？」

「当たり前よ！　やるからには勝つ、勝てないまでも最後まで足あ掻がくのがわたしのスタイルなんだから。他のお嬢じよう様さまと並んだところで満足する気なんて始めから無いわよ」

「…………本っ当に負けず嫌ぎらいだな、お前……」

　改めて思い知らされて、秋あき晴はるはしみじみと呟つぶやく。尊敬すべきか呆あきれるべきか分からないくらいの負けず嫌いっぷりだ。でもそうだよなぁ、朋とも美みだもんなぁ。それくらいしつこくないと、隣となり町まちのガキ大だい将しように一年越しのリベンジとか企んだりしないよなぁ。

「だとしてもなぁ、三年以上白はく麗れい陵りようでお嬢生活しても根っこの部分が変わらないっていうのはどうなんだよ？　あんな豪ごう華かぬるま湯に浸つかっていたら、初心なんてサクッと忘れて学院生活を満喫するのが普通じゃないのか？」

「だってわたし、印象派の絵画の話なんかより漫画の話で盛り上がる方が好きだもの。クラシックが悪いとは言わないけど、演奏会やオペラに行くより、今いま風ふうの邦ほう楽がくや洋楽を聴く方が楽しいしね」

「はぁ…………？」

「やっぱり趣味が合わないっていうのが最大のネックなのね。……そりゃあ文化としては素す晴ばらしいものもたくさんあるし、高級ブランド品は千円均一の安物よりデザインも耐久性も着心地も優れているけど、収集癖へきが無いわたしとしては着るのに困らない数があれば十分だし。それよりもさっきみたいにゲームして、こうして気楽にご飯食べて適当な雑談をしている方が性しように合ってるの」

「……………………なのに白麗陵から出て行かないのか？」

「そこは意地があるもの。お義と父うさんにも迷めい惑わくかけたくないしね」

　そう言って浮かべるのが何も知らない男ならコロッと騙だまされそうな微笑ほほえみっつー辺り、やっぱりこいつは危険だ。色々と知っている自分ですらうっかり心拍数が上がってるし。

　そんな秋晴の様子に気付いているのかいないのか、朋美はすっくと立ち上がり、

「だから昨日きのうも言った通り、今日は徹底的に憂うさ晴らしするわよー！　次はウインドウショッピング、その次はカラオケだからねっ」

　周りの迷めい惑わくにならない程度に張り切った声で、そう宣言する。この暑いのにウインドウショッピングなんて勘かん弁べんしてくれませんかって言いたいところだけど、言ったところで脅おどされて嬲なぶられて結局は従わされることになるんだから、それなら初めから大人おとなしく無抵抗でいた方がいいよな、うん。

　建設的に考えての結論であって決してヘタレたことが原因じゃないんだ……と自分の中で白い目をしている反抗心に言い訳をしてから。

　秋あき晴はるは自分のトレイの上にゴミを掻かき集めながら、こう返した。

「──了解、どこへなりともお供ともさせてもらいますよ」

　わざと嫌いや味みっぽい言い方をしたものの、朋とも美みは満足げに頷うなずくだけでこれっぽっちも気にしてはいないようだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　夏の暑い一日の中でも気温がピークに達すると言われる午後の二時。

　アスファルトが溶とけそうな炎えん天てん下かの中、セルニアは額ひたいに汗あせを流しながらも勝者の笑みを浮かべ、呟つぶやいた。

「フフ……流石さすがは私ですわ。この人混みの中、二度も見失ったターゲットを捕ほ捉そくするだなんて、選ばれし者の天運があるとしか言い様ようがありませんわね……！」

「ただの偶ぐう然ぜんやけどなぁ。それに選ばれし者っちゅうのは電柱の陰でこそこそするコールガールみたいな格好をしたエロス漂ただよう女子高生の事を言うんがぼべっ?!」

「ああっ、轟とどろきさんが後頭部を蹴けられた上に壁に顎あごを打ちつけて……凄すごいですセルニアさんっ、その技後で教えて下さい！」

　アスファルトの上で「痛ぁっ！　しかも熱あつっ!?」と騒さわいでいるセクハラ男と目を輝かせてとぼけたことを言ってくる同級生は無視して、セルニアは汗で張り付いた前まえ髪がみを優ゆう雅がな仕種しぐさで横に流しつつ遠目で二人の様子を観察する。

　日ひ野の秋晴と彩さい京きよう朋美がいるのは、どうやら携帯ショップの前らしかった。二人で横並びになり、携帯電話を手に取っては何やら話し、棚たなに戻しては次の携帯を取るというやり取りを繰り返している。

　視力も良いセルニアには、当然のようにかなり離れたこの位置からでも二人の表情や携帯の色もバッチリ見える。

　この暑いのに軒のき先さきで、手に取った紅あかい携帯を二人で覗のぞき込んでいる。モニターを指差して何かを言う彩京朋美は普段の取り澄した笑顔より明るく見えて、相あい槌づちを打っているらしい日野秋晴は近すぎる距離をまるで気にしていないように隣となりの彼女の話に耳を傾けていた。

「……………………ッ」

　無意識に舌した打うちをしてしまい、セルニアは手を胸に押しつけるようにして気を落ち着かせる。

　今日何度目になるか分からない苛いら立だちだけれど、その中でもこれは最大級の激震として平常心を抉えぐっていた。

　二人の並ぶ構図が、

　無防備に触ふれ合いそうな距離が、

　周りと世界を別にするような雰ふん囲い気きが……

　何から何まで気に入らなくて、ぶち壊こわしたくなる。

　けどそれと同時に、あの空間に入り込めずにいることへの寂しさのようなものまで、
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「──セルニアさん？　あの、お二人がどこか行きますよ？」

「…………え？」

　声を掛けられ、セルニアはハッと我に返った。確かに早さ苗なえの言う通り、日ひ野の秋あき晴はると彩さい京きよう朋とも美みは携帯ショップの前から動いている。

　一体自分はどうしたのだろうと、肺に溜たまっていた悪い空気を追い出すように深く息を吐はいた。それでも胸の中のむず痒がゆいような重さは薄うすれてくれず、もやもやと嫌いやな感覚も消えてくれない。

「どうしたんや、嬢じようさん？　ボーッとしよって、隙すきだらけやで。思わず揉もんでしまおうかと魔が差すところやったわ」

「なっ、何でもありませんわよ！　ただ、どうして携帯なんかを見ていたのか考えていただけですわ、この猥わい褻せつ魔ま……！」

　普通なら数時間は痛みが引かない一撃を加えたのにも拘かかわらずあっさり復活してセクハラ発言をする轟とどろきに対し、セルニアは慌あわてて適当な言葉を返して二人の後を追い始める。

　──と、意外にもまともな返事が戻ってきた。

「あれや、あっきーは携帯持ってへんし、興味あるんとちゃうか？」

「……そうなんですの？　このご時世に、どうして……」

「あれば便利やってオレも言うてんやけど、契約するには保護者の手続きが必要になるんで買えんらしいわ。一応、あっきーも欲しいみたいやけどな」

「日ひ野のさんも携帯電話を持っていないんですかー。私とお姉ねえちゃんも基本料が払えなくて持っていないので、仲間です」

「おぅ？　ジブン、携帯持っとるやんか。前に寮のロビーで弄いじっとったの見たで？」

「あれは昔持っていた携帯で、通話もメールも出来ないんです。でも偶たまに、何もしていないのに音が鳴ったり震えたりするんですよっ」

「…………それって定期的にそうなるよう設定していたか、もしくは心しん霊れい的てきなアレを受信しとるんとちゃうんか……？」

　……何な故ぜか怪談じみた会話をし始めた連中は、ひとまず置いておいて。

　雑談しながら歩いて行く二人を追う途と中ちゆう、セルニアは秋晴が熱心に見ていた紅あかい携帯電話を横目で見やり──すぐに監かん視しへと注意を戻した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　白はく麗れい陵りように戻ったのは夏の高い日がそろそろ暮れ始めた頃で、その頃には流石さすがに秋あき晴はるも疲れていた。肉体的にはまだまだいけるけど、精神的には結構怠だるい。久しぶりに街で遊んだせいか、白麗陵の華はなやかだけど落ち着いた雰ふん囲い気きが異国のように感じられて、ちょっと面白い。そうだそうだ、この学院はおかしな場所だったんだ。

　お伽とぎの国のような正門の前で改めて自分が在ざい籍せきする学校の異様性を思い知りながら、秋晴は大きく伸びをした。

　それなりに疲れたし、久しぶりのカラオケで喉のども痛いけど……

「結構、楽しかったな」

　素直に一日の感想を口にすると、朋とも美みもクスッと小さく笑って、

「そうね、楽しかったなぁ。すぐには無理かもしれないけど、また行こうね」

　どうやら満足してくれたようで、秋晴としても一安心だ。こいつの機き嫌げんが悪くなると、大抵は自分が被害を食らうわけだし。

　まあそんな打算は抜きにしても、半日一緒に過ごした相手に楽しんで貰もらえたっていうのはそれなりに嬉うれしい。大して気を遣つかわなかったから帰りの車中でちょっと心配になったけど、この様子なら杞き憂ゆうだったっぽいな。

　疲れもあるので殆ほとんど会話もなく歩いていたけど、上育科と従育科、それぞれの寮へ繋つながる岐き路ろに差し掛かった所で朋美が足を止め、両手を後ろにくるりと回ってこっちを向いた。

「……それじゃ、今日はお疲れさまでした。次の時もよろしくね？」

「ああ、お疲れ。次はもう少しマシな対決になるよう、頑がん張ばるわ」

「うん、期待しないで待ってるね」

　笑顔でさらりと毒を吐はいて、朋とも美みは軽い足取りで歩いて行った。まるで疲れは見えなくて、本気で超人だなぁと思ってしまう。

「……さてと、さっさと帰って風ふ呂ろ入るか」

　独り言を呟つぶやき、秋あき晴はるも寮へと向かう。暑くて結構汗あせを掻かいたからちょっと気持ち悪いし、明日あしたはカフェテラスで奉仕活動だから疲れを引きずらないように、ゆっくり湯船に浸つかりたい。うん、我ながら爺じじむさいな。

　……しかし、それにしても。

　朋美のヤツ、今日はデートとか言ってけど──

「結局、あいつもそんなこと全然意識してなかったな」

　始めの方こそそれっぽい事を言っていたけど、飽あきたか設定を忘れたかしたっぽい。

　異性として意識されないことに、ほんの少し、ミリ単位で残念だと思いもするけど……まあでも、別にいいか。

　この白はく麗れい陵りようの中で、同性でルームメイトの大だい地ちを含めて一番気兼ねなく付き合える存在だって、再認識出来たし。それでいて男友達と遊ぶのとはちょっと違う潤うるおいみたいなものもあるし。ただし毒性も強いけど。

　まあ、何にせよ──

「充実した休日だった、な」

　ぽつりと呟つぶやいて、秋晴は小さく笑った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………………………………………失敗したぁ…………」

　寮の自室に辿たどり着き、大きなベッドに倒れ込んだ状態で朋美はそう呟いた。

　失敗だ。凄すごく楽しかったけど、予想以上に楽しかったけど……だからこそ大失敗だ。

　今日のデートで自分の抱いだいている好意の種類が何なのかを確かめようと思っていたのに、途と中ちゆうから完全にそのことを失念していた。ふつーに楽しく遊んでしまった。

　一体何をやっているのかと自分を叱しかりつけてやりたい気分だ。此この度たびのミッションは、今後もお嬢じよう様さま生活をしていくに当たって重要なものだったはずなのに。それをうっかり忘れて楽しんでしまうとは何事か。

　百歩譲って楽しんでいても、年頃の女の子のようにドキドキしたり照れて恥ずかしくなったりするような何かがあれば大丈夫だったのに……普通に友達と遊ぶ感覚のままだった。

「……ってことは、やっぱりこれはただの友愛なのかしら……？」

　呟つぶやいた言葉に、『でも……』と繋つなげたい自分がいる。

　朋とも美みだってちゃんと理解している。確かに友達と遊ぶ感覚で楽しかったけど、それには変わりないけど──同性の友達と遊んでも、それが親友と呼ばれるようなポジションの相手だったとしても、あそこまでは楽しくないはずだ。

　ちょっとしたスパイスが効いているというか、隠かくし味みたいな違いがあったというか……自分のことながら具体的に表せないっていうのがもどかしいけど、プラスアルファの何かがあったことだけは確信している。

　それに──何の打算も計画も無しに言ってしまった通り。

　今度また遊びたいと、その時は何をしようと浮かれている自分が、ちゃっかり存在しているのだ。

「う〜〜〜……ますます分からなくなっちゃったじゃない……」

　朋美はしばしごろごろとベッドの上で転がって……やがて、むっくりと起き上がった。

　そして今日持ち歩いていたバッグからペン軍さんのぬいぐるみを出して、抱かかえ上げて目の高さを合わせる。

　秋晴に取って貰もらったクレーンゲームの景品。

　誕生日プレゼントという名目で貰ったぬいぐるみ。

　ちょっと目つきの悪い軍服姿のペンギンに、幼おさな馴な染じみの姿が重なり──

「…………………………………………あはっ……」

　しばし、ぼんやりと眺ながめていた後。

　自分の悩みがあまりに馬鹿馬鹿しいと気付いて、朋美は思わず笑ってしまった。

　そうだ、今必要な答えはもう出ていた。

　結局、どんな種類の感情であれ──秋晴のことを気に入っていて好きなのは間違いないのだ。

　そして自分は『付き合いたい』とか『好きになって貰いたい』とか思っている訳じゃなくて、ただ単純に『一緒にいたら楽しい』ということだけを理解している。

　なら今まで通りに気にせず、付き合っていればいいだけのことだ。

　ただし──今までより、ほんの少しだけ積極的に。

　抱かかえている感情がただの好意でなくなる可能性も有り得る以上、その時に秋晴が自分を全く女として意識していなかったら、勝ち目が無くなってしまう。

　誰に、というのは関係ない。

　だって、誰にも負けたくない。

『二人が好き合っているなら仕方ない』だなんて殊しゆ勝しような事を言うようなタマでもない。

　だからいざという時の為に、動いておく必要がある。

「負けたくない……もんね」

　まずは現状で最も明確で厄やつ介かいな敵てきの姿を思い浮かべ。

　戦闘モードに入った朋とも美みはベッドの上に座り込み、初しよ手てを打つべく動き始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………これは？」

　言ってしまってから、我ながら間抜けな質問だと秋あき晴はるは思った。

　そんなの見れば分かる。過去からタイムスリップしてきた人間じゃあるまいし。

　これは携帯電話だ。比較的新しい機種で、ワインレッドの折りたたみ型。

　問題は、どうしてこんなものを渡されたのかっていうことで……

「誕生日プレゼントのお返しよ」

　そう言って、朋美は小さな箱を差し出した。反射的にそれを受け取り、秋晴は表情を強こわ張ばらせてしまう。

「もう通話もメールも出来る状態だから、メールアドレスの設定をしたらわたしの携帯に送ってね？　とりあえずわたしの番号とメアドは入力しておいたから。それと、その箱には充電器と説明書が入ってるの」

「いや…………お返しって……どうして……」

「昨日きのう、欲しいけど買えないって言ってたじゃないの。だからわたしから、ささやかだけどプレゼントしてあげる。変なサイトに登録したりしないでよ？」

「そっ──そうじゃなくてだな！」

　すらすらと半ば一方的に告げてくる朋美に、秋晴はつい声を大きくして自分の主張を伝えようとする。

　けど、それもマイペースな朋美にあっさりと蹴けられてしまった。

「あっ、気に入っていたのはその携帯でいいのよね？」

「……いや確かにこれはかなり気に入っていたけど……」

「うん、なら良かった。昨日の今日きようだから間違いないとは思ったけど、万が一ってことがあるものね」

　ホッとしたように柔やわらかく笑うと、朋美は少しだけ目を細め、

「要いらなかったら解約するけど、契約上一年間は無理なの。違い約やく金きん取られたくないから、悪いけど一年は持っておいてね？　基本料金はサービスしてあげるから」

「だから、そういう問題じゃなくてっ──」

　もっと別の、大きな大きな問題がある。

　だから秋晴はそれを伝えようとしているのに、朋美はちっとも聞く耳を持たず、それどころか生後一ヶ月の子こ猫ねこもかくやという愛らしい笑顔のままプロレスラーも裸足はだしで逃げ出したくなる迫力を滲にじませて、

「わたしの好意が、受け取れないの？」

　──上うわ目め遣づかいのその一言が、止とどめになった。




　朋とも美みは去り、秋あき晴はるの手には携帯電話が残った。

　……突然だった。カフェテラスで暇ひまを持て余していたところ、朋美が来た。お茶でも飲みに来たのかと思ったら……これだ。前振りも何もあったもんじゃない。

「…………どうすりゃいいんだ」

　秋晴は手の中にある携帯に視線を落とし、絶望に似た感覚に包まれる。

　見覚えのある、紅あかい携帯電話。昨日きのう寄った携帯ショップの店頭に置かれていたのと同じ型と色で、確かに気に入ったと言った覚えもある。

　けど──覚えがあるのは、それだけじゃない。

「…………どうすりゃいいんだ、これ……」

　呟つぶやいて、秋晴は制服のポケットに手を突っ込み、




　──もう一台の、全く同じ携帯電話を取り出した。




　朋美が来る、その三十分程前。

　突然現れたセルニアが猛もう烈れつな勢いで喋しやべり倒し、押しつけるようにして秋晴にこの携帯を渡して行った。

　それはもう不意打ちとしか言い様がない。

　どうしてそんなことをしたのかは知らない。

　どうしてこんなことになったのかも知らない。

　ただ、一つだけハッキリと分かっているのは──

「…………どっちも突き返せない、よな……」

　何な故ぜか自分が後にも退ひけず先にも行けずという、袋小路の底無し沼に陥おちいってしまったことだけだった。
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　いくら夏休みだからって、秋あき晴はるはだら〜っと過ごしたりはしない。いやまあ、つい二度寝してしまったり夜よ更ふかししてしまったりする時もあるけど、基本的には健康で活発な毎日を送っていた。

　自分の至らなさを秋晴はよく自覚している。体力勝負な普段の授業で遅れを取りまくった一学期は、屈くつ辱じよくとまでは言わないけど、それでもやっぱり気にはしていた。女生徒に体力で負けるっていうのは男としてどうなんだ。小こ柄がらな三さん家けにも負けて、見事にビリだ。

　家事技能が評価されることになれば、もう少しマシな結果になるとは思う。掃除洗濯はそこそこ出来るし、料理だってレシピさえあれば大体のものは作れるんだから、いくらなんでも『従育科で一番駄だ目めな生徒』の汚お名めいは返上出来るはず。……まあ、礼儀作法や気配りも評価対象になると再び最下位に逆戻りになりそうだけど。

　ともあれ、駄目ならどうにかすればいい。編入するまでの二ヶ月の遅れが原因なら、夏休みに頑がん張ばれば挽ばん回かい出来るはず。帰省して気を抜いている奴やつ等らを追い抜くには絶好の機会だ。トップになりたい訳じゃないけど、いつまでも後こう塵じんを拝はいしたままで穏おだやかな気持ちでいられる程達観している訳でもないし。

　……というか、意地でも轟とどろきより動けるようになってやる。あの似え非せ関西人め、人として大事なものは欠けまくってる癖くせに体力だけはありやがって……いや、体力があるというより回復力が異常なのか？　深み閑かんに折せつ檻かんされてもすぐに立ち直るし、どれだけ疲れててもスケベ魂だましいに火が点ついた瞬しゆん間かんダッシュだろうと匍ほ匐ふく前進だろうとやってのけるし。

　そんな駄目な奴に負けて余よ裕ゆうの笑みを浮かべられる、あの屈辱──くそう、今にみてろよあのセクシャル馬鹿め。新学期には目にもの見せてやる。

　──とまあそんなわけで、そこそこ真ま面じ目めに体力作りのトレーニングと食堂やカフェテラスでの奉仕活動に取り組んでいた夏休み…………だったのだけども。

「……どーすっかなぁ……」

　今日は昼過ぎになっても寮の自室から出ず、ベッドの上に座り込んでいた。

　一応、普段着に着替えてはいる。いつでも外に出られるし、元々の予定だとランニングがてら普段は行かない中等部の方を見物するつもりだった。

　それなのにこうして唸うなっているのには理由がある。

　目の前に置かれた二つの物体を見て、秋晴は今日何十回目になるか分からない嘆たん息そくを吐はいた。

「どーすんだ、これ……」

　二つ並んだ、折り畳たたみ式の紅あかい携帯電話。

　左にあるのがセルニアから押しつけられるような形で渡された物で、右は朋とも美みからプレゼントのお返しみたいな形で断り切れずに受け取ってしまった物だ。

　一体どうして同じ日に、しかも同じ携帯電話を渡されることになったのか……全く分からない。朋美の方はまだ便べん宜ぎ的てきにデートといえなくもないことをした翌日だから分かるけど、セルニアの方は完かん璧ぺきに不意打ちだった。あのドリルは本当に何を考えているんだ。勢いがありすぎなので常人には理解出来ない。

　あの二泊三日の従育科試験のことといい、今回のことといい……少なくとも嫌きらわれてはいないみたいだけど…………どうなんだ、これは。あいつの態度からすると安あん直ちよくに好かれているって思うのも危険な気がする。空回りと自己判断の突撃が特技みたいなヤツだしなぁ。自分のアクションで相手がどんな解釈をするか、ちっとも考えてないだろうし。

　ともあれ、困った。物凄すごく困った。

　妙みよう案あんなんてまるで浮かばず、秋晴がひたすら頭を捻ひねっていると、

「──全く、いつまでそうしている気なんだ」

　醒さめたような声に顔を上げれば、案の定というか、醒めきった目をした大だい地ちが立っていた。

「……解決するまで？」

　たっぷり十秒くらい熟考してから応こたえると、あからさまに嫌いやそうな目をされてしまった。制服姿でいるところを見ると、午前中は食堂かカフェテラスで仕事をしていたのか。出て行く時と似たような場面を見れば呆あきれるのも仕方ないのかもしれない。

　ため息めいた吐と息いきの後、大地は手に持っていた何かをこっちへと軽く放ってきた。反射的に秋あき晴はるがキャッチすると、

「昼食、まだなんだろう？　足りないだろうが食べるといい」

「お……？」

　そう言われて早速アルミホイルの包みをガサガサと剥はがしてみると、出て来たのはラップでくるまれた二つのおにぎりだった。

　それを見て、思いだしたように胃が鳴って空腹をアピールする。そういや朝飯も食ってなかったっけか。悩みまくりで食欲なんて失うせてたけど、目まの当たりにすると急に腹が減ってくるなんて、我ながら現金というか分かりやすい体をしている。

「悪い、かなり助かる」

「……別に、大したことじゃない。それよりも自分の問題をどうにかしろ。同じ部屋で陰気な顔をされていると、こっちまで気が滅入る」

　ぷいっと視線を外しての大地の言葉に、秋晴はラップを剥がしかけていた手を止めて頭を掻かいた。確かに、同室で暮らす相手としてはかなりうざったい状況かもだ。

「なあ、大地ならどうするよ？　時間差で携帯電話を二つも貰もらっちまったら」

「僕なら二つ目をその場で返している」

「勢いに負けて返せなかったと仮定してくれ。お前だって割と押しに弱いんだ、そう有り得ないことじゃないだろ」

　思考する努力を放り出しそうな大地に釘くぎを刺すと、嫌いやそうな顔をしつつも俯うつむき加減で腕うで組ぐみをする。おにぎりのことといい、口調はぞんざいな割に気の利くヤツだから、これで真ま面じ目めに考えてくれるはず。

　ややあって、大だい地ちはゆっくりとこちらに目を向けると、

「……それでもやっぱり、後から貰もらった方を返す。携帯電話なんて二つも必要ないだろう」

「そう、なんだけどなぁ……これが簡単にはいかないっつーか、角が立つというか……」

　相手がセルニアと朋とも美みじゃなければ、もう少し楽に決まる選択肢しだったはずだ。その二人だからこそ、秋あき晴はるには大問題になっている。

　何だかんだで白はく麗れい陵りように来て以来、セルニアとはケンカ友達みたいな感じで楽しくやれている。仲良くはないけど、嫌きらいじゃないし嫌われてもいないはず。それに……試験の時、あんなこともあったしなぁ。お礼とか言ってたけど、深読みしていいものなのかどうなのか分からなくてどことなく気まずい感じで顔を合わせ難にくくなっていて──そしたら、急にこれだ。

　そして朋美にはかなり世話になっているし、幼おさな馴な染じみという気安さもある。優等生の仮面を被かぶった悪あく魔まだけど、その為に努力を欠かさずしかもそれをおくびにも出さない部分は、本人には言えないけど尊敬出来る……はずなのに、嫌いや過ぎる過去と天性の腹黒さというあいつの影に怯おびえているという事実もある。

　……問題なのは、携帯をくれた二人が啀いがみ合う仲だってことだ。朋美の方はからかって楽しんでいる節ふしがあるけど、それでもあの対抗心を見るとそれだけでも無さそうだし。セルニアの方は、もう完かん璧ぺきにライバル視しているし。

　携帯を返すとなると、勿もち論ろんその理由も言わなきゃいけない訳で……そこで犬けん猿えんの仲である相手の名前を出したら……………………どんなことになるんだ……？

　どう考えてもとばっちりを食らう自分の末路が脳のう裏りを過よぎって、秋晴は深くため息を吐ついた。

「せめて……せめて携帯の色とか種類とかが違えば、そっちの好みで決められたのになぁ。どうして全く同じ物が来るんだか……」

「日ひ野の好みの携帯なんだろう。良かったじゃないか」

　やれやれだと呟つぶやいた言葉に、大地が素っ気なく返してくる……けど、それはちょっと引っかかる。

「……なんでこれが俺好みだって知ってんだ？」

「それは、…………………………………………………………偶然、閃ひらめいたんだ」

　それはどんな奇跡の産物だよ。

　まあ、別にいいか。何な故ぜか大地はそわそわと落ち着かない様子でいるけど、その辺りは目の前の厄やつ介かい事ごとが片付いてから適当に訊きけばいいことだし。

　さてどうしたもんかと、秋晴は改めてベッドに置いた二つの携帯に視線を落とし──

『──はいは〜い、生徒の呼び出しですよー。高等部一年従育科の日野秋晴さん、日野秋晴さん〜。至急事務室の隣となりにある応接室まで来ちゃって下さい〜。……え？　もう一回言うの？』

　……この明るいんだか間が抜けてるんだかジャッジが難しい声の主は、まず間違いなく理事長兼事務員の天てん壌じよう慈じ楓かえでだ。それはいい、放送だってお気楽事務員の仕事だし。

　ただ、問題なのは、

「……俺おれ、呼び出しくらうようなこと、なんかしたっけ？」

「僕が知るはずないだろう。それに、応接室だぞ。来客じゃないか？」

「来客……？」

　そう言われても心当たりがちっともなくて、秋あき晴はるは首を捻ひねるしかなかった。




　よく分からないけどまあとりあえず行ってみるか──と思考を保留して行動に移った秋晴は、おにぎりをパクつきながら第二校舎にある応接室目指して構内を歩いていた。休日だし制服じゃなくてもいいだろうという判断で、黒いランニングシャツの上に白っぽい半袖そでのシャツを羽は織おって、下は迷彩色の七分丈だけカーゴパンツにごてっとした黒いサンダル。

　うん、我ながらよく似合ってる。これはどう見てもゴロツキ予備軍のぷちアウトローだ。

　まあでも、夏休みだし別にいいだろ。人ひと気けは少ないし、広い構内でそうそうバッタリ誰かと会うってことも無いだろうし──

「あっ、秋晴！　なんか呼び出されたみたいだけど、何かあったの？」

「…………いきなりこれか」

　思った瞬しゆん間かん横手から掛けられた声に振り向けば、そこにはやっぱり朋とも美みの姿が。まあこいつなら今更こんな格好を見たからって騒ぐようなことはないなと一安心──って、違う。

　どこも安心出来ないというか、むしろこいつは今一緒にいて最も安心出来ないトップツーの片割れだ。

　制服姿だし、これから外出っていう風には見えない。しかもあんな風に話し掛けてきて興味津しん々しんな目をしてるってことは…………付いて来る気か、こいつ。

　これはヤバい、いかにもマズい。優等生モードの時は聞き役に回ることもあるけど、素の朋美は割とお喋しやべりなヤツだ。校舎まで黙っているはずがない。

　となると、話題は当然、携帯電話のことに──

「ね、なんなの？　変なことでもやらかしちゃった？」

「……いや、俺もよく分からない。心当たりはまるでないし」

「うーん……あっ、もしかして一昨日おとといのこととか？　一緒に出かけたところを誰かに見られて、それが噂うわさになっていて不純異性交遊だって楓さん辺りが騒いでいるとか、どう？」

「いやどうって言われても……」

「む、何よその不服そうな態度は。レディに対する礼儀がなってないわよ──なんて、秋晴に言っても無む駄だよね」

「……え、鋭意努力していく方向で……」

　気分良さそうに隣となりに並んだ朋美の顔をなるべく見ないようにして、同時に内心の動揺を悟さとられないようにという高等技術に挑戦しつつ、秋あき晴はるは懸けん命めいに回かい避ひ策さくを探す。

　とは言っても、上う手まく会話で誘導するような真ま似ねが出来る程、喋しやべりに自信があるわけでもないし……この手の策さく謀ぼうは横にいる幼おさな馴な染じみが得意だけど、欺あざむきたい張本人にこういう場合はどうすりゃいいんだと訊きけるはずもないし。

　ようやく視界に入った第二校舎までの長すぎる道程に秋晴は思わずため息を、

「そういえば、メールアドレスの設定はもう終わった？」

　──不意打ち気味にきたその問いに、もう少しで咳せき込んでしまうところだった。

「い、いやまだ終わってない。どんなのにしようか迷ってるところで……」

「メアドなんていくらでも変えられるものなんだから、パッと思いつきで決めちゃえばいいのに……秋晴ってば優ゆう柔じゆう不断なんだから」

　いつもながら朋とも美みの言葉は容よう赦しやないけど、優柔不断が原因でこんな悩みを抱かかえてしまった今、当然反論は出来ない。……昔『その場で適当な判断をするより思し慮りよ深いことはいいことなのよ』って学校の先生がフォローしてくれたけど、正直こんな胃に穴が開きそうな思いをするくらいなら適当な人間になりたかったです先生。

　もうこうなったらとにかく話題を逸そらすしかないと、秋晴は何か言おうとする朋美の言葉を遮さえぎるようにして、

「しかし夏休みもあと僅わずかだなぁ！　新学期に入ってからも深み閑かんのスパルタ授業は続くんだろうし、合宿まであったんだからもう少し休みたいところだな！」

「……突然どうしたのよ？　でも、確かにもうちょっとゆっくりしていたいかな。お義と父うさんの付き合いでいくつかパーティーに出て疲れたし……いくら自じ慢まんの娘むすめだからって、あそこまではしゃがれるのは困りものよね」

　──よし、ちょっと不自然だったかもだけど、上う手まいこと誤ご魔ま化かせた。

　この調子だ、と自分に言い聞かせつつ作戦続行。

「その辺りのことはよく分からないけど、休みが長引くに越したことはないよな。あとお前何気に自己評価高すぎだろ」

「だって実際優秀なんだもの、仕方ないじゃない。山出しの娘だって侮あなどっている人達が目を丸くしたり後で遠くから忌いま々いましそうな目を向けてきたりするのがいい証拠だと思うな」

「なんだその嫌いやな証拠は……でもまあ、義理の父親と上う手まくやれてるのはいいことだな」

「そうね、結構頻ひん繁ぱんにメールのやり取りもしてるし」

　…………うわ思わぬ形でＵターンしてきた……！

「で、でもあれだな、親父さんも意外に茶目っ気があるというか普通な感じの人なんだな？」

「んー、そうかもね。普段は結構子供っぽい人かな。わたしが白はく麗れい陵りように入る時にかなり反対されたけど、それだって『寮に入ると頻繁に会えなくなる！』って感じで、仕舞いには半泣きだったしなぁ……お母かあさんはあっさり許可してくれたから、余計にこう、溺でき愛あいっぷりが伝わってきたというか」

　言いながら照れ笑いのような表情になる朋とも美みに、秋あき晴はるもホッとする。良かった、携帯話に戻らずに済んだ……！

　胸を撫なで下ろしながら相あい槌づちを打つように頷うなずいて、よしよしこの調子だと第二校舎の正面玄げん関かんを開けて中に入り……

「ようやく来ましたわね。全く、愚ぐ図ずにも程がありましてよ」

　──廊ろう下かに派は手でなツインドリルが見えた瞬しゆん間かん、いっそこの場で倒れたくなった。

　いきなりの暴言にも返す気力はゼロで、秋晴は何となく天てん井じようを見上げる。ぼんやりシャンデリアを見ながらどーして顔を合わせたくないトップツーが揃そろい踏みをしてるのかを考え……いややっぱり考えたくない。

　今日は真夏日確実な暑さだからか丈たけの短いキャミソールに膝ひざ上何センチなんだそれって訊ききたくなるふわっとしたミニスカートを穿はいているドリル少女に、秋晴は何も言えない直視も出来ない状態のまま目め頭がしらに手を当てた。

　その代わりに、という訳じゃないんだろうけど、横にいた朋美が猫ねこ被かぶり全開の優等生モードに入った声で、

「あら、こんにちはフレイムハートさん。状況がよく分からないんですが、秋晴くんと待ち合わせをしていたんですか？」

「どうしてこの私がそんな庶しよ民みんと待ち合わせをしなければなりませんのよ。カフェテラスで優ゆう雅がに食後の一ひと時ときを楽しんでいたところにあの放送があって、生意気で目め障ざわりな庶民が問題を起こして叱しつ責せきされるかもしれないから、それを笑いに来ただけですわ！　……大体、彩さい京きようさんこそどうして一緒にいますの？」

「わたしですか？　特に用もないので、偶ぐう然ぜん会った秋晴くんに同行してみたんですけど……そういえば呼び出されたって言ってましたね」

「…………」

　あっれー、どうして二人が会話しているのに、問い詰めるような目がこっちを向いているんだろうな？　それに冷房が効いた屋内に入ったっていうのに冷や汗あせが止まってくれないし、居心地の悪さも天てん井じよう知らずで上がってるよ。

　もしかして前世での行いが悪かったんだろーかと益やく体たいのないことを思ってしまうけど、今一番聞きたくないキーワードの『携帯電話』がセルニアの口から出てしまう前にこの場を離れるのが最優先事項だ。

　なので秋晴は気持ち早足で廊ろう下かを歩いて、応接室へ向かう……けど、なんかやたらとギスギスした重苦しい空気が背後からついてくる。間違いない、二人とも追って来ている。余計なこと喋しやべって欲しくないけど、無言っていうのも相当怖い。奇声を上げて走り出したくなるくらい怖い。

　嫌いやすぎるプレッシャーに耐えながら事務室の前を通り過ぎ、その隣となりにあるやたら大きな両開きのドアの上に『応接室』とプレートがあるのを確認。ちなみに隣の部屋って言っても、事務室に繋つながるドアから軽く二十メートルは離れた位置に応接室のドアはあった。

　中はどれだけ広々空間なんだろうなと思いながら、秋あき晴はるはドアをやや強めにノックする。これでちゃんと聞こえるだろーかと不安に駆かられるけど、どうやら杞き憂ゆうだったようで、「はいはい、どうぞ入って下さい〜」と軽い声が返ってきた。

　秋晴はちらっと後ろを見て、笑顔なのに剣けん呑のんな雰囲気を纏まとった朋とも美みと鋭く攻撃的なオーラを醸かもし出しているセルニアを確認した後、覚かく悟ごを決めてドアを開けにかかる。この際だ、こいつらに睨にらまれているよりは残機がゼロになって死ぬって思えるよーなヘビーな濡ぬれ衣ぎぬ罰則を受ける方がマシだろうし、怯ひるむ理由はどこにもない。

「そんじゃ、失礼します……っと」

　見た目の割に軽い手て応ごたえで開いたドアの向こうには、予想通りだだっ広い空間にやたら高そうな調度品があった。

　そして嫌でも目に入ってくる部屋の中央に大きな黒革かわのソファーセットが向かい合う形で置かれていて、そこに座っていた二つの人影の内の一つが立ち上がるのが見えて──

「……………………なぬ？」

　そのままこっちへと駆かけてくる少女の姿に、秋晴は思わず間抜けな声をあげていた。

　眩まばゆいくらいの笑顔をこちらに向けている、ちょっと余よ所そ行きっぽいワンピースを着た少女は良く知っている面影で──白はく麗れい陵りようにはいるはずのない人間だ。

　なんでここに、とか、どうしてこんな、とか、そんな疑問が頭を埋うめ尽くしている間に彼女はすぐ近くまで来て、




「あっくん、久しぶり！」




　そして──止まらない彼女に、秋晴は正面から抱だき付かれてしまった。

　なんとか受け止められたけど、精神的にはかなりの衝しよう撃げきだ。
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　だってそんな、ここにいるはずがない相手が突然現れて飛び込んでくるって……え？　これ、現実だよな？　だとして、見間違えとかじゃないよな？

　疑問が溢あふれて急速転回で渦うず巻まく中、秋晴は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、

「おま…………なつめ……？」

「にゃっ、疑問形なの!?　久しぶりだからって酷ひどい！　でも許してあげるねっ」

　こっちは混乱中なのにやたら高いテンションで、これはどういうことなんだと秋晴は説明を求めようと室内にいる楓かえでに…………いやあれは駄だ目めだ、ただでさえ役に立ちそうもないのに携帯のレースゲームに熱中しまくっているから聞いてくれないに違いない。ちなみに何でレースだと分かったかというと、「おおぅあうー!?」とか「あっ、あっ、やっ、あっ───?!」とか言いながら体を左右に倒しているから。本気で子供かあのボンクラ教員。

　どこまでも使えない理事長は放っておいて、他ほかに誰かいないかと辺りを見回して──

「……っ!?」

　首筋が凍こおり付いて焼けるような感覚に、秋あき晴はるは身を強こわ張ばらせて背後を見た。

「…………『あっくん』？」

「……どういう関係ですの……？」

　──そこには地球温暖化だって食い止められそうな冷ややかな目をした、とても怖い人達が。

　ヤバイ、殺やられる……！　良く分からないけど、あんな目をされる理由にちっとも心当たりはないけど、もしかしたら携帯のことが発覚するより状況が悪いのかもしれない。

　これはすぐにでも命乞ごいをするか場を誤ご魔ま化かすかしなきゃいけないと、鍛えられまくった生存本能が囁ささやいている。『お前死にたくないなら分かってるな？』って感じで守しゆ護ご霊れい的てきなものの幻聴が聞こえるような気もするし。

　最も早はや硬直なんてしてられない。秋晴はぎこちない動作で密着していた少女の腰こし辺りを掴つかんで引き離すと、

「これ、あれ、親しん戚せき。従い姉と妹こで、棗なつめ。日ひ野の、棗」

　指差しながら、初めて日本語を実践する外人さんのような口調で説明する。

　それを聞いた朋とも美みとセルニアの犬けん猿えんコンビは、似たような感じで眉まゆを顰ひそめ、

「……親しん戚せき、ですって？」

「従い姉と妹こさん……ですか」

　やっぱり似たようなコメントをして、有刺鉄線より凶きよう悪あくな視線を緩ゆるめて秋あき晴はるの隣となりへと移す。

　まだ十分に怖い雰ふん囲い気きがあったけど、それに気付いてないのか気にしてないのか、棗なつめは笑顔のまま一歩前へと踏み出した。

　……何な故ぜか、秋晴の腕うでをしっかり抱だいたまま。

「初めまして、日ひ野の棗です！　あっくん……じゃなかった、うちの秋晴くんがどんな所で暮らしているのかを見に来ました！」

　元気一杯なその声を聞いて──秋晴は理解すると共にため息を漏もらした。そうか、そういうことだったのか。抜き打ちテストのつもりで来たって訳か。

　オーケー、棗の思おも惑わくは分かった。

　けど、これは……

「…………どうしたもんだろうな……？」

　ガンガンに『説明しろよお前』と言わんばかりの目でこっちを見ている二人の同級生への対処も含め、頭が痛くなるような問題が降りかかっているこの現状と、絶対に一ひと筋すじ縄なわではいかない予感に、秋晴は憂ゆう鬱うつに頭を振った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「一応、改めて紹しよう介かいするとだな……」

　とりあえず一いつ旦たん落ち着こうということで、応接室の中に入ってソファに座ることになった。

　朋美とセルニアが十分に間を取って座り、秋晴はその向かい側の中央で左に楓かえで、右に棗という位置関係だ。

「こいつは日野棗っていって、父方の従い姉と妹こだよ。歳としは俺おれ達と一緒で、家は静岡な」

「えっと、日野棗です。いつもあっくんがお世話になってます！」

「…………やめれ」

　座ったままペコッと頭を下げた棗の首根っこを掴つかんで引き戻し、秋晴はため息を吐ついた。会うのは今年の正月以来だけど……変わってないな、こいつは。背は少し伸びたみたいだし髪かみも長めで緩ゆるく内巻きにするようにしたみたいだけど、そう簡単に肝かん心じんな部分は成長しないというか……それから抱だき付かれた時の感かん触しよくとかも。いや別にやらしい意味じゃなくて、純粋な感想としてだけど、うん。

　棗は丸い大きな目をパチパチさせて、肘ひじでこっちを軽く突いてきて……ああそうか、自分にもあいつらを紹しよう介かいしろってことか。

　従い姉と妹この意図を理解した秋あき晴はるは、仕切り直すように小さく咳せき込んでから、

「それで、向こうの二人は──」

　うっかり『腹黒とドリルだ』と言いそうになって、慌あわてて言葉を呑のみ込んだ。危ない危ない、夏休みボケにやられて地雷を踏むところだった。んなこと言った日にはセルニアから物理的な、朋とも美みからは精神的なダメージを存分に与えられまくってしまう羽は目めになる。

　一番的確でインパクトのある説明が封じられて言い淀よどんでいると、焦じれたのか朋美が優等生スマイルを上品に浮かべて、

「初めまして、彩さい京きよう朋美です。秋晴くんとはクラスメイトなんですよ」

「……セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートですわ」

　見ていて寒気がするくらい社交的な態度の朋美に対し、セルニアはやや素っ気ない言い方をする。まあこいつにしてみれば、普段から対立している上に悪あし様ざまに言いまくっている相手の親しん戚せきだから、態度に困るんだろうけど。どっちかって言うと同性には甘あまいタイプだし。

　……さて、自己紹介が終わったところで本題だ。

　秋晴は隣となりに座る従姉妹を見み据すえ、いくらか言葉を選んでから問いかけた。

「それで、どうして白はく麗れい陵りように来たんだ？　つーか良く入れて貰もらえたな？」

「うんうん、良く入れたなーってあたしも思った！　門とか見て凄すごいびっくりしちゃったもん。有り得ないよねぇ、あの大きさ！」

　そこでビビって帰ってくれれば良かったのに──とは、勿もち論ろん口に出さない。

「一応ね、前もって電話で連絡は入れたんだよ？　そしたら『保護者ということでしたら』ってことで、見学の許可が下りたの。それにほら、あれだもん、未来の妻だし？　やっ、妻だって！　あはははははっ」

「自分で言って自分で受けて大変だなお前。あと背中痛い、結構痛い」

　嬉うれしそうに笑いながらバンバン背中を叩たたいてくる従姉妹の手を掴んで暴行を止め、秋晴はどこからどう解決していけばいいんだと悩んでしまう。出来れば棗には早く帰って欲しい……けど、大人おとなしく聞くようなヤツじゃないし。

　それに、許可が出たってことは……きっとこのお気楽事務員だけじゃなくて、深み閑かんの了承もあったってことだよな。なら客人ってことだから、余計に無む下げに扱うことは出来ない。

　どうしたもんかなー……と悩んでいたものの、そこでセルニアが碧みどり色いろの目を細くしてこっちを見ていることに気付き、

「何だよ？」

「貴方あなた達、随分とおかしなことを言ってましてよ。同年ねん齢れいの従姉妹が、保護者？　冗じよう談だんで無いのなら尚なお更さら笑えますわ」

「あー……そうか、そこから説明しなゃいけなかったのか……」

　うっかりしていたというか、この手の会話はあんまり慣れてないから段取りが悪いというか、どちらにしてもセルニアの言うことが聞いている側としての真まっ当とうな感想だというのは分かる。もっとマシな言い方は出来ないのかって突っ込みたいのは別として。

　なので秋あき晴はるは改めて隣となりの棗なつめを指して、

「俺おれの両親が死んでから、こいつの家に引き取られたんだよ。養子じゃなくて後こう見けん人にんって形でだけどな。……いやでも棗が保護者ってのはやっぱ違う気もするか……」

「えー、だって一応、あたしの方が早く生まれてるんだよ？」

　唇くちびるを尖とがらせ両手を挙げて抗議してくる従い姉と妹この仕種しぐさに、秋晴は確信を持って頷うなずいた。うん、やっぱこんなのが保護者ってのは有り得ないな。

「とにかく、見学ってことは一通り白はく麗れい陵りようを見て回るってことだろ？　なら案内するから、さくっと行こうぜ」

「わ、あっくんったら積極的〜。とても良い傾向だと思うな、うんっ」

「はいはい分かったから引っ付くなじゃれるな撫なでてくんな。……んじゃ、俺おれはこいつと回ってくるから」

　右腕うでに絡からみつく棗をオプションのように従えて、秋晴はそそくさと席を立った。従姉妹の来襲はそれなりに面倒事だけど、今あの二人と一緒に過ごすよりは千倍マシだ。少なくとも寿命が縮まる思いはしなくて済むだろうし。

　ちなみに一言も喋しやべらなかった理事長はというと、真剣な面持ちで携帯ゲームの画面を食い入るように見ていた。どうやらクライマックスが近いらしく男が男に言い寄るシーンが映っていて、もう果てしなくどうでもいい。

　朋とも美みの何やら物言いたげな視線やセルニアの疑問に溢あふれまくった表情には気付かないフリをして、秋晴は軽く片手を挙げて「んじゃ、そういうことで」と軽く別れの挨あい拶さつを済ませ、棗を連れて応接室を出た。

　出来るだけ穏おん便びんに、何事もなく案内が終わればいいなぁ……と願いながら。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「それにしても白麗陵って想像していたよりずっと凄すごいところねぇ。『ここ本当に日本？』って疑問に思っちゃうくらい敷地は広いし、建物も大きくて豪ごう華かだし」

「東京にも探せば土地が余っている場所がありますし、ここは昔から天てん壌じよう慈じ家の土地ということですから」

「格式というものは実績だけでは認められませんもの。相応の外観を伴ってこそ、中身も正当な評価を得ることが出来るのですわ」

「へええ〜、そうなんだぁ」

　感心したような棗の声に、秋晴は益ます々ます胃の辺りが重くなるのを感じた。

　少し前を歩いている棗なつめはともかく、今最も近くにいて欲しくないトップツーの朋とも美みとセルニアがその両サイドを固めているんだ、そりゃあ精神ダメージにもなるっての。

　曰いわく、『白はく麗れい陵りように来て日が浅い人より、長く居る人間の方が案内に適しているから』ということでサポートしてくれるらしいけど……どうして、二人揃そろって……

　たぶんセルニアが朋美に対抗心を燃やしたんだろーけど、今日ばかりは自重して欲しかった。まあ退ひかないからこそドリルなんだけど。

「──それにしても、あっくんも酷ひどいよね」

　現実逃とう避ひちっくな物思いに耽ふけっていたところにそんな声が聞こえ、秋晴は思考を中断、意識を前方の少女に向ける。

　ついさっきまで物珍しそうに辺りを眺めていたはずの目が、今は不ふ機き嫌げんそうに細められてこっちを向いていた。

　しかも、左右の二人も何だか似たような目つきで。

　……えぇー？　別に何もしてないよ？

　女三人から明らかに不満をぶつけられているという状況に軽く混乱しつつ、それを表に出さないように苦心しながら秋あき晴はるは、

「い……いきなり何だよ？」

「いきなりなのはあっくんでしょ!?　あたし、あっくんが白麗陵にいるなんて全然知らなかったんだよ？　夏休みなのに全然帰ってこないから変だなー、とは思ってたけど、パパもママもうっかり教えるの忘れてたって言うし……もうっ」

「あー……」

　そのことか、と秋晴は納得する。確かにまあ、酷ひどいと罵ののしられても仕方ない。

　威圧しているつもりなのか、睨にらんでいる……んだろうけど、ちっともそんな風には見えなくて、ただむくれているような顔になっている。

　そんな表情を見て──こいつは本当に変わってないんだなと、秋晴は強く思った。

　天てん真しん爛らん漫まんで、感情がすぐ顔に出る。とびきりの美人って訳じゃないけど、表情がノビノビとしていて、そこはかなり魅み力りよく的てきだと思う。

　昔からちっとも変わらない。

「まあ、秋晴くんってば最悪ですね。お嫁よめさんになりたいのなら、もう少し女心を理解しておいた方が良いいですよ？」

　……にこにこ笑ってそんなことを言いやがる朋とも美みも、全っ然、昔から変わりない。しかも悪い意味で。

「これだから粗そ雑ざつな男は駄だ目めですわね。紳しん士しの嗜たしなみという身に付けていて当然のことですら満足に出来ないだなんて、問題外ですわ！」

　…………たぶんこのドリルも小さい頃からこんなんだったんだろうなぁ。うん、十じゆつ中ちゆう八はつ九く間違いない。念の為、今度熱海あたみのアンナさんに連絡取って訊きいてみよう。

　なんだろう……一緒にいるのが腹黒と高たか飛び車しやの二人組のせいか、やけに棗なつめの素そ朴ぼくな素直さが輝いて感じられるなぁ。

　ただでさえ直視するには眩まばゆい純真具合がより一層光って見えて、どうにも居心地が悪くて秋あき晴はるは伏し目がちになりつつ、応こたえた。

「……悪かったよ。勢いで決めたことだったし、編入してからも結構バタついていて余よ裕ゆうがなかったんだ。反省してる」

「む〜〜〜……反省してるんならいいんだけど。女の子にはちゃんと優しくしないとダメなんだからね？」

「あいよ、分かってる分かってる」

「あっ、でも不用意に優しくしすぎるのもダメだからねっ?!」

「……え？　どうしろと？」

　難解な注文をしてきた棗はすぐに顔を赤くして「やっぱ無し、今の無しね！」と前言撤てつ回かいしてくれたので、秋晴はこっそり安あん堵どの息を吐はいた。良かった、どうやら面倒なことにならずに済んだっぽい。

　……けど、棗の横にいる二人は何なんだろうな？　朋とも美みの方はそれとなく、セルニアの方は素人しろうとの尾び行こうより分かりやすくこっちの様子を窺うかがっていて、気になって仕方がない。

　聞いてて楽しい会話じゃないだろうし、よく分からない責められ方をするくらいなら適当に雑談でも仕掛けてくれた方がよっぽど有り難い……いやでもこいつらが口を開いたらややこしくされるだけの気もするなぁ。やっぱ黙ってて貰もらうのが一番良いいのか。

　そんな風に一人キャッチボールな思考をしていると、

「ねねっ、あっくん」

　不意に棗が逆走するように秋晴の隣となりへと並んで、腕うでが触ふれ合うくらいの距離でこちらの顔を見上げて訊いてきた。

「そういえば、従育科って普段どんなことしてるの？」

「あ？」

「執事さんやメイドさんになる為の科なんだよね？　それってどーすればなれるのかなって、実は興味津しん々しんだったりするのね」

　そう言ってキラキラした目を向けてくる従い姉と妹こに対し、秋晴は、

「あー…………それは、だな……」

　言葉に迷い、つい視線を逸そらしてしまった。

　……普段、何してるかって……走り回って、重荷背負って、様々な困難をぶつけられて、死にそうになって…………って、そんなこと言えないだろ。たぶん頭がおかしくなったと思われる。いや棗ならあっさり信じるか？　でも信じられて友達に話されたりしたら、後々深み閑かんから茨いばらの道を這はって進むような激烈なデス体験をさせられそーな気もする。

　どう話せばいいか分からないけど、黙っていると朋とも美みとセルニアが何を言い出すか分からないので、秋あき晴はるは必死に頭を動かして、

「えーっと、あれだ……奉仕活動ってことで、ウエイターみたいなことやったり……」

「へええ〜、他ほかには他には？」

「他には……」

　…………うわ、ヤバイネタしか思い出せない……！

　何か、何かないか？　ちょっと凄すごそうで、それでいて『それ本当に使用人になる訓練？』って疑惑の目を向けられずに済む安全なものは──

　考えて、考えて、考えて…………ようやくで秋晴の口から出たのは、

「…………車と、船を運転出来るようになった」

「ええっ?!　なにそれっ、本当!?　マジですかっ!?」

「マジ。免許は無いから公道は走れないけど、船の方は二級と特殊の船舶免許取ったから、大型じゃない船で海岸から離れすぎなければ運転出来るぞ」

　ハニワみたいな目と口になっている棗なつめに説明すると、自分がどれだけトンデモな事を言っているのか再認識出来て秋晴は苦笑する。

　でもそれは事実で、八月に入る前に従育科の合宿があった。そこで深み閑かんから、徹底的に運転技術を叩たたき込まれることになった。

　天てん壌じよう慈じ家けの持ち物だというそこそこ大きな無人島に連れて行かれて、そこででかくて頑がん丈じような外国車を運転しろと言われた時は何のジョークだと思ったけど……深閑がジョークなんて言う訳もなく。私有地なら免許がなくても運転出来るっていうのは知ってたけど、だからって未成年のうちに車を走らせることになるなんてこれっぽっちも思わなかった。しかも左ハンドルでマニュアル車。

　あと、シートベルトは偉大だって身をもって知ったなぁ……でもあんな奇跡は二度とないだろうから、四し季き鏡かがみの運転する車にはもう絶対に乗らない。崖がけから落ちそうになるのも、三回くらい横転するのも、水没の恐怖に晒さらされるのも金こん輪りん際ざい御ご免めんだ。……本当、よく打だ撲ぼく程度の怪け我がで済んだよなぁ……

　それに比べれば船の方は良かった。筆記試験の勉強は大変だったけど、安全だったから。無事に試験にも合格して、二級と特殊の船せん舶ぱく免許をゲット。十八歳さいになるまで大きな船の運転は出来ないらしいけど、そもそも船の運転をする機会なんて殆ほとんど無いから問題ない。

　深閑が車と船の運転方法を叩たたき込んだのは、いつも通り『いざという時の為に』ってことらしいから、白はく麗れい陵りようの中で乗り回すような事にはならなさそうだ。

「──っつー訳で、車の方は十八歳になったら免許取りに行くことになるんだと。これも授業の一環ってことで、他ほかにも色々と資格を取ることになるらしい」

「へええ〜〜〜……やっぱり凄すごいんだねぇ、白はく麗れい陵りようって」

「凄すごいっつーか、デタラメだ。……お、丁ちよう度どいい、あれがいい証明だ」

　一週間の無人島合宿での出来事を全部話すと長くなる上にデンジャーなので、もっと白麗陵の良い面を紹介しようと見えてきた建物を指差した。

　さてどんな反応をするかと、秋あき晴はるが少し楽しみに思いながら棗なつめの横顔を窺うかがうと、

「うっ…………………………………………わぁ…………」

　豪ごう華か絢けん爛らんな上育科寮を目にして、またハニワみたいな顔になっていた。うん、期待通りのリアクションだ。

　まあそうなるだろうなー、と秋晴は声を抑おさえて笑う。何せ城に屋敷に宮殿と、三つのでかい建物が並んでるんだ。せめて統一性があればいいのに、バラバラなので意味不明な景観になっているからかなりシュールで現実味がない光景だし。

「なっ……に、あれ？　あれ、寮？　それとも書き割り？」

「いやむしろあんなでかい書き割りがある方が不自然だろ。中に入ったことは無いから内装がどんな感じになってんのか知らないけど……どうなんだ？」

　一応、参考までに前を歩いていた二人に訊きいてみると、こちらを振り向いた朋とも美みはにこりと微笑ほほえんで、

「そうですね、屋敷タイプの寮には露ろ天てん風ぶ呂ろがあるように、それぞれの特色を活いかした設備がありますよ。個人の部屋もベッドルームとは別にもう一部屋あって、内装は好みに合わせて造り直して貰もらえますし」

「ふああ〜〜〜……スイートベリーデラックスなんだね」

「その英語が正しいかどうかはともかく、俺おれも同感だ」

　庶しよ民みん感覚からすると、寮なんて安い代わりに狭くて共同生活を強いられるイメージだけど、白麗陵だとまるで当て嵌はまらない。

　まあでも、朋美は割と堅実というか、見た目の豪ごう華かさより実用性を重視するタイプだからそこまで凄い部屋にはなってなさそうだけど……

　秋晴がちらりと凄いことになってそうな凄い髪かみ型がたのセルニアを見ると、半分くらいは意図が通じたらしく、自じ慢まんげに胸を張り、

「私は部屋一つを衣装部屋として使ってますわ。その日の天候や気分で着るに相応ふさわしい服を選びますから、今の季節に着る服だけでも百着以上あるんですのよ」

「そりゃ凄いけど……それってお前、着ない服が出てくる計算にならないか？」

「一日の内に何度か着替えることもありますけど……着ない服があっても仕方ありませんわ。買う時と実際に着る時とでは気分が違うんですもの」

「……じゃ、仕方なく着なかった服は？　来年に持ち越しか？」

「そうする場合もありますわよ。けど、サイズが変わる上に流行も動く以上、大半はその年限りで終わりですわ」

　言って、「勿もち論ろん、捨てるのではなく寄付という形で譲渡するようしてますわ」と続けるセルニアだけど……それでも勿もつ体たいなさすぎる。これだから金持ち感覚ってのは。

　けど女としてはある程度共感出来るらしく、棗なつめは羨うらやましそうな顔で「うう〜……仕方ないけど、勿体ないなぁ……」と呟つぶやいていた。男の秋あき晴はるには半分も理解出来ないけど、その辺り女性陣じんの着る物に対する拘こだわりは半はん端ぱ無い。

　正直ついていけないので、秋晴はため息混じりの吐と息いきを吐ついて、

「ほら、いつまでもここでボーッと突っ立って見ていても仕方ないから次行くぞ。向こうに花はな園ぞのがあるから」

　ぼやっと三つの寮を見上げている棗の肘ひじ辺りを軽く押すような感じで促して、さっさと先行して歩き出す。ただし朋とも美みとセルニアの間を通るのは怖いので、花園方面へショートカットするようなコースで。……横を通るだけで二人から睨にらまれる理由がさっぱり分からないけど、追及すると後がまた怖いので黙っておこう、うん。

　こうなると純粋に学校見学を楽しんでいる従い姉と妹この存在が有り難い。今も名残なごり惜しそうに寮を振り返って見てるし、舗ほ道どうに置いてあるベンチとかにも反応してるし。

　けど、花園の中に入ればこんなもんじゃ済まないくらいびっくりするに違いない。サッカーグラウンドより広いんじゃないかって規模で、木々や花々が噴水や睡すい蓮れんの浮かぶ池を取り巻くようにして咲いているあの光景は、写真じゃ伝わりきらない感動があるはず。

「俺おれは良く知らないけど、結構色んな花があるらしいぞ。季節事にちょこちょこ入れ替えるみたいで、今は向日葵ひまわりにトケイソウ、サフィニアに……あとはマリーゴールドくらいしか名前が分からないけど、どれも綺き麗れいに咲いてる」

「へええ〜、楽しみ……あっ、凄すごい！　空気の匂においが変わったよ!?」

　はしゃぐ従い姉と妹この言う通り、いくつもある花園の入り口に差し掛かる前なのにもう草花の匂においが溢あふれているのが秋晴にも分かる。湿気の多い夏でもこれだけ香かぐわしいんだから、季節が違えばもっとハッキリと空気の違いが分かりそうだ。

「ここのお花の世話って、あっくん達がやってるの？」

「いや、庭師みたいな役割のメイドさんがいて、その人達がやってる。春先になったら草木の世話や庭の作り方も少しずつ教えてくれるらしいけど」

「ふぅん、執事さんってそんなこともやるんだ？」

「普通はしませんわよ」

　そう答えたのはセルニアだ。この面子メンツで生きつ粋すいのお嬢じよう様さまはこのドリルだけだから、確かにその手の知識は一番豊富なはず。こういう時朋とも美みは、実は目立ちたがりな癖くせに静かにしている。下へ手たに張り切ってボロを出すような真ま似ねは、こいつに限って有り得ない。

　その辺りにある種の潔いさぎよさを感じつつ、秋晴は補足するように口を開いた。

「実際はやらないけど、統とう括かつする役回りになるから他ほかの使用人がやることも一通りは覚えて、仕事の内容を評価出来るようになっておくべきなんだと。ま、庭園がある家なんて少ないし、あったとしても趣味で作っているか造園業者に任せているかだから、執事の出る幕なんてないらしいけどな」

「私の家にはありますわよ。どこに出しても恥ずかしくない、それはもう美しい、自じ慢まんの庭園ですわ！」

「……え？　あったか、そんなの？」

「熱海あたみの家じゃありませんわよっ！　イギリスの実家の方ですわ！」

「別に構わないと思いますよ？　庭園がない代わり、立派な温泉が湧わいてましたし」

　フォローしたいんだか追い打ちをかけたいんだか分かりづらい言葉をかける朋とも美みを、憤いきどおりまくりの血走りそうな目で睨にらみ付けるセルニア。なんでこう、こいつらはケンカしたがるのか。そしてどーしてそんなに仲悪い癖くせに、こうして一緒にいやがるのか。

　人生は矛む盾じゆんに満ちているなぁ……と思いながら、秋あき晴はるは白銀のアーチを潜くぐって花園へと入る。やや遅れて付いてきた棗なつめの「あわぁ……」という微び妙みような驚き声を背に受けつつ、そのまま進んでいく。

「凄すごい数だろ？　種類も多いし世話も大変だろうけど、近くからでも遠くからでも綺き麗れいに見えるように計算して配置されているらしいぞ。確か、奉仕活動の時に担当のメイドさんがそんなことを言ってた気がする」

「ふええ〜……奉仕活動って、あっくんは何やったの？　球根を植えたとか？」

「いや、もっとガチな肉体労働。腐ふ葉よう土どを運んだり雑草を抜いたりした」

　なんでも緻ち密みつな計算と方程式が造園には必要らしく、そんなこと秋晴にはこれっぽっちも理解出来なかった。

　けど、それが理解出来なくても、ここが見事過ぎるくらい綺麗だってことは分かる。それこそ一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「何度来てもここは綺麗でいいですね。間を置いて来ているので、その都つ度ど違う花々が迎えてくれるからそう思うのかもしれませんけど」

　ぽーっとしてしまった棗なつめの隣となりに並んで朋とも美みがしおらしいことを言うのを、秋晴は珍しいものを見る目で眺ながめる。何が珍しいかって、こいつの発言に毒も裏も無いのが珍しい。

「朋美はたまに来るのか。そっちのドリルは？」

「ッ、来ませんわよ！　美しい花は好きですわ、けれど私は虫が嫌きらいですのよっ！」

「あら、わたしは大丈夫ですよ？　ただ、刺されると嫌いやなので蜂はちは苦手ですけど……そういえば昔、男の子が蜂に刺されて死んでしまう映画がありましたね」

「……………………」

　さらりと思い出したように言う朋美だけど……おかげで、秋晴も思い出した。確かにそんな映画があった──というか、あることを教えられた。

　教えてきたのは勿もち論ろん、ミス腹黒の幼おさな馴な染じみだ。朋とも美みのヤツが昨日きのう見たという洋画の内容を語り小学生とは思えないような巧たくみな話術で蜂はちに刺される恐怖を煽あおりまくって──

「懐なつかしいですね。確か同じクラスの子にその話をしたら、極端に怖がって蜂を見る度に逃げ出したり目立つ色の服を着ないようにしたりするようになったような……あれは誰でしたっけ。秋晴くん、覚えてます？」

「ああ覚えてるよっつーかお前も覚えてるんだろその言い方はっ！」

「あ、あっくん落ち着いてっ？　よく分からないけど泣きそうになってるよ!?」

　事情を知らない棗なつめが背中をさすってくるけど、その優しさが虚むなしさを倍増させてくれる。

　もう殆ほとんど忘れていたっていうのに……なんだろうな、あのトラウマメイカーは。ご丁てい寧ねいなことに発掘作業のアフターサービスまでするのか。

　夏の暑さも吹き飛ぶくらいげんなりしてしまい、癒いやしを求めて秋晴は周囲を見回し──

「…………ぉ？」

　噴ふん水すいを中心にして同心円を八ブロックに分けるように造られた花園に、二人の先客がいるのを見つけた。棗はまだ気付いていないみたいだけど、向こうはこっちに気付いている。間違いない。そうでなきゃ他ほかの入り口もあるのにわざわざこっちへ来るとは思えない。

　夏だっていうのに全身を濃こ紫むらさき色いろの布で覆おおって丁寧に顔も隠かくした細身の女生徒に、彼女に付き従う感じですぐ後ろにいる黒こく衣いの少女。このタイミングでアイシェとヘディエの上級生主従コンビが花園にいるって、何かの陰いん謀ぼうか、もしくは神様に嫌きらわれたんだろーか？　どちらかというと後者の線が強い気がする。

「……わ、なんか凄すごい人達だね」

　季節感ゼロの服を纏まとった奇き異いな二人が近付いて来るのにようやく棗も気付いたようで、そんなことを言ってくる。……あの二人がこいつの想像を遙はるかに越えて、別々の意味で凄い人だっていうのは、流石さすがに言えない。いきなり婚こん約やく者しやにされかかったとか殺されかかったなんて話をしても、たぶん気の毒な目で見られる結果に終わるだろーし。

　ともあれ、色々な意味でこの二人が苦手な秋晴としては、何も見なかった振りをしてこの場から立ち去りたい……けど、今から逃げたらあのマーダー侍じ女じよにどんな目に遭あわされるか分からないし、何な故ぜか朋美とセルニアが逃げ場を無くすように位置を変えて立っているし。こいつら実は仲良しさんなんじゃなかろーか。

　現実ってのは厳しいものなのだなぁ、と秋晴が遠い目をしている内に、二人の上級生は近くまで来て、アイシェが小さく頭を下げた。

　侍じ女じよのヘディエもそれに倣ならってか軽く会え釈しやくをし、

「これはこれは偶ぐう然ぜんですね旦だん那な様さま、或いはお嬢じよう様をストーキングですかこのハイエナ野や郎ろう様。この暑いのにご苦労なことです、どこか涼しい所に行ってみると宜よろしいと思いますよ。南極とか北極とかロシアの凍とう土どとか、そのまま氷漬けなど素す敵てきでしょう」

　……なんでこの人は澄んだ笑顔でここまで酷ひどい事を言えるんだろーか。嫌きらわれているのは分かるけど、それでもショックだ。向こうからしてみれば大切な主人の素顔のみならず肌はだを見た大罪人ってことなんだろうけど、だとしても暫ざん定てい旦だん那な様さま呼ばわりしている相手をこうも罵ののしるっていうのは…………うん、ヘコむ。

　相変わらずの暴言っぷりに秋あき晴はるがブルーな気分に陥おちいっていると──不意に、朋とも美みが動いた。

　何となく目で追うと、素早くも滑なめらかな動作で棗なつめの横に並び、伸ばした右手でアイシェを指して、

「あちらの、チャドルを纏まとった女性は一学年上の先せん輩ぱいでアイシェ＝ハディムさんと言うのですけど──秋晴くんに裸はだかを見られてしまい、宗教上の問題で暫ざん定てい的てきに婚こん約やく者しやということになっているんですよ」

「なっ……おぃ?!」

「ええええええぇぇえぇっ!?　なっ、なんデスかソレ?!」

　間近で思いきり叫ばれたけど、叫びたいのはむしろこっちだよ。前まえ振ふりも無しにいきなり黒歴史をカミングアウトされるってどういうことですかあの腹黒は。

　棗は大きく開けた口を隠かくすようにして手をあててこっちをガン見みしてるし、朋美はやけにすっきりした笑顔してやがるし。なんだその一仕事終えましたって顔は。

「ああああっくん!?　ほ、ほんとなのっ、婚約者って?!　それに覗のぞきはよくないよっ」

「いや落ち着け、っつーか誰が覗のぞきなんてするか!?　偶ぐう然ぜん、それはもうびっくりするくらいの偶然の事故でそれっぽいことがあっただけで、正式には婚約じゃない！」

「まあまあ随分と必死に否定しますね、旦那様？」

「あんた間違いなく状況を悪化させたいんだろっ?!」

　抜群のタイミングで旦那様呼ばわりしてくるヘディエに怒鳴ってから、秋晴は藁わらにも縋すがる心境で傍ぼう観かんしていたセルニアへと近付いて、

「……おい、頼むからお前からもフォローしてくれっ。このままだと親しん戚せき中に言い触ふらされかねない最悪の事態になる……！」

「フン……仕方ありませんわね」

　縦たてロールな髪かみを後ろに流すように手で払う動作の後、セルニアは一歩前に出た。おお、なんか頼もしい。普段は勢いだけで抜けているのが嘘うそみたいだ。

　祈るように両手を合わせ、秋晴は斜め後ろからセルニアの勇姿をじっと見つめる。夏休み初しよっ端ぱなにあった試験以来、何だか妙みように意識してあんまり顔を合わせられなかったけど、こんなに頼りになるならちゃんと話をして──

「そう、事故ですわ事故。もう何度となく、見境もなく女生徒を押し倒すような不ふ埒らちな真ま似ねをしている痴ち漢かんと称するに何ら差し障さわりない実績がありますけど、本人が事故と言い張っている以上は事故ですわね」

「お前とは一いつ遍ぺんとことん話し合う必要がありそうだなっ!?」

　力一杯叫び、もうこうなったら自分で解決するしかないと、秋あき晴はるは疑惑で容量一杯な棗なつめの目を真まっ直すぐに見つめた。それを受けて、向こうもハッとしたような表情になる。

　そのまま、アイコンタクトで『俺おれは無実だ！』と力強く訴える。

　するとまだ戸惑うような感じだった棗が、キュッと唇くちびるを結んでしっかりと頷うなずいた。その目は間違いなく『分かったよ！』と言っていて──

「つ、妻の日ひ野の棗ですっ！　うちのあっくんがお世話になってます！」

「────どういうことですか、旦だん那な様さま？」

　……なんか訳の分からない事を言い出した棗を問い質ただす前に、殆ほとんど瞬しゆん間かん移動みたいな速度でヘディエに詰め寄られた。角度的に他ほかの奴やつ等らからは見えないかもしれないけど、自分の喉のど元もとに触れるか触れないかって絶ぜつ妙みような距離で光っているのは……例の匕あい首くちだよちくしょう。

「彼女が言っているのは真実ですか旦那様？　ええ勿もち論ろん、日本の法に当て嵌はめればまだ婚こん姻いんは出来ない年ねん齢れいだとは理解しておりますがこの国には『内縁の妻』などという便利な言葉があると聞きますがどうなのでしょう？　よしんば婚こん約やくだとしてあれだけ可か憐れんで清純なアイシェお嬢じよう様は拒否して彼女を受け容いれるということは、それはつまり貴方あなたが近親者にしか情欲を持てないという、このヘディエの予想を遙はるかに上回るエベレスト級鬼き畜ちく変態だという証明になると思うのですが如何いかがなのですか旦那様？」

　ピタピタと冷たい刃物を喉のどに当てつつ喋しやべりたくるヘディエはぞっとするぐらい怜れい悧りな目をしていて……ああもう怖すぎるよこの侍じ女じよ、どうしてこんな状況で微笑なんて浮かべてやがるんだよ。

　どうすればいいか、予想外の展開過ぎてちっとも思い付かない。まさかあの状況からさらに悪化するなんて。平和な花園で銃じゆう刀とう法ほう違反に殺人未み遂すいのマーダー侍女に脅おどされるなんて色々とキツすぎる。

　身動きが取れず喋ることもままならず、もう人生を諦あきらめるべきなんだろーかと秋晴が観念しそうになっていると……不意に、ヘディエが後ろへと振り返った。

「……お嬢様？」

「いや動くならそれ引っ込めてからに!?　今刺さった、ちょっと刺さった！」

「やかましいですよ旦那様、頸けい動どう脈みやくの一つや二つ断たれたところで何の問題もないのですから大人おとなしくなさいませ」

「それは完かん璧ぺきに死ぬ大問題だっつーの?!」

「お嬢様の未来を案じるならばむしろ善よき事です──しかし残念、タイムアップですね」

　さらっと酷ひどいセリフを連発しておいてからヘディエは身を引いた。特に何があったわけじゃないけど、察することは出来る。たぶんだけど、主人のアイシェが口を挟はさんでくれたに違いない。受信機を持っていないので秋あき晴はるには聞こえなかったけど、そうでなかったらこの侍女が退ひくとも思えないし。

　ともあれ、ヘディエが主人の横へと戻ってくれて、ようやくどたばたとした時間が終わった。目め出で度たいけど、なんでこんなささやかというか普通のことを有り難がらないといけないんだろうな？

　深く考えるとなんだか切ない気分になりそうなので、これ以上厄やつ介かいな話をされない為にも、秋晴はこそっと棗なつめの側へと移動して、

「……なあ、冗じよう談だんを言うなら時と場合と相手を選んでくれ、頼むから。たぶんお前は全く気付いてないんだろうけど、あの二人は色んな意味で冗談が通じないんだ」

「だ、だって婚こん約やく者しやなんて言われちゃったら、それに勝つには入籍済みな関係しかないかなって思ったから……」

「張り合う意味も分からないけど、それ以上に疑問なのはどーして二秒で嘘うそとバレる妄もう言げんをああも堂々と言えるんだお前は。しかも狙ねらい澄ましたように、嘘だと思っていても気にせず息の根を止めにかかってくる相手に」

「…………？？？」

　自分が如い何かに危険な人物を相手取っていたかをまるで理解してくれない様子の棗に、秋晴は小さくため息。やっぱりこのピュアホワイトな従い姉と妹こには通じないか。

　仕方ないので方針変更、秋晴はヘディエの方へと向き直り、

「それで、この暑いのにあんたらは花見か？」

「いいえ違いますよ豚ぶた──じゃなくて、旦だん那な様さま」

　……ちっともさり気なくない感じで豚とか言うし。

「不ふ肖しようながら私がここの一角を使わせて貰もらいハーブを育てているので、その世話をして来たところです。お嬢じよう様にご足労願うのは不本意です、甚はなはだ不本意なのですが心優しいお嬢様が是ぜ非ひにと賛同をして下さいましたので、こうして過ごしていたのです」

「……それは分かったけど、暑くないか？　ただでさえ真夏日だっていうのに、そんな格好をして土いじりなんて」

　花園は草木が多いし噴ふん水すいもあるから多少は涼しいのかもしれないけど、それでも快適に園芸が出来るような生温い陽ひ射ざしじゃない。

　薄着をしている自分でもかなり暑いっていうのに、アイシェは全身をチャドルで覆おおって、手足も含め完全に肌はだを隠かくした見るからに暑そうなスタイルだ。それに比べればヘディエの方はまだマシだけど、それでも黒い長袖そでのシャツに黒いタイツに手袋もつけて……どう考えても通気性がいい様ようには思えない格好をしている。

　ハーブの世話にどれだけ時間が掛かるのかは知らないけど、普通なら熱射病か熱中症で倒れそうな気がする。

「これだから短たん慮りよで無知な旦だん那な様さまは困りものですね」

　けれどヘディエはそんな秋あき晴はるの考えを小馬鹿にするように一いつ蹴しゆうし、ちょっと誇らしげな表情になって胸元に手を当てて、

「アイシェお嬢じよう様さまとこのヘディエが生まれ育ったのは中東でも砂さ漠ばくの多い土地で、この程度の暑さならば平均的な気温です、真夏日というのであればせめて五十度近い数字が欲しいところですね。湿度も高く、しかも夜半には一転して冬のような寒さが覆おおう土地で、あえて空調設備など使わずに過ごされたお嬢様ですよ？　日本のこの程度の暑さなど問題外です、何ら障しよう害がいになり得ません！」

　頬ほおを上気させて、堂々と言い切った。

　そしてアイシェも侍じ女じよの言葉に応こたえるように、チャドルに隠かくれていない目元を微笑ほほえむように柔やわらかくして、

　──そのままパタリと真横に倒れなさった。

「お嬢様ぁ─────────────────!?」

　主人の体が地面に触ふれる前に瞬しゆん間かん移動じみた速度で抱だき支えたヘディエだけど、珍しく取り乱しまくって、

「あああっ、まさかそんなアイシェお嬢様がこの程度の暑さで──ハッ!?　もしや四年を越える日本での快適生活ですっかり体が文化慣れして現代人テイストに!?」

「……あー、意外と簡単に適応するもんだしなぁ」

　環境慣れして逆に鍛きたえられた身としてしみじみ言うけど、噛かみ付いてくる余よ裕ゆうは無いようでヘディエは主人の額ひたいに手を当てたり脈を確かめたりしている。

　そして真綿のように軽々とアイシェを抱き上げると、ダッシュで花園を出て寮の方へと去っていった。もう恐ろしい速度で、まず間違いなく自分が全力疾しつ走そうするより速い。

　人間離れした身体能力で、語学にも長たけているっていうけど……何でだろう、意外にうっかりミスが多いような気がするなぁ。

　まあ兎とにも角かくにも、厄やつ介かいな人が退散してくれたのは良かった──

「……不ふ埒らちな男だと幻滅するかと思いましたのに……」

「……うーん、手て強ごわいですね……」

「…………？」

　やれやれだと大きく息を吐はいていた秋晴は、何やらボソボソと呟つぶやいている朋とも美みとセルニアを見て首を傾かしげた。犬けん猿えんの仲な二人だってのに、随分と珍しい光景があったもんだ。

　かなり気になる画えなので突っ込んで訊きいてみたい……けど、

「ほらほらあっくん、何をボーッとしてるのっ？　早く見て回ろうよ！」

「……あー、そうだな。んじゃ、行くか」

　もう自分のペースを取り戻した棗なつめに腕うでを引かれ、そのまま済なし崩くずしに案内を再開する。

　一応、後ろを見てみると──朋とも美みとセルニアはあまり面白く無さそうな顔をしながら、それでもついてくる気は失うせていないようだった。




　小こ一時間掛けて花園や温室を見て回った後は、すぐに次の場所へ移動になった。

「見えましたわ。あれが白はく麗れい陵りようの誇る美術館でしてよ」

「わ〜〜〜、また凄すごい建物だねぇ。よく分からないけど、何だかギリシャっぽい雰ふん囲い気きがするよねっ」

「俺おれにはお前の感性が分からないけどな。あと海外知識も」

　従い姉と妹こから同意を求められるけど、そこで頷うなずいたら流石さすがにまずい。バロック建築を意識して造ったらしいから、建てた人が聞いたらたぶん泣く。まあ自分もそこまで詳くわしい訳じゃないから受け売りだけど、それでもあの外観からギリシャはないだろ。詳くわしそうな上育科組は、なんかもにょっとした残念そうな目をして棗なつめを見ているのでちょいと訊ききづらい。

　もしかしてこの従姉妹は知識の方も子供の頃と変わってないんじゃないかと思いつつ、

「俺もまだ中に入ったことはないんだけど、昔の芸術家の作品とかはあんまり置いてないらしいぞ。うちの生徒作品とかが飾ってあるらしいけど、それでいいのか？」

「だからいいんじゃない！　だってつまり、桜おう沢さわみみなさんの作品があるってことよねっ？」

「ええ、ちゃんとありますよ」

「美術館がある以上、当然ですわね」

　目をくわっと見開いている棗に、それぞれ自じ慢まんげな笑みを浮かべている上育科組。

　そんな三人の反応に、一人置いてきぼりを食らったような感じの秋あき晴はるは頬ほおを指で掻かきながら、とりあえず横にいる従姉妹に訊きいてみることにした。

「お前、あの先せん輩ぱいと知り合いなのか？」

「知り合いじゃないけど知ってるよっ。桜沢みみなっていったら超有名人だもの！　テレビで絵を見たことがあるし、雑誌のインタビューだって読んだことあるもん！」

「……そうか、そういや有名人だったっけか……」

　そんな事実、すっかり忘れていた。だってあの先輩ときたら見た目はどう見ても小学生だし、話をしてもやっぱり印象は変わらないし。おまけにあの先輩が凄すごいところなんて殆ほとんど見たことが無い。絵が上う手まいっていうのは知ってるけど、テレビや雑誌で大騒ぎされる程なのかなんて、絵心も審美眼も無い自分には全然分からんし。建築デザイナーをやっていた死んだ父親が聞いたらがっくりきそうだけど、これはもう仕方がない。

　しかし……雑誌のインタビューって、それは──

「……あら？　噂うわさをすれば何とやら、ですね」

「なん……？」

　聞こえてきた朋美の声に秋晴は俯うつむき加減だった顔を跳はね上げて、美術館から出てくる小さな人影を見つけた。

　ひょこひょことカルガモみたいな感じで歩いてこっちに来るのは、どう見ても小学生みたいな上級生のみみなだ。いつも抱かかえているスケッチブックだけじゃなくて、今日は大きな麦わら帽ぼう子しを被かぶっていた。
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　流石さすがに四人で固まっていると目立つようで、みみなは自分達に気付いたらしく足を止めてこっちを注視している。そういや人見知りな人だったなー、と思いながらも秋あき晴はるは軽く手を挙げて振ってみると、ややあってから小走り気味に寄って来た。

　大して距離は離れていなかったけど、それでもみみなは近くに来る頃には軽く息を荒げて額ひたいに汗あせを滲にじませ、鍔つば広ひろの麦わら帽子をちょっと上にずらして秋晴を見上げて口を開いた。

「こっ、こんな所で何してるの？　もしかして、美術館に行くつもりなの？」

「ええ、そうなんですよ。こちらにいる方が秋晴くんの従い姉と妹こさんで、今校内の案内をしているところなんです」

　応こたえたのは朋とも美みで、いつもなら我先にと張り合って動くセルニアは顎あごに手をやって何やら考え込んでいた。珍しいこともあるもんだけど、騒がれるのもケンカされるのもそれに巻き込まれて被害受けまくるのもご免なので、秋晴としては有り難い。

　それに……もっと気になる反応をしているヤツがいるし。

　ちらりと横を見れば、胸の前で両手を組んだ棗なつめが目をキラカード並みに輝かせていた。なんかこう、猫ねこじゃらしを前にしたチンチラというかプール開きを控えた子供というか、期待と好奇心で溢あふれんばかりの。

　そして棗は大きく一歩前に出て、

「かっ────可愛かわいいっっっ！」

「わぷっ……!?」

　そのまま、きょとんとしているみみなをムギュッと抱だき締めた。

「凄すごい凄いっ、この子凄いよ物凄く可愛いよ?!　きゃああっ、もう手とかもちっちゃい！」

「ゃ、あ、う……!?　や、止めっ──」

「ほらほらあっくん、見てこのラブリーさ！　もうこれはこのままお家うちに連れて帰るしかないよね!?」

「いや落ち着け、それは拉ら致ちという名の犯罪だから」

　小さな先せん輩ぱいを抱いて触さわって万ばん歳ざいさせてとやりたい放題の従姉妹にひとまず注意してから、秋晴は浮かび上がった疑問をぶつけてみた。

「ところでお前、件くだんの桜おう沢さわみみながどんな人か知ってるのか？」

「勿もち論ろん知ってるよ！　国民栄誉賞や人間国宝に選ばれるんじゃないかって言われてるくらいだしっ、でもでもこの子の可愛さもそれに匹ひつ敵てきするよ?!」

　なるほど。つまり、どんな外見をしているかは知らないのか。

　納得したところで、秋あき晴はるは興奮している棗なつめからも見えるように、彼女が抱だき上げようとしている小さな上級生を指差して、

「お前がわやくちゃにしてるその人が、桜おう沢さわみみなだ」

「…………にゃ？　こ、この子が？」

「そう、限りなく小学生に見えるけど、その人が」

　棗はゆっくりと体を離し、それからまじまじと半泣きになっているみみなを見つめて、

「あっ、あのっ──本当に桜沢みみなさん、ですかっ？」

「ぇ、あ、う、ぁ…………み、みみなは、みみなだけど……」

　おー、動揺しまくりだ。人見知りなのに初対面の相手からあれだけペタペタ触さわられて抱き付かれてとやられたんだから、仕方ないんだろうけど。

　一方、人見知りなんて全然しない棗は先せん輩ぱいの小さな手をわっしと掴つかんで、

「は、初めましてっ。あたし、あっくんの従い姉と妹こで嫁よめな棗って言います！　それでそのっ、みみなさんのファンです！」

「は、ぇ…………ぁりが、とう…………ヨメ……？」

「わーっ！　きゃ〜〜〜っ！　凄すごいっ、凄いよあっくん！　本物のみみなさんだよっ!?　凄く可愛かわいくてちっちゃいのにみみなさんだよっ?!」

「あー、小さいな。でもお前、その人一応年上だからな？　あんま失礼なことするなよ？」

「そう言うキミが失礼だよっ！　そ、それに、この子もっ……いくらみみなが大人おとなだからって、お、怒る時は怒るんだからっ」

　赤くなりながら大きな目に涙なみだを溜ためている姿はちっとも大人に見えないけど。さらに言えば怒っているようにも見えない。むしろ怖くて仕方ないって感じがする。

　だから秋あき晴はるは二人の間に割り込むように移動して、

「はいはい、とりあえず落ち着け二人共。特に棗なつめ、お前の態度は社会的に見て駄だ目め過ぎるから。通報されてもやむを得ない感じだったぞ、今のは」

　言いながらそっと掴つかんで二人の手を引き離すと、何な故ぜか二人の視線が自分に集中した。しかも凝ぎよう視しって感じで見られている。

　なのに何も言って来ないという不可解な事態に秋晴は眉まゆを顰ひそめて、

「…………何だよ？」

「べ、別になんでもないよっ!?　うん、なんでもないですっ」

「そ、そうなの、なんでもないの！　なんでもないけどヨメって何なのっ!?」

「…………なんだろう、戯ざれ言ごと？」

「わわ、酷ひどいっ!?」

　どういうわけか異常にテンションの高くなった二人の様子に、秋晴は首を傾かしげる。棗は元からややテンションが高いけど、先輩までこれっていうのは……しかも嫁よめ発言を微び妙みように真まに受けてるし。あんなの信じるの、小学生くらいだろ。もしくは殺す切っ掛けが欲しいだけのどっかの侍じ女じよとか。

　一応、朋とも美みとセルニアの方も見てみれば、こっちは何な故ぜか不ふ機き嫌げんそうな顔になってるし。朋美は澄まし顔を作ってるつもりかもしれないけど、眉み間けん辺りにやや皺しわが寄っているからそうと分かるし、ドリルは一目で苛いら々いらしているのが分かるくらい柳りゆう眉びを逆立ててるし。

　こうなると、自分が何かやってしまったんじゃないかって不安になるなぁ。気付かないうちに失言とかしたんだろーか？　特別、おかしなことは言ってないはずだけど。

　そんな風に秋晴が腕うで組ぐみして自問自答をしていると、不意に視界の中でセルニアがハッとしたように表情を変えた。しかもすぐに口元を綻ほころばせ、目を細めて笑みを浮かべる。……なんというか、『悪いこと企んだった』って感じの笑顔だ。

　何を考えてるんだこのドリル──と警戒した瞬しゆん間かん、セルニアは良く響く声で言った。

「そういえば貴方あなた、一時期桜おう沢さわさんと噂うわさになったことがありましたわね！」

「……はぁ？　それはお前、」

　他ひ人と事ごとのように言い出した掘くつ削さく機きヘヤーの女に『それはお前が騒いでたんだろーが』と突っ込みを入れようとした矢先、横手からもう一つ声が飛んできた。

「そういえばそんなこともありましたね。つまり秋晴くんは桜沢さんのようなキュートで小こ柄がらな子が好きということですか」

「えええええぇぇえぇっ!?　どゆこと、あっくん！」

　急に朋とも美みが変なことを言い出したかと思ったら、棗なつめが慌あわてふためいて飛び付いてきた。

　どういうことって、それはむしろ秋あき晴はるが訊ききたい。ドリルにしろこっちの腹黒にしろ、何を言ってるんだと。しかも棗はあっさり信じたみたいだし、おまけで先せん輩ぱいは瞬しゆん時じに真まっ赤かになった顔をスケッチブックに埋うめるように押しつけだしたし。

「だだだダメなんだよあっくん、ロリコンは犯罪なんだよ!?　児童ナントカ法で国家公務員に捕つかまっちゃうよ！」

「いや落ち着けっ、ああ見えても俺おれらより年上なんだぞあの人！」

「──それはつまりこれ以上成長する可能性が薄うすい、ということですね。二十歳はたち過ぎてもあの容姿というなら法律的にも問題なくて、むしろ好都合ということですか？」

「そこの腹黒女、うるせぇ！　なんだそのいかがわしい言い回しは!?」

「いかがわしいのは貴方あなたの方でしてよ、日ひ野の秋晴。桜おう沢さわさんを人の寄らない場所に連れ込んだというネタは、もう割れてますわ」

「だからそれじゃ性犯罪者みたいだろっ!?　無実っ、いや無実以前にどーして俺はこんな非人道的な裁判に掛けられるような立場になってんだよ?!」

「…………ハッ!?　まさかまさかっ、みみなさんのインタビューに載のっていた『頼りになる男の子』って、まさかっ──」

　ショッキングな事実を突き付けられたように棗が青ざめ、秋晴は舌した打うちしたくなる。くそう、勢いのままノーと言いたいのに否定しきれないネタを出しやがって。

　こうなったら当人の助けを借りようとみみなのいる方へと視線を向けると……

　──走り去って行く、小さな後ろ姿が。

　うっわ、あの先輩め。耐えきれなくて逃げたか……！

　いや確かに下へ手たなことを言われるよりはマシかもしれないけど、残された人間はどうすればいいのかだけでも教えてくれてから消えて欲しかった。

　唇くちびるを噛かみ締めた秋晴が視線を戻すと……そこにいるのは涙なみだ目めになりかけている従い姉と妹こに、とても嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる腹黒幼おさな馴な染じみに、勝者の笑みを浮かべている金きん髪ぱつドリル。

　──これを、一人でなんとかしろと？

　絶望が過ぎるくらいの難題に、秋晴は旅に出たい気分で頬ほおを引きつらせた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　棗の誤解を解くのにかかった時間、およそ十分。ただし体感時間に直すと二時間強。

　おかげで死ぬ程の精神的疲労を負った秋晴は、美術館見物も終わった現在、カフェテラスのテーブルに倒れるように突っ伏していた。腕うでを枕まくらにして、これはもう明らかに行儀が悪い。外ならともかく白はく麗れい陵りようでするような体勢じゃない。……そう分かってはいるけど、少しでも疲れを癒いやしたいと心身共に訴えているので抵抗する気になれなかった。

　大体、棗なつめは素直なヤツだから本当ならすぐに誤解は解けたはずだ。なのにあんなに手間取ったのは、厄やつ介かいな横よこ槍やりを入れる奴やつが二人もいたからだ。

　無料解放されているカフェテラスに驚いていた棗は今、その二人とアイスティーを飲みながら雑談に興じている。

　その様子を同じテーブルから眺ながめながら、秋あき晴はるはこっそりと声を出さずに笑う。いやー、初めは怠だるいから会話に加わらなかっただけだけど、こうなると観客に回る方が断然面白い。こんな珍しい光景、滅めつ多たに見れるもんじゃないし。

　一体どういう展開になっているのかというと……

「──じゃあ、朋美さんは小学生の時にあっくんと仲良かったんですねっ？」

「え、ええ……仲が良かったかと改めて言われれば、そこまで懇こん意いにしていたわけではないですけど……」

「いいなぁ、同じ学校の同じクラスだったなんて。あたしはたまにしか会えなかったから、そういうの凄すごく羨うらやましいな」

「……そ、そうですか……？」

「セルニアさんは、クォーターなんですよねっ？」

「そうですわ。先程も言いましたけれど祖そ母ぼが日本の方で、祖そ父ふは爵しやく位いを持つ本物の英国貴族でしてよ！」

「わぁ……凄いなぁ、映画みたい。それに髪かみだってとっても綺き麗れいだし、瞳ひとみも碧みどり色いろで宝石みたいだし、スタイルも良くって」

「ぅ……そ、それ程でもありませんわよ……」

　あの朋美が、あのセルニアが、完かん璧ぺきに押されていた。

　まあ、それも当然か。棗に遠回しな皮肉は通じないし、自じ慢まんげに振る舞っても目を輝かせて尊敬の言葉を返してくるし、二人とも見事にペースを狂わされていた。

　……で、何な故ぜか二人の『なんとかしろよ』的な目がこっちに向く、と。

　秋晴としてはもう少しこの面白い光景を見ていたいけど……でもまあ、あんまり調子に乗ってると後が怖いしなぁ。特に朋美には嫌いやなネタを山ほど握られてるし。

　ここらが潮しお時どきなんだろうと、助け船を出す形でにこにことアイスティーを飲んでいる棗へと問いかけてみた。

「それで、どうだったよ？　あんまり見て回れなかったけど白はく麗れい陵りようがどんな所かは大体掴つかめただろ？」

「うんっ、想像していたよりもずっと綺麗で豪ごう華かで凄かった！　生徒の人達も、美人で可愛かわいい人ばっかりで……羨ましいなぁ」

　素直な感想を口にする棗なつめに、朋とも美みとセルニアは笑顔を見せる……けど、どこか精彩がないというか、疲れた感じだ。

　長い付き合いで慣れている秋あき晴はるは、そんな二人の様子に小さく笑ってから、

「ま、いいことばっかじゃないけどな。ただでさえ男女比がえらいことになってるから男の身としてはやりづらいことも多いし」

「あ〜、やっぱりそういうこともあるんだね？」

「箱入りのお嬢じよう様さまが相手だと、特にな。棗みたいにガキっぽいヤツばかりならもうちょい気易くやれるんだが」

「あたしは子供っぽくないよっ?!　ほらっ、ちゃんと成長してるし！」

「見た目は多少、な。けどお前のことだから、どうせ昔からの癖くせとか治ってないだろ？　確か風ふ呂ろに入る時──」

「ああっ、なんでそんなこと覚えてるの?!　忘れようよ、そういうことは一刻も早く優先的に忘れちゃおうよっ！」

　ちょっとからかってやると、頬ほおを赤くして無茶な訴えをしてくる棗の様子に、秋晴はつい口元を綻ほころばせてしまう。

　そうして話していると──どうしても自然に、昔の記き憶おくが浮上してくる。

　棗は親しん戚せきで、物もの心ごころがつく前から知っている相手だ。朋美よりも古い付き合いで、昔は自分も棗のことを『なっちゃん』と呼んでいた。年に数回、盆ぼんや正月に田舎いなかの祖そ父ふ宅に帰省した時によく一緒になって遊んだし、プールや遊園地に行ったこともある。

　……そーいやママゴトやお医者さんごっこなんてベタなこともやったよーな覚えもあるなぁ……朋美に知られたら夏休みが明ける前に全校生徒に知れ渡っているか、ここぞという時に一撃必殺な感じで暴ばく露ろされて、白はく麗れい陵りように来て何度目になるか分からない消えて無くなりたい衝しよう動どうに襲われそーだ。

　まあそれはさておき、やや大人おとなしめな性格だった自分と昔から天てん真しん爛らん漫まんな棗なら、当然従い姉と妹こに引っ張られる形になる……のが普通なんだろうけど、何な故ぜか棗は二人だけだと前に立つことを嫌きらって、行く先も遊ぶ内容もこっちに決めて貰もらおうとしていた。

　前でも後ろでもなく、隣となりの位置で。

　決して強い自己主張はせず、いつも笑顔で。

　本当に……変わってない。

　今も輝くように明るい、それでいて少しだけ恥ずかしそうな表情をしている棗は、真まっ直すぐにこっちを見ていて──

「お二人は、とても仲が良いいんですね？」

　不意に、それまで黙っていた朋美がそんなことを言い出したことに、秋晴は眉まゆを顰ひそめる。

　朋美が浮かべているのはいつもの優等生スマイル……なんだけど、どこか怖さを感じさせるのはなんでだ？　気のせいかもしれないけど、セルニアのヤツも微び妙みように表情を堅くしているし、ただの勘かん違ちがいとも思えない。

「従い姉と妹こ、ということですけど……秋あき晴はるくんは棗なつめさんのお家に引き取られた訳ですし、兄妹のように仲が良いいのも不思議ではないのかもしれません、が……」

「…………朋とも美み？」

　やっぱり、何かおかしい。勿もつ体たい振ぶるのはよくあることだけど、ここまで意図が掴つかめないのは滅めつ多たにないことだし……

　第一、朋美が見ているのは棗だ。自分にならともかく、あの従姉妹相手に婉えん曲きよくな嫌いやがらせをするような真ま似ねをこいつがするとは思えない。

　なら何を狙ねらっているんだろうかと秋晴が訝いぶかしんでいると、朋美は少しだけ笑みを潜ひそめて、

「棗さんは、秋晴くんのことをどう思っているんですか？」

　──とんでもなく厄やつ介かいなことを口にした。

　思わず息を呑のんでしまい、秋晴は声を発するタイミングを失ってしまう。それに、何を言えばいいのかも分からなくなる。

　自分と棗は従姉妹同士で、それ以外の関係じゃない。それ以上の関係でもない。

　だからこそその質問は致命的で、しかもそれが自分に向けられたものならどうとでも誤ご魔ま化かせるけど、選よりに選って棗の方に……！

　素直で無む垢くな従姉妹は、今日が初対面の相手に投げかけられた質問に気分を害した様子もなく、ただ少し驚いたような顔をしていて、

「…………あたしは、」

　それが、すっと真剣な色に染まり──




「……あら、聞き覚えのある声だと思っていたら、皆さんでしたか」




　──開きかけた棗の唇くちびるは、突然聞こえてきた声によって閉ざされた。

「わあ、なんだかお久しぶりな気がします。日ひ野のさんとは合宿の時以来ですねっ」

　続いて聞こえた声で秋晴はこの場に現れたのが誰だかを悟さとり、大きく安あん堵どの息を吐はきつつ振り返って──

　…………………………何だか、有り得ないものが見えたよーな気がした。

　秋晴は一度目を閉じて、自分の顔を掴つかむような感じでこめかみを揉もみほぐし、そうしながら精神を落ち着かせる。

　いかん、もしかしたら相当疲れが溜たまっているのかもしれない。それとも気付かない内に暑さで脳がやられていたのかもだ。

　うん、有り得ない。いくら白はく麗れい陵りようだからって、それはない。

　……そう思い込もうとする、けど……

「なっ──四し季き鏡かがみさん、それにお姉ねえさんも、なんて格好をしてますのよっ!?」

「あら？　やっぱり去年のものですから、今年の流行には合いませんか？」

「……いえ、そういうことではなくて、ですね。フレイムハートさんが言いたいのは、どうして校内をそんな、水着姿で歩いているのかということで……」

　──ああ、やっぱり現実なのか、これ。否定したかったけど、セルニアの甲かん高だかい声と朋とも美みの重い声がそれを許してくれない。

　神聖な学舎で、それも天下の白はく麗れい陵りようで。

　カフェテラスに水着を着た二人組が現れるなんて、そんな馬鹿なことが……

「──わあっ、なんですかこのえろえろしいぼでぃの二人組はっ?!　こ、この人達も知り合いなのっ、あっくん!?」

「………………………………一応、知り合い……」

　ぎゃーぎゃーうるさい従い姉と妹この声に、秋あき晴はるは諦あきらめの心境で手をどけ、瞼まぶたを開いた。

　眩まぶしい夏の陽ひ射ざしの中、四季鏡さんちの沙さ織おりさんと早さ苗なえさんという、元セレブのドジ姉妹がそこにいた。ついさっきまでの張り詰めた空気が、もう台無しだ。

　しかも妹の方が引きずるようにして持っているのは、夏の海辺でよく見かけるチェアーベッドってヤツだ。

　二人共高校生離れした体つきでモチっとした肌はだをしていて、特に姉の沙織は腕うでやウエストは細いのに胸とか太ふと腿ももとかはボリュームが凄すごいことになっている。容姿も文句無しの美人だし、ひとつひとつの仕種しぐさが絶ぜつ妙みように色っぽい。

　なら妹の四季鏡は劣るのかっていうと、そうとも言えない。むちっとした体といい、とびきりの美人じゃないけどやや童顔で可愛かわいいという辺りが……なんというか、隙すきの多さも相あい俟まってとんでもなくえろっちい。

　けど、今問題とすべきは二人のプロポーションやフェロモンとかじゃなくて、

「…………何をやってんだ、あんたらは……」

「見ての通り、日光浴をしに来ましたっ」

「どうして学校内で日光浴をするんですのっ?!　それもカフェテラスで！」

「だって、喉のどが渇かわいた時にすぐ飲み物を取りに行ける場所の方が便利でしょう？」

「……いえだから、そういう問題では無くてですね……？」

　駄だ目めだ、日本語を使っているのに相変わらず言葉が通じない。朋美達と三人掛かりで突っ込みに回っても尚なお処理しきれないってどういうことだ。

「夏はタヒチのビーチに行くのが恒こう例れいだったのですけど、今は国内旅行すら難しい状況です。だから白麗陵で再現を試みてみたんですよ」

「いやプール開いている時にやれよそういうことはっ！」

「それに四し季き鏡かがみさんっ、特に貴女あなたの格好は問題が多すぎでしてよ!?」

「あっ、これですか？」

　やたら嬉うれしそうな声を返してくる四季鏡（妹）だけど、チェアーから手を離して水着を摘つまむその姿は、どう考えてもおかしい。

　姉の沙さ織おりさんは、百歩譲って良しとしよう。布地の面積がやけに少ない三角ビキニでどれだけ隠かくす気があるのか知らないけど、それでも水着だ。一応水着だ。
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　けど妹の着ているのはどう見ても大きめの葉っぱを紐ひもで繋つなげただけの、お前どこの部族だって訊ききたくなるようなもので……まあ、うん、男目線で見る分にはとてもいいものだとは思うんだけど、それを白はく麗れい陵りようでやっちまうっていうのはどうなんだろうな？

　思春期の男としては当然湧わき上がってくる悶もん々もんとしたものを抑おさえるのに苦心する秋あき晴はるを他よ所そに、四季鏡は楽しそうに腰こし巻まき状にした葉っぱの一部を摘んで、

「去年まで使っていた水着はもう入らないですし新しく買うお金もないので、頑がん張ばって自作してみたんですっ。以前にこういう水着で踊おどっている人達を見たことがあったので、手近な材料で作ってみました！　世の中にはこんな格好で普通に暮らしている人達もいるらしいので、世界規模の視野でなら特に変じゃないはずですよねっ？」

「そんな奥地限定ファッションが経済大国日本で通用すると思ってんじゃねぇ！」

　全力で叫んで──どっと疲れて、秋晴はため息を吐ついた。厄やつ介かいな流れをぶち切ってくれたのは助かったけど、それとこれとは別だ。

「……とにかく、だ。ここでそんなことやったら絶対に迷めい惑わくだから、そーいうのは違う場所でやってくれ。寮の庭とか裏山とかで」

「まあ……迷惑をかけているとは気付きませんでした。ビーチにいる時はいつも人だかりが出来ていましたけど、ここではそれも無かったものですから」

　頬ほおに手をあておっとりと呟つぶやく沙さ織おりは無む駄だに色っぽくて、おまけにため息を吐ついた拍ひよう子しに窮きゆう屈くつな感じで押し込められた胸が柔やわらかそうに揺れて──駄だ目めだ、相変わらず男を惑まどわす魔ま性しようの体をしている。そりゃあこんな美人で無防備な人が寝ていたら男も寄ってくるよ。

　この二人が揃そろって肌はだを晒さらしまくっているという素す晴ばらしい光景が見れなくなるのは本気で残念だけど、あんまり見ていると変な気を起こしそうだし、さっきから棗なつめが自分の胸に手をやっているのがとても痛々しいので、仕方ない。

「それでは、あまり迷惑をかけてはいけませんから場所を変えましょうか」

　ああでもなんか勿もつ体たいないなー、と秋あき晴はるが未練がましく見守る中、沙織はこちらへと綺き麗れいな動作で会え釈しやくをし、

「……あら？」

　その拍子に、どーいうわけだかはらりと水着が、

「あっくん見ちゃダメぇっ!?」

　叫び声と共に、秋晴の視界を肌色が埋うめ尽くし──

「ぎゃぶぁぁぁぁぁっ!?」

　実際にそのまま、埋まった。

「目っ、目ぇ!?　刺さってる、指っ、刺さってるからっ?!」

　絶叫をあげながら秋晴は必死に現状をアピールするけど、本来眼がん窩かにあっちゃいけない異物はまるで動いてくれない。

　棗は咄嗟とつさに目め隠かくしを試みたんだろうけど、目隠しじゃなくて目潰つぶしになってて物もの凄すごく痛い、そんでもって熱い……！

「だっ、大丈夫ですか日ひ野のさ──あぅっ!?　葉っぱ、葉っぱが〜」

「あうう、もう一人の人までっ!?　ダメだよあっくん、見たらダメだからね?!　あんなのもうおっぱいじゃないよっ、凶きよう器きだよ！　刺激強すぎて目が潰れちゃうよっ！」

「いやむしろお前が潰し──ぐゅおっっっ!?　抉えぐ、とれっ、取れる!?　眼球っ、眼球が！」

「な、棗さんっ!?　流石さすがにそれはかなり危険ですよ?!」

「そうですわ、いくらその男の目つきが犯罪級とはいえやり過ぎでしてよ!?」

「…………あっ、ごめんね！」

　朋とも美みとセルニアの声もあってか、ようやく自分の指が触ふれてはいけない繊せん細さいな部分を潰そうとしていることに気付いてくれたようで、目から危険すぎる感かん触しよくが遠のいた。

　けど、秋あき晴はるは目を開けることが出来ない。というか、痛い……！　生まれてこんなに泣いたことは無いっていうくらい涙なみだが出て止まらない……！

「とっ、とりあえず行こうっ！　一刻も早くここから離れよう！」

「お、ま、待てっ、まだ目が、暗くて痛くて……！」

　ちっとも痛みが引かないうちに手を掴つかまれて、瞼まぶたを閉じてもだくだくと溢あふれる涙を流している秋晴は抵抗らしい抵抗も出来ず、従い姉と妹こに引っ張られるがままに連行されるしかなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「今日はありがとうねっ。いきなり押しかけて、しかも見学に付き合わせちゃって」

　そう言って、棗なつめはペコッと頭を下げた。

　白はく麗れい陵りようの正門前。まだ日が沈むまで大分あるけど、棗が住んでいるのはちょっと離れた静岡の西の方なので、帰宅するのに数時間かかる。駅までは理事長の手配した車で送って貰もらえるそうで、見送りはここまでだ。

「本当は彩さい京きようさんとフレイムハートさんにもお礼言いたかったな。悪いけど、あっくんから伝えておいて貰もらえるかな？」

「……了解」

　カフェテラス以降はぐれてしまった二人への伝言を承うけたまわってはみたものの、どう言えばいいんだろうな？　無ぶ難なんに『お世話になりました』とでも言うべきか。……なんか凄すごく罰ゲームっぽい感じがして嫌いやだけど。

　そんなことを秋晴が考えていると、棗は心配そうにこっちの顔を覗のぞき込んで、恐る恐る訊きいてきた。

「あのっ……まだ、痛い？　ごめんね、あんな酷ひどいことしちゃって……」

「……確かに、酷い惨さん劇げきだった……」

「本当にごめんなさいっ！　この通りだから、許して……ねっ」

「…………いやもういいけど。何とか無事だったし」

　顔の前で両手を合わせた棗が頭を下げる姿に、秋晴は素そっ気けなくそう返した。

　流石さすがに目へのダメージはきつかった。痛みが引くまで涙が止まらなかったせいか、少し頭痛がして、ついでに目は腫はれぼったい上にしょぼしょぼしている。本当、良く無事に済んだもんだ。ぐりっと抉えぐられた時は失明するかと思ったけど、どうやらセーフだったらしい。

「もう大丈夫だし、あんまり気にすんなよ。あんなの、事故みたいなもんだしな」

　喉のど元もと過ぎれば何とやらで、日頃から従育科で地じ獄ごくを見ているせいか、もうこの手のことで一々怒ってられない。これは果たして成長したと言って良いいのか、微び妙みよう過ぎる。

　そんなことを秋晴が思っていると、

「…………やっぱり、あっくんは優しいね」

　今まで聞いたことの無いような穏おだやかな声でそう言った棗なつめは、何な故ぜか寂しそうに笑っていた。

　別れの雰ふん囲い気きとはまた違うしんみりとした空気が生まれて、秋あき晴はるは言葉を失う。何か言わなきゃいけないような感覚はあるのに、形にならない。

　ただ──漠ばく然ぜんと、理解した。

　ふとすれば泣いてしまうんじゃないかと思うくらい張り詰めた表情をしている棗がこれから言うことが、こいつが今日、白はく麗れい陵りように来てまで伝えたかったことなんだと。

「──あたしね。あっくんがうちに来るって決まった時、凄すごく嬉うれしかったよ。お父とうさんが亡くなって、あっくんが凄く辛いっていうのは分かってたはずなのに、嬉しかったの。酷ひどいなぁ、って自分でも思うけど、それでも」

「……別に、親父おやじの事はお前が悪い訳じゃないだろ」

　ちゃんと声が出て言葉を返すことが出来たことに、秋晴はホッと胸を撫なで下ろす。同時に、喋しやべったことで少し落ち着けた。

　それから、二年前の三月──父親が交通事故で死んでから数日経たったあの日のことを思い出して、秋晴は頬ほおを緩ゆるめて笑った。

　通つ夜や、葬そう式しきと、親しん戚せきはそれなりの数が集まった。かなり重苦しい雰ふん囲い気きだったはずだ。

　親戚達は誰も彼も秋晴を見ていなかったし、死んだ父親のことさえどうでもいいことのように形だけの哀あい悼とうをするだけだった。連中の興味は他ほかにあることがまだショックから抜けきっていない自分でも分かるくらい、手抜きの仮面を被かぶっていた。

　その中で声を抑おさえきれずに泣いて、言葉にならないまま何かを伝えようとして泣き続ける棗の姿に、あの時の自分は少しだけ楽になったことを覚えている。

　母親が死んで、父親が死んで──それでもまだ、自分のことを想ってくれる人がいるって実感が湧わいて……たぶん嬉うれしかったんだと思う。

　だから棗に感謝しているし、酷いとも思わない。

　言葉が足りないから、どこまでそれが伝わったか秋晴には分からない。

　分かるのは、棗が真剣で真まっ直すぐな気持ちをぶつけてこようとしていることだけだ。

「でも、あっくん……何も言わないで、相談もしてくれないで、遠くの学校に入っちゃったよね。寮に入る前日にママから聞かされて、凄く驚いて……今回だってそうだよ。白はく麗れい陵りようのことも教えてくれなくて、凄く凄くショックだったんだよっ？」

「…………悪かったと思ってるよ」

「……ダメ、なのかな？　あたしはあっくんと一緒の家に住んで、一緒の学校に行きたいよ？　ここがいい所だって分かったし、あっくんがここでやりたいことがあるっていうのも分かる気がするけど、それでもっ、」

「悪い──けど、無理だ」

　棗なつめの言葉を遮さえぎる形で、短く伝える。

　その願いは叶かなえられないって、期待には沿えないって、ハッキリと分かるように。

　自分の言葉で従い姉と妹この顔がくしゃりと歪ゆがむのを見て、秋あき晴はるは目を逸そらしたくなるのを全力で堪こらえた。それをしたら卑ひ怯きよう過ぎる。

「…………そっかぁ。うん、なら仕方ないねっ」

　泣き笑いの表情になった棗が声を弾はずませるのが胸に痛いけど、堪こらえる。殴なぐられた相手と殴った自分の手、どちらが痛いかなんて分かり切っているから、堪える。

「一緒の学校に通う野望は諦あきらめるねっ。でも、これくらい受け取ってくれる？」

　表情に出さないようにと秋晴が苦心している内に、棗は一歩近付いてこちらへと何かを差し出して来た。

　それが何なのかすぐには分からなかったけど……理解した瞬しゆん間かん、思わず口くち端のはが引き吊つった。

　小さな辞書が入りそうなサイズの箱には見覚えがある。正確に言うと昨日きのう初めて見て、今日も引き続いて自分を迷わせている元げん凶きようだ。

　中に入っているブツが何色のどんなバージョンかは知らないけど──これは間違いなく携帯電話ですよ？

　うーわー、ここでこれが出てくんのか。幻の三台目の登場だよ。

　なんか今までの感傷が全部吹っ飛んで片かた膝ひざつきたくなるけど、棗の前なのでそれは我が慢まん。

　それでもどうしようもなく口端が引き吊ってしまう秋晴が手で口元を隠かくしていると、

「やっぱり、携帯が無いと不便だよねっ。それから、気が向いたら電話やメールで相手してくれると嬉うれしいんだけど……いらない？」

　棗らしくない不安を滲にじませた言い方で、よく見れば唇くちびるが微かすかに震えていた。

　こっちの間抜けな動揺には気付いてない……というか、気付くような余よ裕ゆうは無いっぽかった。

　拒絶されることを怖がっているとすぐに分かるそんな様子に、秋晴は口元にやっていた手を下ろして──

　そのまま、棗が差し出していた携帯電話の箱を受け取った。

　棗の安あん堵どしたように微笑ほほえんだ表情に、微かすかな痛みを感じながら。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　正門の向こうに棗の姿が消えるのを見届けてから、秋晴は天を仰あおいでみた。

　まだ空は青くて、陽ひ射ざしも強い。けど、これから何かしようっていうには中ちゆう途と半はん端ぱな時刻で、そんな気も起こらない。

　夕飯の時間まで寝て過ごすかなー、と自じ堕だ落らくモードで寮に戻ろうと踵きびすを返して──踏み出そうとした足が、見事に固まった。

「……何やってんだ、お前」

　正門から各施設へと続く道を挟はさみ込むように置かれた石像のすぐ近くに、朋とも美みが立っていた。呆あきれたような声で訊きいたけど、この状況が分からないほど秋あき晴はるも馬鹿じゃない。

　朋美のことだから、ちゃんと別れの挨あい拶さつはするつもりだったんだろう。だから必然的に通ることになる正門の近くで待ち伏せしていたけど、会話内容が意外にシリアスだったから出るに出られずにいた──ってところか？

　しかし、このタイミングで堂々と出て来るっていうのが分からない。こいつの性格を考えれば、忘れた頃に不意打ちであの時居たことをバラしてこっちの反応を楽しむような気がするのに……って、本気でろくでもない行動だなそれは。

　自分で想像したことに秋晴がうんざりしていると、

「少し、秋晴くんに訊きたいことがあったものですから。こうして出て来ました」

　涼しげな表情で話す朋美は、ちっとも悪びれる様子は無くて、おまけに優等生モードだ。

　こいつのことだから下した手でに出てるって訳じゃないんだろうけど……いつもと違って、目が笑ってない。

　それが気になって軽口を返すこともせずに黙っていると、朋美が小さな口を開いた。

「気付いていない……ということは無いはずですよね？　秋晴くんはちょっと鈍感なところもありますけど、それでもあんな態度をされて、あんなことを言われても気付かないってことは無いはずです」

「……回りくどすぎて、何が言いたいのか分からねぇよ」

「なら率直に訊きますけど──棗さんは秋晴くんのことが好きだって気付いていたはずなのに、どうしてはぐらかすような真ま似ねをしたんですか？」

　宣言通り、本当に率直に訊いてきた。これ以上無いって程真まっ直すぐに投げられた質問で、これを答えないヤツがいるとしたら言う気が無いってことだ。

　プライベートなことだし、答えてやる義務は無いはずだ。これは当事者の問題で、知りたがりなだけのヤツにべらべらと喋しやべるような事じゃない。

　……そう分かっているのに、話したいと思っている自分がいる。

　相手は朋美だ。陰いん険けんで腹黒で計算高くて、それでいて世話焼きで負けず嫌ぎらいな幼おさな馴な染じみだ。

　誰にでも話すようなことじゃない……けど、こいつには話してもいいような気がした。たぶん気の迷いっていうのはこーいうことを言うんだろうけど……まあ、いいか。

　スパッと諦あきらめるような心境で、秋晴は空いた手で右耳の安全ピンをそっと触さわりながら朋美から視線を外して、体の奥底の方から絞しぼり出すような感じで言葉を探す。

「まあ、好かれてるんだろうな。昔から何となくだけど自覚はあったし、あいつはあんな性格だから俺おれも嫌いじゃなかった……というか、たぶん好きだったんだな。親父おやじが死んだ時、あいつが泣きまくってそのまま寝ちまったのを見て、ぼんやりとだけどそう思った」

「なのに、どうして？」

「なんでかな……どうでもよくなった」

　突き放すでもはぐらかすでもなく、思ったままの言葉を口にした。けど、これじゃ朋とも美みのヤツは納得しないだろうし、実際に眉まゆ根ねが少し不ふ愉ゆ快かいそうに動いた。

　だから秋あき晴はるは文句を言われる前に、

「──親父おやじが死んでから初しよ七日なのかまで一人で暮らしていたんだけど、自分で感じていた以上にショックだったみたいでな。親しん戚せき連中が集まって俺おれをどこの家が引き取るのか話し合っていたみたいだけど、俺はその会議に参加せずにぼうっとしてた。春休みに入ってたし、自分の中で整理のつかないことも山ほどあったしな。だから棗なつめの家に引き取られるっていうのは事じ後ご承しよう諾だくになって、特に不満は無いから従った。

　けどまあ、あいつの親が勝手に編入する中学を決めて、おまけに寮に入ることも決められていた時は、流石さすがに驚いたな」

「…………っ」

　苦笑気味に話した内容に、朋美は露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。たぶん今の話だけで大抵のことは理解したはずだ。頭が良いいヤツ相手だと話が簡単で助かっていい。

　それでも一応、続ける。

「ま、簡単な話だ。棗の親は金が欲しかっただけで、邪じや魔まな付随品は要いらなかったんだよ。俺から見ても親バカだって分かるくらいだったから、大事な娘むすめに手を出されるのも嫌いやだったんだろうしな」

　母親が死んだ時にそれなりの保険金が入ってたし、親父が死んだのはそこそこ大きな運送企業のトラックに跳はねられたからで、保険金だけじゃなくて多額の慰い謝しや料りようも約束されていた。家も持ち家だったから、全部合わせれば軽く億を超える額だったはずだ。

　その金欲しさに引き取られたって知ったのは、薄うすら笑いを浮かべて編入先の中学を薦すすめる二人の顔と、突っぱねようとした時の『もう決まったことだから』なんて勝手な言葉を聞いた時だった。

　しかしこうして思い出してみると……割と酷ひどい話だなー。冷静に考えたら暴行事件に発展してもおかしくないくらいだ。そう血の気が多い性格じゃなかったとはいえ、何もしなかったのはよっぽどショックだったに違いない。

　他ひ人と事ごとのようにそう思い、苦笑してから秋晴は続きを話す。ここまでは前段階で、肝かん心じんなのはこれからだ。

「──棗なつめは、何も知らなかったんだよ。小こ狡ずるいけど過保護な親に育てられて、ここの連中とは違う意味で箱入りだ。両親の言う事をちっとも疑ってなかったし、そんなあいつに本当のことを話しても信じてくれるかどうかも分からない。おまけに信じられたところで、俺おれ自身があんな奴やつ等らと一緒に暮らしたくないと思ってたから、何も言わなかった」

「……だから、棗なつめさんの好意は受け止められない？」

「そういうことだ。あいつ自身に思うところはないけど、あいつの両親の事を考えると──ぞっとする。付き合って、万が一結けつ婚こんでもしたらあれが義理の両親だぜ？　それこそ、死んでもご免めんだっての」

　言い終わって、秋あき晴はるは深く息を吐はいた。

　正直なところ、金はどうでもいい。あいつらが遺い産さんを食い潰つぶそうと知ったことじゃない。深く恨うらんでいるって訳でもないし。

　ただ──関わりたくない。顔も見たくない。

　だから前の学校に通っていた時、長期休みで寮にいられなかった時は友達の家に泊めて貰もらったり街まち中なかで夜を明かしたりしていた。髪かみを染めたのだって夜の街に溶とけ込む為だったし、左目の上にある傷もこの頃に出来た。

　棗には悪いと思うけど、これはもう仕方がない。あいつ個人に恨うらみが無くても、一度決定的に壊こわれた関係はどうにもならないし、どうにかするつもりもない。

　理由を話さない自分がいけないんだから、逆に棗に恨まれることがあっても──




「──馬鹿だとは思っていましたけど、ここまでとは思いませんでした」




　思考が深く沈みかけていたところに聞こえた声に、秋晴はぎょっとして顔を上げた。

　……え？　今の、何？　もしかして罵ば倒とうされた？　この状況で？

　有り得ないだろと思って朋とも美みを見るけど……やっぱり呆あきれたような顔をしている。

　どーやら聞き間違いじゃなさそうで、ガチで貶けなされたっぽい。

　あまりに予想外で怒りすら湧わかない秋晴はただ呆ぼう然ぜんとして、幼おさな馴な染じみの唇くちびるが動くのを見るだけしか出来なかった。

「秋晴くんはどこかの聖人君子のつもりですか？　それとも好きな人を徹底的に偶像視して現実が見られなくなるタイプですか？」

「…………いや、どっちも違うけど……」

　何が言いたいのか、何を言われているのかちっとも分からずに秋晴がそう返すと、朋美は大きなため息を吐ついて、

「愛と憎にくしみは表裏一体──と言う人もいますけど、似たような感情で全く別のものだとわたしは思ってます。ただ、そんな風に言われるくらい当たり前な、どこにでもあるとても身近な感情なんですよ」

「…………」

「好きな人でも嫌きらいな部分があって当然でしょう？　一から百まで好きだなんて、むしろ気持ち悪いですよ。あばたもえくぼなんて言えるのは、許容出来る範囲だからです。本当に嫌いやなものは、どうしようもなく嫌いやですよ。それが例え好きな人であっても」

「いや……何となく、分かるけど……」

　それが一体どうしたんだ──と、言う前に。

　朋とも美みは微笑ほほえみを浮かべ、訊きいてきた。




「なら、好きな人を憎にくらしく思うことがあるのもおかしくないって分かります？」




「……………………それは……」

「──秋あき晴はるくんは自分の気持ちを否定してるみたいですけど、棗なつめさんのことが憎らしかったんだと思いますよ。それも当然のことなのに自分の感情を偽いつわろうとするから、そんな風に目つきが悪くなっちゃったんです」

　茶化すように言うけど、口元は笑っているけど、朋美の目は真まっ直すぐにこっちを見たままだ。

　優等生の皮を被かぶったまま、夏の陽ひ射ざしに熱された髪かみを撫なでるように手で梳すいている姿はやけに大人おとなびて見えて……秋晴は何も返せなくなる。

「無知は罪、なんて言いますしね。棗さんの性格に救われた部分も間違いなくあるんでしょうけど、自分の両親の酷ひどい仕打ちを何一つ知らず、疑うことも無く接してくるお姫ひめ様さまの言葉が秋晴くんを傷つけたのも、やっぱり間違いないことだと思います。余よ裕ゆうが無い時に無神経な人の相手をすると、いくらわたしでも苛いら々いらしますから」

「…………確かに、苛つく……か」

「ええ。だから秋晴くんは、棗さんを憎んでも良かったんです。憎しみだって、辛つらい過去と同じように消化出来ますから。なのにそれを誤ご魔ま化かすように否定するから、いつまで経たってもしこりが残って中ちゆう途と半はん端ぱで馬鹿なままなんですよ」

「…………………………………………………………そうか」

　ぽつりと呟つぶやいて、秋晴は目を閉じてみた。

　朋美の言う通り──ずっと、思い込もうとしていた。

　棗は悪くないんだって、胸の奥に疼うずく暗い感情を封じていた。

　それを誤魔化し、塗り潰つぶすようにしてきた自覚はあったし、だからこそ棗のことを真まっ直すぐに見ることが出来なかったけど……

「……あー、そうなのか。なるほどな」

　反はん芻すうするように呟いていると肺の奥で澱よどんでいた空気が抜けたような感覚があって、秋晴は笑ってしまった。

　我ながら単純だとは思う。こんな簡単に、朋美の言葉を聞いただけで世界の真実が見えたような感覚に包まれるなんて、やっぱり言われまくった通りに馬鹿なのかもだ。

　けど──納得した。

　棗なつめの顔を見た時からずっと胸の中で燻くすぶっていたもやもやが今は綺き麗れいに消え去っているんだから、納得せざるを得ないというか。

　そうか、そういうことか。ようやく分かった気がする。

「俺おれは、ちゃんとあいつに言うべきだったんだな」

「ええ、そうですよ。言葉にせずに理解して貰もらいたがった秋あき晴はるくんが馬鹿なんです」

「…………」

　うわ言い返せない。人が反省して後悔しているってのに、どれだけ無む慈じ悲ひな正論を吐はいてくれるんだこいつは。

　もっと言い方ってヤツがあるだろうに、甘あまやかしてくれない。相変わらず自分にも他人にも厳しくて──

「ちゃんと伝えるべき事を伝えたら、そこでようやく進める関係っていうのもあるでしょう？　やや自じ業ごう自じ得とくな部分もありますけど、何も理解出来ないままにただやんわりと拒絶されている棗さんが可哀相かわいそうですよ。……勿もち論ろん、そうしろと唆そそのかしている訳じゃないですけど」

　──それでいて優しくもある朋とも美みの言葉に、秋晴は苦笑混じりで頷うなずいた。

　やっぱりこいつだけは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないな。本気で厄やつ介かいなヤツだっていうのに、むかつくくらい尊敬出来る。

　だから秋晴は今教わったばかりのことを実行すべく、口を開いた。

　恥ずかしいけど、これはけじめだ。

「ありがとな。お前のおかげで色々と助かった」

「いえいえ、どういたしまして。秋晴くんが手間の掛かる人だっていうのは、もう十分に知っていることですし」

「俺もお前が黒いヤツだってのは十分に知ってるよ……ったく」

「まあ、酷ひどいですね──と、そういえば携帯電話を貰もらっていたみたいですけど」

「ん？　ああ、これか」

　言われるまですっかり存在を忘れていた。まさかの展開で手に入れた三台目の携帯電話が、脇わきに抱かかえた箱の中にある。

　折せつ角かく吹っ切れたんだし、使うのに躊躇ためらいはない。どうせ支払いは親の遺い産さんからだ、遠えん慮りよする必要なんて端はなから無いし──って、そうか！

　これがあれば、不自然さゼロで朋美とセルニアにそれぞれから貰った携帯電話を返却出来る。やばい、これは超ナイスアイデアだ。増えることでむしろ解決するだなんて、コペルニクスもびっくりな逆転の発想だよ。抱かかえていた蟠わだかまりも解決したし、ひょっとしたら今日は人生で最良の日なのかもしれない。

　浮き浮き気分の秋晴は込み上げてくる喜びを抑おさえきれずに頬ほおを綻ほころばせつつ、

「やー、おかげさまで俺も携帯ゲット出来たから、お前から貰った携帯は返すな。いや本当に有り難かったけど、流石さすがに二台も三台もいらな、」




「それはどういうことですの？」




　──笑みが、見事に凍こおり付いた。

　…………そうだ、どうして気付かなかった。朋とも美みはずっと、優等生モードで話していた。自分と二人きりならその必要は無いわけで、つまり逆に言えば二人きりじゃないと知っていたから猫ねこを被かぶっていたわけで……！

　そして──秋あき晴はるは見てしまう。見たくないけど、見えてしまう。

　視界の中、朋美の近くにあるのとは反対側の石像の陰から、ゆっくりと派は手でな金きん髪ぱつの持ち主が現れるのを。

　今までずっとそこにいたらしいセルニアの表情は……確認するまでもないというか確認したくない。でも後ろに噴ふん火か直前の火山みたいなものが見える気がするのは何でだろーか？

「──そこの庶しよ民みん、今なんと言いまして？」

「あ……ぃや、その…………な……？」

「まるで彩さい京きようさんからも携帯電話を貰もらったかのような口振りでしたけど……まさか、そんなはずは有りませんわよね？　だって昨日きのう、この私が渡した携帯があるはずですもの」

　その言葉に、ちょっと驚いたような顔をしていた朋美の肩かたが震え、

「…………へぇ、そうなんですか？　秋晴くんってば、わたしが携帯電話を渡した時はそんなこと一言も言ってくれませんでしたよね？」

　こっちを向いたその顔は、やっぱり上品に微笑ほほえんでいるけど…………目が……目が……！

　一歩ずつ、ゆっくりとした足取りで自分へと向かって来る二人の迫力に、秋晴は逃げ出したくなる。なのに足は動かなくて、ガクガクと震えている。震えている場合じゃないのに、今動かなかったら一生動かなくなるかもしれないのに、ちっとも言うことを聞いてくれない。

　だから出来ることといえば、引き吊つった笑みを浮かべたまま冷や汗あせを流すことだけで……




　──その後。

　秋晴は軽く七回以上、今日が人生最後の日だと本気で思う羽は目めになった。
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「さあっ、今日はとっておきのイベントデーですよー！」

　開口一番、教壇に立った理事長兼事務員の天てん壌じよう慈じ楓かえではハイテンションでそう言った。

　相変わらずちっとも着慣れているように見えないツイードスーツに身を包んだ楓は毎度のことながら理事長らしい威厳はゼロで、しかも今日はいつも以上に表情が緩ゆるんでいる気がする。

　第一、午後から始まる従育科の授業に顔を出すこと自体が珍しい。

　どーいうことなんだと秋晴が眉まゆを顰ひそめて見守っていると、教壇に立った楓はにこにこと幼おさない笑顔を見せて、

「本来はこの時間を使って深み閑かんちゃん考案の『秋は名月☆杵きね臼うす背負って兎うさぎ跳とびパラダイス』を実行する予定だったのですが、急きゆう遽きよ変更になりましたー！　ちなみに命名したのは先生なので、中止になってちょっぴり残念ですよ」

　いやちっとも残念じゃないし。秋あき晴はるは勿もち論ろん、間違いなく従育科生全員が心の底からそう思っているはずだ。杵臼て。臼が何十キロもあると知っているのか、あのお気楽事務員は。そしてそんな授業を企画した深閑は生徒を腰よう痛つう持ちにしたいのか、それともいっそ背骨を折りたいんだろーか……？

　まあ何にせよ、とんでも殺さつ戮りく授業を一つ潰つぶしてくれたという意味では理事長グッジョブ。

　斜め後ろに控えた深閑の溶岩も凍こおり付きそうな視線に気付いていないらしい楓は、高いテンションを維持したままでにんまりと笑った。

「──さてさて、白はく麗れい陵りように従育科が出来て早はや半年が経たちました！　いや〜、月日の流れは早いものですよ。テレビでも紹しよう介かいされましたし、規模の大きなパーティーの席でもそれなりに話題となっているようですし、出だしとしてはかなり上々なんじゃないかな〜、と思うわけです」

　ぐぐっ、と気合いを入れて拳こぶしを掲げ、

「なので、そろそろ一発、従育科の実力を披ひ露ろうするいい頃合いなのではないかと！　そう、日頃行っている特訓の成果というやつを、アピールする時期なのですよー！」

　高らかにそう謳うたうと、楓は拳を教卓へと振り下ろす。ただし痛いのが嫌いやだったらしく、ぶつかる寸前で止めていたけど。

　そして静まった教室内では、生徒同士が顔を見合わせ──

「…………実力……？」

「……特訓の成果って……」

「体力作りと極限状況からの生せい還かんの二つしか習ってないのに……？」

「…………アピールって、何すんの……？」

「あ、オレ土ど下げ座ざなら自信あるで？　七色のバリエーションで芸術的に決めたるわ」

「……それ得意なの慎しん吾ご君だけだから」

　あちらこちらでぼそぼそと喋しやべり出す。秋晴は黙って腕うでを組んでいたが、基本的には他ほかの皆と同意見だ。様々な状況から主人を助け出す危機一いつ髪ぱつ体験ツアーでもやるつもりなら話は別だけど、んなことアピールしたら理事長の立場が危ういだけだし。楓かえでは何も考えずにやっちゃいそうだけど、それは流石さすがに深み閑かんが許さないだろうから、まず有り得ない。

　それにしても──と、秋あき晴はるは少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

　ブーイングに程近い疑問の声が溢あふれているんだから、当然教壇に立つ楓にも聞こえているはずだ。

　なのにあのお気楽理事長、デフォルメしたハムスターみたいに緩ゆるんだ表情のままでいる。これは一体どういうことなんだろうな？

　不思議に思う秋晴の見ている中、楓は間違い探しをコンプリートしたような笑顔を浮かべ、

「ふふー、皆さん忘れているようですね〜？　授業だけが教育ではないのですよ？」

「……と、言うと？」

　反射的に秋晴は聞き返し、壇上の楓と視線がかち合った。どうやら意に沿う反応だったらしく、とても嬉うれしそうに笑われてしまう。

　……あの笑顔、この間『メインキャラは全員堕おとしましたので、ついに裏ルートに入って弟くんをあれこれ出来るのですよー！』と言っていた時と同じだ。何のことか七割くらいは意味不明だったけど、残り三割でろくなもんじゃないと十分に分かった。

　つまり、これから言うことも──

「皆さん、奉ほう仕し活動の一環で給仕をしているじゃないですか。そちらの成果を見せて貰もらおうということなのですよー」

　……あれ？　意外に普通だ？

　拍ひよう子し抜ぬけな内容に、秋晴は肩かた透すかしを食らった気分で椅い子すに座り直し、




「ということで、皆さんには男女の衣い装しようを逆転しての、仮装喫きつ茶さをやって貰もらいます！」




　──予想を前方二回転宙返りしたアクロバティックな言葉に見事にずっこけ、額ひたいを机に打ちつけた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　ゴヅッ、という鈍にぶい音が横から聞こえてきたが、薫かおるは半ば呆ぼう然ぜんとしてそれを聞き流した。机の下で見えないように握られた拳には早くも汗あせが滲にじんでいる。

　──今、理事長兼事務員の天てん壌じよう慈じ楓は、何て言った？

「……………………なんだって？」

　そう訊きいたのは薫じゃなくて、額を手で押さえている日ひ野のだった。自分の代わりに訊いてくれた──というより、日ひ野のにしても予想外で言わずにはいられなかったに違いない。

　自分だって訊ききたくて仕方ない……けど、ショックで声も出ない。

　だって、逆転で倒とう錯さくってことは、つまり──

「要するにですねー、男の子がメイドさん、女の子が執事さんになって給仕をしてみよう──という試みなのですよ」

　にこにこと笑顔で応こたえる理事長に、日野は頭痛を堪こらえるような表情になって、

「…………、つまり？」

「も〜、秋あき晴はるさんは鈍にぶいですねー？」

「……あの、理事長。日野君はただ、受け容いれ難い現実を拒否しているだけだと思います。……僕らを代表して」

　おずおずと手を挙げた三さん家けが言うけど、その通りだ。日野はちょっと鈍いところがあるけど、理解力が無いわけじゃない。

　男女の衣い装しようを逆転するっていうことは、執事服とメイド服を交換するっていうことだ。それが日野や三家には受け容れ難いんだろう、けど……！

　普段メイド服を着ている女子がモーニングコートにスラックス、という扮ふん装そうをするのは別に構わないと思う。自分は普段からこんな格好をしているけど、男装っていう気はあまりしない。女物のパンツスーツを着るのとそこまで変わりは無いはずだ。

　一方、女装を強いられる男達はどうなのかと、薫かおるは隣となりに座る日野を見た。

　何か決意をしたように目つきを鋭くした日野は、前を向いたまま小さく頷うなずいて、

「つまり、あれか。死ぬか学校を去るか、俺おれ達に選べと」

「えぇっ!?　先生、そんなことは一言も言ってないですよ〜?!」

「嫌いやがらせじゃなければどうしてわざわざ衣装チェンジする必要があるんだよおいっ!?　あれか、あんたの郷さとじゃお披ひ露ろ目めの時はそーいう風にしないといけない掟おきてでもあんのかっ？」

「せ、先生はそんな楽しそうな街の出身じゃないですよー?!」

　日野がジロリと睨にらみつけると、理事長はあからさまに体を引いて、

「だ、だってですよ、週末に門戸を開放して多くの人に見て貰もらおうと思っていたのに『それは絶対に駄だ目めです』って深み閑かんちゃんが言うから、身内に見せるなら何かサプライズ要素がないと面白くないんじゃないかって……」

「確かに驚くだろうが、誰も喜ばない驚きだろそれは！」

「ええ〜、先生は大喜びですよー？」

　不思議そうに疑問の声をあげる理事長に、これは駄だ目めだと薫は首を横に振る。話が通じているようで、内実はさっぱりだ。

　……これはたぶん、説得は無理だ。何だかんだで行われるに違いない。

　だとすると……着なくちゃ、いけないのか。あのメイド服を。

　ひらひらでふりふりな、可愛かわいらしいメイド服。

　やっぱりあれを着ないといけないのか……！

　想像するだけで気が遠くなりそうになって、薫かおるは強く意識して姿勢を正す。いけない、動揺を顔に出したら駄だ目めだ。何が切っ掛けで自分が女だとバレてしまうか分からないんだ、冷静に振る舞わないと。

　クールに、泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を──

　そうやって薫が必死に自分を宥なだめ賺すかしている間に、そろそろと手を挙あげる生徒が出た。

「……あの、ちょっといいですか？」

「あ、はいー。三さん家け君、どうしました？　もう決定稿が出ちゃっているので、残念ですけどメイド服のデザイン変更には応じられないですよ？」

「……いえ、その、全然ちっともそんな意見じゃなくて……その喫きつ茶さなんですけど、やるとしたらいつやるんですか？」

　その一言に、三家の本音が垣かい間ま見えた。訊きいておかないと対策は練れないから時期を尋ねはしたけど、出来ればやらずに済ませたいという思いが。

　薫も基本的には同意見だ。けど、決行日が分かればもっと積極的な回かい避ひ策さくに出る。

　そうだ、決行日さえ聞いてしまえばこっちのものだ。当日の朝、風か邪ぜを引いたと仮病を使ってしまえばいい。休んでしまえばメイド服を着ることもなくなる。完かん璧ぺきだ……！

　仮病プランに薫が脳内で万ばん歳ざいしていると、教壇に立つ理事長は、えへら〜、と笑みを崩くずして、

「思い付いたが吉きち日じつと言いますし、今日やっちゃいます！」

「今日かよ!?」

「来らい賓ひんの方々がいるのなら週末でないとまずいですけど、身内限定でやるのなら大して準備もいりませんしね〜。なので授業時間に準備をして、放課後にお披ひ露ろ目めです！　その為に今、急ピッチで制服を仕立て直していますから〜」

　意気揚よう々ようと宣言する理事長に対し、突っ込みを入れた日ひ野の以外は絶句だ。深み閑かん先生は頭痛を抑おさえるようにこめかみに手を当てているし、爆弾発言の威力の程が知れる。

　けど、薫の受けた衝しよう撃げきは確実に皆以上だ。

　だって、放課後にやるってことは──もう殆ほとんど準備は出来ているってことだ。しかも深閑先生の様子からすると、理事長の歯止めはこれ以上利かないらしい。学内限定にするのが最大限の譲歩だったのかもしれない。

　やばい、ピンチだ……女装のピンチだ。ちょっとスカートを穿はくくらいなら別に抵抗はないけど、あんな可愛かわいらしい服を、皆の前で着るなんて……しかも日野に見られるなんて……！　これからどんな顔をして同じ部屋で暮らせばいいんだ……

　理事長はこっちの事情を知らないはずだけど、それにしたって酷ひどい。だって絶対、趣味でやりたがっているだけなんだから。

　そんなのに付き合って危険を冒おかすなんて、出来るわけがない。反対だ、断固として反対だ。

　そして反対なのは薫かおるだけじゃなさそうだった。

「とりあえず、俺おれは嫌いやだ。似合いもしない女装なんてやるのも見るのも辛つらいだけだっての」

「オレも反対やな。女装なんてこのナイスガイがするようなこっちゃないで」

「ぼ、僕も反対です。メイド服だなんて、そんなの……」

　次々と口を開くのは男グループだ。全体としては少数だけど、それでも反対意見が出るっていうのはかなり心強い。深み閑かん先生には通じなくても、あの理事長なら数の暴力に屈するかもしれない。

　民主主義の圧力でどうにかしようと薫も声をあげようとして……なのに、開きかけていた口を閉じてしまう。

　狼狽うろたえるか不ふ機き嫌げんそうな顔になっていいはずの理事長が、何な故ぜか得意気な笑顔になっている。どうしてなのかが分からなくて、不安が募つのり……

　そこに、全く予想外の発言がきた。

「もう、皆さん早とちりさんですね〜。誰も男子全員に女装をしろなんて言ってませんよー」

　窘たしなめるような口調で理事長の言った内容に、薫は反射的に腰こしを浮かしかけた。

　それは何とか堪こらえたけれど、矢も楯たてもたまらず口を開く。

「それは、どういうことですかっ？」

「先生、『仮装喫きつ茶さ』と言いましたよ？　制服の交換を基本にはしますけど、轟とどろきさんや秋あき晴はるさんのメイド服姿なんて見たくないからやりませんってばー」

「…………」

　その返しに、思わず絶句。『もしかしたら女装せずに済むのでは？』という儚はかない希望は、僅わずか十数秒で風に融とけて消えてしまった。

　つまり、助かるのは日野と轟だけ……くっ、何だか裏切られた気分だ。メイド服なんて着たくないのは自分も同じなのに…………同じ、はずなのに……

　理由は分からないけど胸の奥が少しもやもやして、薫はそれとなく胸に手を当ててみた。相変わらずぺたんこで──って、そんなことは関係ない。それにこれはサラシを巻いているからでもあって…………数値にすると巻く前とあまり変わらないけど、でもやっぱりそれなりの効果は絶対にあるはずだ。そのはずなんだ。

　──とにかく、落ち着かないと。

　今日の放課後に行われるなら、準備に充あてられる僅かな時間の内にどうにかして体調を崩くずしたフリをしなくてはならない。無関心を装うのはそれなりに得意だけど、具合の悪い演技が出来るのかどうか……ちょっと不安だ。

　だから落ち着いて、少しでも自分をコントロール出来るようにしないと──

「なら、どうするっていうんだ？　俺おれと轟は放置食らうのか？」

「まさかそんな、仲間外れにはしないですよ。なんとお二人には女装ではなく、仮装をして頂こうと思っているのです！」

「…………仮装、だぁ？」

　すぐ間近で聞こえてくる日ひ野のの怪け訝げんそうな声に、薫かおるも興味を惹ひかれて理事長を見た。先程の意味深しんな言い方からして何かあるとは思っていたけど……仮装ときたか。具体的には何をやるのだろう？

　疑問に思っていると、壇上の理事長は目を細めて笑みを作り、




「秋あき晴はるさんは髪かみを黒くして、お耳の安全ピンも取っ払って、『普通の生徒』の仮装です！」




　ジャーン、と効果音が聞こえてきそうな雰ふん囲い気きで告げられた内容に、教室内は俄にわかにざわつき始めた。

「…………それ、仮装なのか？　俺おれがやると仮装になるのか……!?」

「ええやんかあっきー！　地味に美お味いしいで、それは！」

「被害は少なくて済むし……いいなぁ」

　口々に言い合う男子はテンション高めで……けど、薫は一人黙ってしまう。

　──日野が、まともな格好を？

　それを聞いて浮かんできたのは、『ずるい』とか『羨うらやましい』とか、そういう感情じゃなかった。

　日野が、髪を黒くして……耳の安全ピンも取って……

　………………………………………………………………………………み、みたい……！

　一体どんな風になるんだろう？　あの三つ並んだ安全ピンを取るだけでも少し大人おとなしい印象になりそうだし、その上黒髪にすると──もう想像が追いつかない。不思議だ、ただ黒くするだけなのに。

　どうしよう、凄すごく見てみたい……でも見るってことは仮病を使って逃げるプランは駄だ目めになってしまう。メイド服を着なくてはならなくなってしまう……！

「ええなぁ、あっきー……それで楓かえでちゃん、オレは何の仮装やねん？　モチロンあっきーよりも派手でぐっとくるプランニングがされとるんやろ!?」

「えーっと、轟とどろきさんはセクハラキャラが強すぎるので、もう一つのキャラを活いかすべく『関西人』の仮装をしてください〜。服とか小物は色々と揃そろえてありますから、自分なりに関西っぽい見立てをして」

「………………か、関西っぽい服!?　なんやねんそれ……関西って……なんやねんな!?」

　絶望色に染まる轟の声が聞こえてくるけど、今の薫にとっては雑音以外の何でもない。

　日野の真まっ当とうな姿を見る為に似合わない格好で危険を冒おかすか、安全策を採って頑がん張ばって仮病を使うか……どちらにするか、それが問題だ。とてもとても難しい、すぐに決めるのは無理な難題だ。

　不安と期待が渦うず巻まいて、薫かおるは思わずルームメイトの横顔をちらちらと覗のぞき見る。

　やや愕がく然ぜんとしていた風の日ひ野のは、どういうわけかふと神しん妙みような顔つきになり……そして、

「──分かった、それならやってもいい」

「なっ……!?」

「ひ、日野君っ?!」

　隣りん人じんから出た突然の発言に、薫かおるは三さん家けと共に思わず声を上げてしまう。

　こっちの動揺を知ってか知らずか、日野は落ち着けと言わんばかりにぐるりと女生徒達を見回してから口を開いた。

「別に女子は異論無いんだろ？　男装っつってもそこまで奇き抜ばつな格好する訳じゃないんだし、ほんの数時間だしよ」

　薫も女子達の様子を窺うかがってみるが、嫌いやそうな顔をしている生徒はいない。モーニングコートくらいなら着てもいいか、という心理は自分も分かる。だから煽あおるように騒さわぎ立てることも出来なくて、薫は奥歯を噛かみ締めた。

　何を考えているんだ、と睨にらんでやるけど、日野はそんな視線を気にする風もなく続ける。

「んで、俺と轟は女装しないっていうんなら、それほどおかしなことにはならないだろ。少なくとも見た目の上では」

「ど、どこがだっ!?　メイド服だぞ、ひらひらを着るんだぞ！」

「そうだよ日野君っ、いくらなんでもそんなのないよ！」

「いやお前等なら問題ない、大丈夫だ！」

「何が大丈夫だというんだ！　ひらひらのふりふりなんだぞ!?」

「だから、別に問題ないって」

　自分でも顔が真まっ赤かになっているのが分かるけど、それでも日野は前言を翻ひるがえそうとしない。

　それどころか、にやっと口元を緩ゆるめ──

「二人ならメイド服を着こなせる。文句なしに似合う。だから、平気だ」

「なっ……に…………!?」

　思いもしない事を言われ、薫は口をパクパクと開閉させて言葉に詰まる。

　──今、日野は何て言った？

『メイド服を着こなせる』？

『文句なしに似合う』？

　頭の中で反はん芻すうされる言葉に、薫は強く頭を横に振る。

　まさか、そんな、あるはずがない。あんなふわっとした服が似合うだなんて、そんなはず……そう、有り得ない。日野だって自分が着ないからって適当なことを言っているだけで、本当はそんなことちっとも思ってないはずだ。そうに決まってる。

　……………………けど、もし本当に似合うと思っているんだとしたら………………ど、どうすれば……？

　ぐるぐると頭の中を掻かき混ぜるような葛かつ藤とうに薫かおるがふらつきそうになっていると、

「確かに……あの二人なら……」

「凄すごい似合いそう……だよね……？」

「……わ、想像したら凄いことに……！」

「……う、あたしも……もしかしなくても、負けちゃうかも……」

「インモラルな妖よう美び、ってやつですね……」

　ぼそぼそと教室のあちこちから囁ささやくような声が聞こえてきて、余計に混乱してしまう。

　そんな馬鹿な──と叫んでしまいたいけど、声も出ない。みんなして自分をからかっているんじゃないかと疑ぎ心しん暗あん鬼きになって、なのにそれを否定したくない気持ちもあって……

　そこに、日ひ野のと理事長の会話が聞こえてくる。

「それに、突発的だけどこれも授業の一環なんだろ？　じゃないと深み閑かん──先生が許すとも思えないし、それならこっちに拒否権はないわけだ。そうだろ？」

「ええ、その通りです。別に行われなくとも構いませんが、理事長の意向ですので」

「なら……やるしかない、な」

　──止とどめを刺すようなやり取りに、薫はがっくりと肩かたを落とした。
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「……納得出来ない。出来るはずがない」

「気持ちは分かるけどな。けどここでの待たい遇ぐうを考えたら、理事長の趣味で振り回されるのも多少は目を瞑つむらないと」

「……日野はメイド服を着ないで済んだからそんな口が利けるんだ」

「…………」

　それはご尤もつともなので、秋晴はノーコメント。黙ったまま、プシューと音を立ててスプレーを髪かみに吹き付ける。

　カフェテラスと燕えん翠すい楼ろうの一部を使っての仮装喫茶は三時オープンということで、従育科生はそれまでに準備を終わらせないといけなくなってしまった。とはいっても、着替えを済ませて持ち回りを決めたら、準備することなんて殆ほとんどないけど。

　秋晴は着替える代わりに髪を染めなくてはならないので、ヘアカラースプレーを使うべく更衣室まで来ていた。大だい地ちも何な故ぜかついてきて、自分用にとサイズを整えられたメイド服をじっと恨うらめしげに見ている。

　もう十分以上もああしているけど、どうにも気分は納まらないっぽい。割と頑がん固こなヤツだとは思っていたけど、そこまで女装に抵抗があるのか。中性的というか、女っぽい顔をしているってのに。

　まあ、男なら大半の奴やつが女装なんて嫌いやがるだろうけど。自分も嫌だし。下へ手たしたらあのボンクラ理事長を殴なぐって逃げたくなるくらい嫌だ。

　だからこそ、『その代わり』と提案された件については大人おとなしく従うことにした。

「……んー、こんなもんか？　後ろの方も大丈夫……だな」

　手鏡を利用して上う手まいこと姿見に映る自分の後頭部を確認する。もう茶色い部分は残っていないし、全体的にムラもない。よし、オッケーということにしておこう。

　自分で合格判定を下して肩かたから下を覆おおっていたタオルを剥はぎ、用意しておいたウェットティッシュで肌はだの黒くなった部分を拭ぬぐう。

　どうせだから髪かみ型がたもそれっぽくしようと、髪を梳すき前髪を下ろした形で整えて、ヘアカラーの黒い粉がついた櫛くしをティッシュで拭ってから仕し舞まう。

　そうしてから秋あき晴はるがくるりと振り返ると、同じタイミングでこちらへと顔を向けた大地と視線が合って、その目が大きく見開かれて──




「────誰だ、貴様！」




　…………真っ正面から、見知らぬ相手への対応をされた。

「いや待てっ、それは有り得ないだろ！　ずっと二人きりだった上に会話してたし──っていうか分かれよ!?　ルームメイトの顔を見忘れるな！」

「な…………ひ、日ひ野のか？　本当に日野か？」

「疑う余地もなく俺おれだ！」

　目を丸くしてショックを受けたような顔をしている大だい地ちだけど、間違いなくこっちはそれ以上にショックだ。ちょっとイメチェンしたくらいで何ヶ月も同じ部屋で生活していた相手から識別不能を食らうなんて。

　やるせないというか寂せき寥りよう感かんで胸一杯になって、秋晴はぷいっと大地から顔を背そむけ、

「くっ……先に教室戻るからな！」

「え？　あ、待っ──」

　引き留める声が聞こえたけど、傷心中なのであえて無視。

　秋晴は足早に更衣室から出ると、教室へ戻ろうと踵きびすを返し、

「……え？」

「……お？」

　向こうの方からやって来た、豪ごう華かな容姿と奇き抜ばつな髪型のドリルなセルニアと鉢はち合あわせになってしまう。

　会えば諍いさかいになるような相手とはいえ、軽く謝罪の言葉を、

「──誰ですの、貴方あなた」

　……口にする前に、思いっきり訝いぶかしげに質問された。

「見かけない顔ですわね、一体どこに捨てられた馬の骨ですの？」

「いやお前相手が誰だかちゃんと分かって言ってるだろっ?!」

「なっ──この私に向かってお前呼ばわりをするなんて、身の程知らずがいたものですわね！　どこの誰だかは知りませんけど、慣例に則のつとって明日あしたの朝日を拝おがめないような体に調教してあげますわ……！」

「初めて聞くぞその慣例!?　つーか失礼なのはまず間違いなくお前の反応の方だからな、このツインドリル！」

「なな、なんですって────……？」

　色々と酷ひどいことを言われた秋あき晴はるが唾つばを飛ばして反論すると、セルニアは顔を真まっ赤かにして目の端はしを吊つり上げ……ふと、何かに気付いたように眉まゆを顰ひそめた。

「その悪あし様ざまな言い方……まさか貴方っ、日ひ野の秋晴ですの?!」

「そんな驚きよう愕がくの事実じゃねぇだろ！　どこからどう見ても俺おれだろうが！」

「そんな、まさか……私を謀たばかろうと、変装を……！」

「セルニア？　どうしマシタか？」

　恐ろしいモノを見るような目つきの無礼なドリルにどう報復してやろうかと秋晴が考え始めた矢先、ややイントネーションの外れた日本語が聞こえてきた。

　見れば上育科の背せい高たか眼鏡めがね、鳳フオウ水スイ蘭ランだ。秋晴は胸の内で『見てろよ』と呟つぶやく。鳳は上育科の中ではそれなりに常識的な中華さんだ、きっとすぐに気付いてくれるはず。そうしたらセルニアの注意力の無さを笑い倒してやる。

　すぐ近くまで来た鳳は、レンズの向こうで切れ長の目を大きく瞬まばたきしながらこっちを見て、ペコリと頭を下げた。

「[image: ]好ハジメマシテ、デス。転校生の方デスか？」

「転校してきたのはもう何ヶ月も前だ！」

　……こいつもか、くそう。セルニアの後ろについた時点で気付くべきだったか。しかもこっちが重要なヒントを口にしたっていうのに、小首を傾かしげたままはてな顔をしてやがるし。

　おかげでセルニアが勝ち誇るような笑顔になって、

「ほら、ご覧らんなさい！　鳳さんだって気付きませんでしたわよ」

「だから何で気付かないんだよ!?　お前等実は人のことを髪かみとアクセサリーだけで区別してるのか?!」

「そんなことあるわけ無いですわよ。ねぇ、鳳さん？」

「是ハイ、そうデス……ケド……？」

「だから不思議そうにこっちを見るなっ」

　悪意はないんだろうけど、その態度は時と場合によって恐ろしく人を傷つけるものだと知って欲しい。例えば今、知り合いなのに全然認知されない場合とか。

「──皆さん、どうかしたんですか？　先程から騒がしいようですけど……」

「おおっ……！」

　セルニア達がいる方とは反対側の廊ろう下かから聞こえてきた声に、秋あき晴はるは思わず小さくガッツポーズを取りながら振り向いた。

　声だけでほぼ確信していた通り、小学生時代の同級生にして白はく麗れい陵りようで劇的な再会を果たした彩さい京きよう朋とも美みが、そこにいた。

　良かった、これで勝てる。安あん穏のんとしている時はさして会いたいとは思えない腹黒な猫ねこ被かぶり優等生だけど、学年トップの成績の基盤になっている記憶力は大したものだし、セルニアをからかう時のパワーには目を見張るものがあるから今回のケースなら力になってくれるはずだ。……そんなところで目を見張る活かつ躍やくをするような女を頼るのもどうかと思うけど。

　しかし今ばかりは話は別と、秋晴は勢い込んで朋美へと話し掛ける。

「助かった、良いいところに来てくれた。朋美からもこいつらに何とか言ってやってくれ」

「ええと、どなたか知りませんがどうしてわたしの名前を？」

「お前それでも幼おさな馴な染じみかっ!?　そんな役立たずの称号、今すぐ天に返してこい！」

「幼馴染みって…………そういえば、どこかで見たような……？」

「どこかじゃねぇよ！　ほぼ毎日顔を合わせてる間柄だっ!!」

「ぇ…………まさか、秋晴……くん……？」

「────っ!!」

「まさかじゃなくてどこからどう見てもそうだろ！　しかもなんでまだ疑わしげなんだよ！　あとそっちの中ちゆう華か眼鏡めがねっ子も物もの凄すごく意外そうな顔すんなっ！」

　怒鳴るように激しく突っ込みを入れて、秋晴はその場から逃げるように出てきたばかりの更衣室のドアへと飛び付き、即座に中へと入り込む。

　後ろ手で鍵も掛けて──そこで力尽きて、へたり込んだ。

「日ひ野の……なんというか、その……掛けるべき言葉が見つからないが……」

「……いや、いい…………むしろごめん、思い上がっててごめん……」

　外でのやり取りが聞こえていたらしく、大だい地ちが気き遣づかうように声を掛けてくれるけど……正直、慰なぐさめられたくない。今優しい言葉をかけられたら本気で泣いてしまいそうだし。

　誰一人として初しよ見けんでは気付いてくれなかったという認めたくない事実に打ちのめされて、秋晴は深く深くため息を吐ついた。
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　僅わずかな間で心に深い傷を負ったらしい日ひ野のを更衣室へ残し、薫かおるはメイド服を手にシャワールームへ移動した。

　ちゃんと「絶対に入ってくるな」と言っておいたし、そうでなくてもあの様子なら能動的に動こうとはしないだろう。大おお博打ばくちに負けたような絶望的な雰ふん囲い気きを纏まとって椅い子すに腰こし掛かけた日野は、「……俺おれという人間は髪かみ型がたと安全ピンだけで見分けられていたのか……」などと呟つぶやいて、死んだ目のままぐったりしていた。

　誰からも日野だと認識されなかったのがそこまでショックだったのか。……まあ、自分も分からなかったが。外見的な特徴がまるで変わってしまうから仕方ないとは思うのだけれど。

　おかげで薫としてはやりやすい……けど、それでも本音は『やりたくない』の一点に尽きた。

「…………はぁ」

　着慣れた制服だが、脱ぬぐペースは遅い。気持ちが能率をとことんまで下げている。

　日野がいつまでも落ち込んでいるとは限らないし、何が起こるかも分からない。だからいち早く済ませてしまわないといけない。

　そう頭では理解しているのに、体は追いついていなかった。

　シュル──と音を立ててタイを引き抜き、モーニングコートを適当な仕切り板に引っかける。続いてゆっくりとボタンを外して立て襟えりシャツも脱ぎ、スラックスものろのろとだが脱いでコートの横に掛ける。

　そして──メイド服と、ご対面。

　肩かたや腰こしなど要所要所にフリルがついたそれはどう見ても可愛かわいいデザインで……憧あこがれに似た気持ちが無いといったら、嘘うそになる。こんな服を着こなすことが出来れば、そして料理や洗濯、掃除と勤いそしむことが出来れば、とても幸せな気分になれるに違いない。

　けど、現実は……

「くっ……こんな、女らしさの欠片かけらもない体で着ても……」

　袖そでを通さずとも分かる。胸は膨ふくらんでないし腰回りも肉が無いし、ちっとも色気なんて無い。

　しかも顔は、中性的といえば聞こえはいいけど、女にしては凛り々りしすぎる。まるで少年のようだ。

　こんな自分がメイド服を着るなんて、罰ゲームとしか思えなかった。

　悲惨な状況と自分の体に、薫は深々とため息を吐ついて……

『──なあ、もう着替え終わったかー？』

「っ……ま、まだだ！　もう少し掛かる！」

　不意にドアの向こうから聞こえてきた声に心臓を弾はずませて、時間がないことを思い出す。

　それに声からして、どうやら日ひ野のは立ち直ったらしい。相変わらず切り替えが早い。ちょっと羨うらやましいけど、それだけ精神力が鍛きたえられるような状況になんて追い込まれたくないというのも本音だ。

　やっぱり着たくないものは着たくない……本当はちょっと着てみたいけど、その姿を誰かに見せるのは嫌いやだ。日野は似合うと言ってくれたけど、それでも……

　そこでふと、薫かおるの脳裏に小さな疑問が浮き上がった。

　──普段従育科に似合わない格好をしている日野は、あの姿を見せることに抵抗はなかったのだろうか？

　深み閑かん先生や理事長は特に注意をするわけではないようだったが、あの髪かみと耳の安全ピンで生徒の中でも浮いていたのは確かだ。それが原因で揉もめ事も起こしそうになっていた。

　なのに変えなかったスタイルなんだからそれなり以上の意味があるのだろうと、薫は思っていた……のだが……

　ごく、と唾つばを飲み込んで、メイド服に袖そでを通しながら、薫は恐る恐る口を開いた。

「……なあ、日野」

『あー？　着替え終わったのか？』

「そうじゃなくて、その……いいのか？　髪も耳の留め具も、そんな風にして……拘こだわりか何か、あったんじゃないのか？」

『あー……まあ、それなりにな。髪は中学時代の名残なごりだけど、耳の安全ピンはそれなりに思うところがあるなー』

　軽い口調が返ってくるけど、懐なつかしむような響きもある。

　少し訊きくのは躊躇ためらわれる……けど、好奇心は疼うずいて仕方がない。自分は他人の深い過去にずかずかと踏み入るような下げ卑びた人間じゃないつもりだけど、抑おさえるのが難しいくらいに知りたくなっている。

　だから薫は服のボタンを留めながら、じっと日野の言葉に耳を澄ます。

『──ま、軽い決意表明だな。忘れないよう見る度に思い出せるようにって、ガキ臭くさい発想でやったんだよ』

「……それはとても重大な決意なのか？」

　──生き様ざまに関わるくらいの。

　何となくそう思ったので、薫はもじもじとするばかりで上う手まく話を繋つなげられない。あと、もうずっと穿はいていなかったスカートの感覚も落ち着かない。ズボンと違って股また下したに何も無いのがスースーして居心地が悪い。

『そこそこ、な。親が死んだり自分の居場所を見失ったり、そっから立ち直る時にやったものだし』

　──やっぱり、重い。

「……その、決意の内容は……？」

『一つ目を付けた時は「母親の分まで頑がん張ばろう」って思ったんだっけな。二つ目の時は「一人でも負けないように強くなる」だったか。んで、三つ目が……』

　そこで、少し間が出来た。

　もしかして言い辛づらいことなのだろうかと思い、薫かおるが『やっぱりいい』と言おうとしたところで、続きがきた。

『三つ目は、「誰かを支えられる人間になろう」だな。高校に進学する直前で、だからこそ後で白はく麗れい陵りようの事を知った時は渡りに船だと思った。……ま、ちょっとタイミングが良すぎるとも思ったけど』

「……………………そう、か」

　呟つぶやいて、薫はヘッドピースを装着し……顔を上げた。

　日ひ野のは『深刻な話じゃない』と言った。本人にとってはそうなのかもしれない。

　──けど、そうだとしても。

　信頼関係が無ければ、話してくれることはなかったはずだ。

「…………よし」

　自分だって日野のことは信頼している。ちょっと女関係にだらしないところはあるけど、基本的にはいい奴やつだ。そうでなければ今頃とっくに寮から追い出している。

　だから……こんな状況になってしまったけど、本当の自分を見せるのなら、最初は日野が良かった。

　凄すごく、物凄く恥ずかしいけど、熱っぽくて頭がクラクラするけど──それでも、ああして自分の内側をさらけ出してくれた相手になら、見て貰もらいたい。

　深呼吸をして、それから強く拳こぶしを握る。不安で窮きゆう屈くつになっている胸に片手を当てて、もう一度深呼吸。

　そうして自分に折り合いを付けてから、薫は更衣室へと繋つながるドアを開けて、向こう側へと進み出た。

　男子生徒の数からすれば広い更衣室だけど、入り口からは全容が見渡せる。その上、日野は着替える前と変わらず壁沿いの椅い子すに座っていたので、すぐに見つけることが出来た。

　ほぼ同時に日野も顔を上げて、僅わずかに目を見開く。

　そして口を開き、何かを言おうとする──

「に、似合わないだろう!?」

　……その前に、薫は耐えきれずにそう口走っていた。

「似合っていないのは自分でも分かっているし、そもそもこんなスカートが似合わなくても何の問題も無い。全くもって問題無いな！」

「いや、大地、」

「日ひ野のもハッキリ言っていいぞ、『そんなひらひら似合わない』って。当然だ、僕が好すき好このんで着た訳じゃないんだから、それくらいはとっくに自覚して……」

　息継ぎを惜しむくらいの勢いで、取り繕つくろうというよりも自己弁護の壁を作るように喋しやべり立てる。こんな饒じよう舌ぜつになるのは生まれて初めてかもしれないけど、初めてというならここまでパニックになっているのも初めてだ。自分が混乱していると自覚はあるのに、平常心へ戻そう、落ち着こうとすら出来ないだなんて全く経験したことがない。

　焦あせりは募つのる一方で、自分でも何を口走っているのか分からなくなって、それでも薫かおるは『止まったら終わる！　というか死ぬ！』という強迫観念に襲われて、酸欠状態に陥おちいりながらも喋り続けて──

　それでもどうしようもなく訪れた、息継ぎをする僅わずかな空白の時間。

　それを待っていたかのように日野が口を開くのを見て、薫は絶望的な気持ちになって強く瞼まぶたを閉ざし、




「いや、やっぱ似合ってるぞ、その服」




「………………………………え？」

　聞こえてきた予想外の言葉に、小さな疑問の声を漏もらしてしまった。

　──今、何て言った？

　ちゃんと聞こえたはずなのに、よく聞こえなかった。音としては捉とらえられたけど言葉としては理解出来ないような、そんな感じだ。

　だって、そんな────有り得ない。

　頭がふらついているから幻聴が聞こえたのかもしれない。いやきっとそうだ。浅ましい自分が顔を覗のぞかせたに違いない。

　だから、念の為に確認を──そう、確認しないと気持ち悪いから、ちゃんと現実を理解する為にも、訊き返す。

「……い、今…………何て……？」

「ん？　だから似合うって、メイド服。小柄で線も細いし、顔立ちも整ってるから似合うとは思ってたけど……実際に見ると、やっぱ似合うな」

「そ、そうか？　嘘うそ偽いつわり無く、本当に似合っているのか!?」

「んなことで嘘なんて吐つかないっての。……まあ、女装が似合うなんて言われても嬉うれしくないだろうけど」

「そ──そうだな、全くその通りだ！　うん、ちっとも嬉しくなんて無いぞ！」

「…………テンション高いなぁ、お前」

　やや怪け訝げんな風に眉まゆを顰ひそめる日ひ野のだけれど、そんな様子も今の薫かおるには全く気にならない。

　華厳けごんの滝に身を投げるつもりでメイド服を着たけど、やってみて良かったと心の底から思う。まさか似合うと言われるだなんて……褒ほめられるだなんて、少しも予測していなかった。

　──そうだ、他ほかの女生徒と比べて自分の体が女らしくないと気にしてばかりいたけど、それでも似合うと言ってくれる人がいるなら女らしい格好をするのも悪くないかもしれない。日野がああ言ってくれるなら、それもありだと思ってしまう。

　さっきまで重苦しかった胸が、今は凄すごく軽くなっている。

　今なら何でも出来そうな気がするし、この喜びを共有したいとも思う。

　いっそ自分が女だって話してしまいたい衝しよう動どうに駆かられ、薫は秘密を秘密で無くしてしまう危険な誘ゆう惑わくに身を焦こがし──
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　コンコン、というドアがノックされる音に、際どいところで我に返った。

『──どうですか？　準備は出来ましたか？』

「あー、こっちはオッケーだ。今開ける」

　くぐもって聞こえてくる深み閑かん先生の声に応じて動く日野を見ながら、薫はおかしな鼓動を刻んでいる自分の胸を押さえつける。

　……あ、危なかった。自分は今、何をしてしまいそうだったのか。もう少しで大変なことをやらかしてしまうところだった。

　何の因いん果がか男として入学することになって、それでも意地で三年間をバレることなく通い続ける予定だったというのに、自分で全すべてをぶち壊こわしそうになるなんて……駄だ目めだ、修行が足りない。冷静沈着に、クールな人間にならないと。

　薫かおるがこっそり深呼吸を繰り返している間に日ひ野のがドアを開けたらしい。更衣室に入って来た深み閑かん先生は、まず薫の様子を見てから、ドアの側そばに控えていた日野へと視線を移し──珍しく怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめ、

「──失礼ですが、貴方あなたは？」

「……………………あんたまでそーいうことを言うのな……」

「…………ああ、日野さんでしたか。とても上手じようずに仮装なされましたね」

「そこまで大したことしてないっての……って、おぉ？　三さん家けも着替え終わったのか」

「うん……かなり恥ずかしいけど……」

　聞こえてきた上うわ擦ずった声に、薫はもう一人女装の苦難を体験している同志がいることを思い出す。

　そうだ、こっちは元々女だからまだマシだけれど、三家は男なのにスカートを穿はいてふりふりな格好をしなくちゃならないんだ。

　どんな醜しゆう態たいになっていようと笑わずにいてあげようと心に決め、更衣室に入って来る三家を温かな気持ちで迎え、

「────────っ?!」

　……見て、しまった。




　メイド服を完かん璧ぺきに着こなしながらも赤面する、三さん家け満みつるの艶あで姿すがたを。




　──確かに女顔だとは思っていた。自分よりほんの少しだけ背は高いとはいえ男子としては小こ柄がらで、骨格も細くてやや柔にゆう和わな感じはあった。

　けど……まさか、ここまで女装が似合うとは思ってもいなかった。なんだ、あのふわっとした髪かみとヘッドピースの融ゆう和わは。短かった後ろ髪がみもウィッグでセミロングになっていて、可愛かわいらしい。何か詰めているわけではないけど、胸元にあしらわれたフリルのせいか柔やわらかな印象もある。どういう訳かスカート丈たけは短いし、そこから伸びる足も細くて白いタイツが良く映えていて……

　もじもじと落ち着かない風に体を揺らす度たびに何かフェロモンめいたものが振りまかれている様ような気がするくらい、それはもう完かん璧ぺきに……

「おー、見事なまでに似合ってるな。うん、凄すごい良く似合ってるぞ」

　……！

「そ、そうかな……褒ほめられても少しも嬉うれしくないんだけど……」

「いやいや、ここまで似合うんだから誇れって。どっからどう見ても美少女じゃんか」

　…………!!

「美少女って……あ、ほら！　大だい地ち君のメイド服姿の方が似合ってるよ？」

「大地も似合ってるけど、お前のそれは最も早はや金が取れるレベルだぞ。もういっそ明日あしたから毎日その格好で授業受けろよ」

　────っ!!

「な、大地もそう思うだろ──痛っ!?　なんでそこで蹴けりが?!」

「そんなの知るかっ！」

「知るかってお前……だから痛いって!?　つーかそこで黙って見てる教師！　目の前で暴力が行われてるんだから止とめろよおいっ」

「自じ業ごう自じ得とくなので、仕方ありませんから」

　知的で綺き麗れいな深み閑かん先生が同情するような眼まな差ざしをこっちに向けてそう言うのを聞く間も、薫かおるはげしげしと蹴り続けるのを止やめない。

「あの……裾すそが、なんか短い気がするんですけど……」

「それは理事長の意向です、諦あきらめて下さい」

　それを聞いて肩かたを落とす、自分よりもずっとメイド服の似合っている三さん家け満みつるの姿を見て、薫は余計にやるせなくなる。

　やっぱりこんな服なんか着るんじゃなかった──と叫びたい気持ちを蹴りに乗せて、鈍どん感かんで女心を理解していないルームメイトへ叩たたきつけた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　着替えたり蹴られたりしている間にも準備は進み、放課後を目前にして秋あき晴はる達は燕えん翠すい楼ろうへと移動していた。

　カフェテラスの方は女子メンバーのみで仕切ることになり、男子と女子の一部は燕翠楼の一番下の層を使っての混成喫きつ茶さをやることになった。今のところ執事服とメイド服だけで埋うめられているから、割と統一感があるけど……轟とどろきの奴やつが来たらどうなるのか。ろくなことにならないことは分かるけど。三家曰いわく、まだ服に迷っているらしい。そのまま人生にも迷ってしまうといい。

　ちなみに秋晴は、今のところ全員に見知らぬ他人の対応をされていた。

　…………流石さすがに、かなりヘコむ……

　けど、いつまでもダメージを食らったままじゃいられない。大地や三家だって頑がん張ばっているんだ。自分だけが辛つらい訳じゃない。

「……しかし、三家のヤツは本当に凄すごいな。見ろよ、女子達の嫉しつ妬との視線が厳しいことになってるぞ」

「……あれだけ可愛かわいければ、同じ服を着る人間としては複雑なんだ。しかも着ているのは男だぞ。女としての沽こ券けんに関わる、とても由ゆ々ゆしい問題だ」

「そんなもんか。まあ、実は女だって言われても驚かないくらい嵌はまってるしなぁ」

　本人は至って健全な精神の持ち主なので、どんどん英気が失われていくのが表情で分かる。それでも美少女レベルはまるで下がらないっていうのがまた凄すごいけど。

　一方、同じくメイド服を着ていながらずっと機き嫌げんの悪い大だい地ちはというと、何な故ぜだかハッとしたように表情を驚きよう愕がくに染め、

「まさか、三さん家けの奴やつ…………実家が忍にん者じやの家系という最悪の境遇で生まれ育ったせいで、自由を勝ち取る為に両親と理り不ふ尽じんな賭かけをした結果、女なのに男として白はく麗れい陵りように入らなければならなかった──なんて事情があるんじゃ……」

　…………なんだか随分と病んだ発言をマジトーンで言い出した。

　秋あき晴はるは頬ほおを引きつらせて、どう突っ込みを入れたものかと悩む。本気で言っているなら茶化すのもあれだし……でも本気で言うか、あんなの？　普通に考えればまず無いだろ。

　──いや待て、これは逆転の発想が必要に違いない。

「そうか、そういうことか」

「……な、何がだ？」

「今、お前が言っていたことだけど……」

　そう切り出すと、大地はあからさまに狼狽うろたえた表情になる。きっとそれは自分の失言に気付いたからだと判断し、秋晴は口元に笑みを浮かべた。

　どうやら、間違いないらしい。

「大地、お前……」

「………………っ……」

「実はお前、そういう設定の漫画か小説を書く趣味があるんだろ？　だからあんなドリーマーな設定を三家に──って、なんでしゃがみ込む？　腹でも痛くなったか？」

「…………っ、心臓に悪かったんだ！」

　低い位置から凄すさまじい睨にらみを効かしてくる大地に、秋晴は思わずたじろいだ。絶対正解だと思ったのに、この反応だと違うのか？　というか、心臓が痛いじゃなくて、心臓に悪い……？　まるで意味が分からなくなった……

　ちょっと名めい探たん偵てい気分だったのに、あっという間にボンクラ気分だ。しかもよく見ると大地は微び妙みように涙なみだ目めになっていて、もくもくと罪悪感まで出てくる始末。

　この状況にどうすればいいのか分からなくなって、秋晴は素早く周囲へ視線を這はわせ、

「あー……っと、俺おれちょっと深み閑かんの所に打ち合わせ行って来る……」

　都合の良いタイミングで近くにいたメイド服の眼鏡めがね教師の元へ、さっさと逃げることにした。こんな判断だけ早いだなんて、我ながらとても情けない。

　ともあれ、また蹴けられるのも嫌いやなのでそそくさと移動する。深み閑かんはちらっとこっちを見るけど、無理に会話する必要も無さそうだ。

「……あとは待つだけ、か」

　あと数分で開始時刻になるけど、やることなんて特にない。元々、燕えん翠すい楼ろうはお茶を愉たのしむ為にあるような場所だから、わざわざセッティングしなくても十分に揃そろっている。服さえ着替えれば、後は普段通りに接客対応するだけだ。

　ただし、普段通り出来るのかどうかは不明だけど。大だい地ちと三さん家けは何やら負のオーラを纏まとっているし、女子は男装が嬉うれしいのかはしゃいでるし。そして今、四し季き鏡かがみが転びかけた拍ひよう子しにシャツのボタンがはじけ飛んでえらいことになってるし。そりゃあ男用のシャツだとちょっとくらい大きめなやつを着ても、あの胸を抑おさえ込むことは不可能だよなぁ。

　あたふたと胸元を押さえて燕翠楼の内部へと走り去る四季鏡を見ていると、なんかこう、とても平和って感じがする。直接の関わりがなければ癒いやし効果抜群なヤツだ。

　癒しといえば、三家のメイド服姿もかなりのものだった。何もしていないと落ち着かないみたいでさっきから順々にテーブルクロスを微調整しているその様子は、いつもより二十割増しくらいで甲か斐い甲が斐いしく見える。

「しっかし……あれはどう見ても美少女だよなぁ」

　気のせいか、周りがキラキラと輝いているように見えるし。あれが美少女エフェクトっていうやつなんだろーか。

　束つかの間の平へい穏おんに秋あき晴はるがぼんやりとそんなことを考えた、次の瞬しゆん間かんだった。

「ふっ……どこの誰が美しいのかな？」

　──どこからともなく、馬鹿の声が聞こえてきた。

　無む駄だに通る声を聞いてテンションが下がるけど、それでも秋晴はキョロキョロと辺りを見回す。どこのハッピー野や郎ろうだかはもう分かっているけど、どこから現れるかは分からない。

　何となく遊園地のヒーローショーっぽい感覚で探していると……どこからともなく、赤い薔ば薇らの花びらが。

　そして──

「とうっ！」

　掛け声と共に、白い衣い装しように身を包んだ風かざ祭まつり大だい吉きちが降って来た。

　その光景に、秋晴はあんぐりと口を開けたまま呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　……文字通り、降って来たよ。燕翠楼は上にいくほど面積が小さくなるし、外周部には転落防止の柵さくがあるけどその気になれば越えることも簡単だけど……上の層からここまで、七メートルはあるぞ……

　下へ手たしたら死ぬ高さを飛び降りての登場って、どれだけ命張ってんだこいつは。しかもくるっとその場で回る様子を見るに、足を挫くじいてさえいない。なんて無駄な運動能力だ。

　こっちの度ど肝ぎもを抜いた大だい吉きちは満足そうな笑みを浮かべ、口元にそっと薔ば薇らの花をあてがい、

「天気が良いので優ゆう雅がに影送りをしていたら、下の方から聞き捨てならない言葉が聞こえてきたものでね……少しばかり派は手でな登場をさせて貰もらったよ」

「……少しか？　そしてわざわざ薔薇の花びら撒まいた癖くせに謙けん虚きよぶるのか？」

「ふっ、そんなことは些さ事じといえよう。大事なのは、この風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろう以外の人物に美しいという言葉が使われたことだよ！」

「いやその方が些事だから」

　他ほかに誰も突っ込む人間がいないので、秋あき晴はるは義務のように役目を果たす。ただし大吉には聞く耳というやつがないので、こっちが何を言っても無意味だけど。

「さぁ、誰が美しいというのかな？　僕の目に適かなう美の持ち主は、この白はく麗れい陵りようでもほんの一握りしかいないはずだが……？」

　案の定、天から降ってきたナルシストは絶好調でこちらを無視して辺りを見回し始めている。それを秋晴は、ため息を吐ついてから腕うで組ぐみをして、黙って見守ることにした。

　教えてやる気は起きないし、かといって三さん家けを助けるにはちょっと位置が離れ過ぎているので無理っぽいし。

　それに三家は、大吉の登場が衝しよう撃げき的てきすぎたらしく、まだ放心状態で突っ立っていた。逃げも隠かくれも出来ていない。

　となると、当然──

「…………うん？」

　すぐに見つかってしまうわけで。

　メイド姿の三家に視線をロックオンした大吉は、そのままの状態でしばし硬直。

　さてどんな反応をするんだろーかと秋晴が見守る中、饒じよう舌ぜつなヤツにしては珍しく長めの沈黙が続き……




「────────素す晴ばらしい！」




　燕えん翠すい楼ろうに、絶賛の言葉が響き渡った。

「可か憐れんという表現がこうもピタリと当て嵌はまる人物を、僕は今まで見たことがない……！　これは何という天の配剤だろう、服に着られるのでも着こなすのでもなく、一体となるべくしてなったかのようじゃないか！」

「あ、あの…………僕が誰だか、ちゃんと分かってる……？」

「勿もち論ろんだとも！　君のような人のことを『メイド服に選ばれた人間』と呼ぶのだね……！」

「えっ、や、違くて、そんなことじゃなくてっ！　僕だよ!?　三家満みつるだよ！」

「ふっ……至し高こうの人間にそんな名前は不似合いだよ、僕の心のアリス」

　そう言うと、大だい吉きちは顔に手を当てて天を仰あおぐという大おお袈げ裟さな仕種しぐさをみせる。

　……まさかそう来るとは思わなかった。秋あき晴はるの予想だと、多少持ち上げてから自分アピールに移行するいつものパターンだったはずなのに、純粋に三さん家けを褒ほめ称たたえてるよ。……うん？　純粋か、あれ？　それにさりげなくアレが三家だって認めてない気もするな？

　とにかく、普段とは全く違う大吉の様子に、三家の方は露ろ骨こつにビビっていた。けど、身を縮こませて震える小動物ちっくな姿は最上級の美少女にしか見えない。ヤバイ、何も知らずに出会っていたらうっかり惚ほれてしまいそうなくらい激烈可愛かわいい……

　本当にあれは男なんだろーかと疑いたくなる三家に対し、大吉のテンションは益ます々ます上がったようで、大おお仰ぎような身振りで両腕うでを広げて、

「素す晴ばらしい……僕が僕以外の人間に心ときめくなど、いつ振りのことだろう！」

「そんな……ぼ、僕は男だよ!?」

「ふっ──いいんだよ、そんな下へ手たな嘘うそを吐つかなくとも。そんな姿もまた愛らしいがねっ」

　……また凄すごい誤解発言が出た。自分に都合の悪い部分は認めない気か、大吉。

「で、でもっ……ほらっ、男の子の大だい地ち君だって綺き麗れいだよ……？」

　あ、同類を売りにかかった。良識派の三家にしては珍しい、よっぽど身の危険をひしひしと感じているんだろう。

　しかし大吉は手に持った薔ば薇らを左右に振り、
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「なるほど、大地君もかなりの美を体現している。しかし君は別格だよ。容姿、表情、指の先から髪かみの毛の一本一本に至るまで、心身を彩る美の要素がメイド服によって見事に引き出されている──これを奇き跡せきと言わずして何と言うべきか！」

「うっ…………うう……」

「その怯おびえた仕種しぐさもまたパーフェクトだ……どうだろう、君。僕の愛人となる気は？」

「何言い出してるのこの人っ!?」

　おお、三家が突っ込んだ。しかも激しめだ、実に珍しい。

　まあ、傍はたで聞いていた秋晴も思わず突っ込みそうになったけど。それくらい大吉の発言は常じよう軌きを逸しているのに、当の本人は相変わらずの気き障ざったらしい微笑を浮かべている。

「心配するようなことは何もないよ。別にいやらしい事を考えての提案ではないからね──というより、僕という美を構成するエキスに性欲などというものは含まれていないのだから」

　エキス言うな。

「じゃ、じゃあ、どういうつもり……？」

「なに、言葉の通りだよ。僕の愛を身に受け、望む時に望む形で振る舞ってくれればそれでいい……勿もち論ろん、そのメイド服姿でね」

「本当にどういうつもりっ!?」

「僕の好きなポーズや台詞せりふをリクエストすることもあるだろうけど、宜よろしく頼むよ？」

「引き受けてないのに詰めの細かい説明に入った?!」

　驚きよう愕がくの表情で脅きよう威いの突っ込みを連発する三さん家け。やー、今日はこいつの意外な一面が良く見れる日だなあ。ちょっと得した気分だ。

　外野にいる身分なので秋あき晴はるはほのぼのとそんなことを思うが、当事者にはそんな余よ裕ゆう無いらしい。

「…………………………ぃ、」

　子こ鹿じかのように身を震わせていた三家は、恐怖に引きつった顔を歪ゆがませると、




「嫌いや──────────────────────────────だ！」




　絶叫して、全速力で逃げ出した。

　うお……速い、そして力強い。あの小こ柄がらな三家が、いくら従育科で鍛きたえられているからって、テーブルを薙なぎ倒たおしての暴走だ。火事場の馬鹿力ってこういうことか。

「ふっ……なるほど。掴つかまえることが出来れば愛人になってもいい──そういうことだね！」

　そして何やら勝手に決めつけて頷うなずいた大だい吉きちが追走する。

「ぎゃ─────!?　こっ、来ないで！　どっか行ってぇ───！」

「ふっ……つれない言葉で焦じらそうだなんて、なかなかの駆かけ引き上手じようずだね？」

　聞いていると脳が茹ゆだってしまいそうなやり取りに、秋あき晴はるは首の辺りを指で掻かきつつ他人の振りを決め込む。どんどん荒れていくフロアの惨さん状じようも見て見ぬ振りだ。

「……ま、たぶん逃げ切れるだろ」

　悲ひ惨さんな鼠ねずみと変態猫ねこの追いかけっこって感じだけど、三さん家けも伊だ達てで従育科に籍せきを置いている訳じゃない。無む尽じん蔵ぞうとまではいかないけど、そう簡単に体力が尽きることはないだろ。貞てい操そうの危機がかかっているわけだし。

　問題は、常識外の変態であるところの大だい吉きちが常識的に体力切れを起こすのかどうかだけど……何しろ変態のことだから、よく分からない。

　とりあえず、秋晴は遠ざかる悲鳴を聞いて三家の無事を祈ってから、近くにいた深み閑かんへと話し掛けた。

「で、どうすんだ？　大変なことになっちまったけど」

「……仕方ありません、中止にします。日ひ野のさんは他ほかの生徒と協力をして三家さんを保護してあげて下さい。女装を止めれば、とりあえずは安心でしょう」

「その後のことは分からないけど、な」

　あの変態ナルシストに追い回される日々が始まるとしたら、三家には同情するしかない。どーも大吉の奴やつは中身が三家だって気付いて無いっぽいのが唯一の救いか。いざとなれば目の前で脱がして素すっ裸ぱだかにするっていう手も…………いや、それでどうにもならなかったらそれこそ悲劇だから、なるべくその手は使わないようにしておくか。

　けど、あれはもう立派なトラウマになるんだろうなぁ。理事長がアホな企画をしたせいで、可哀相かわいそうに。

　そして可哀相と言えば、もう一人。

　秋晴は相変わらずクールで知的な表情を崩さない深閑を見やり、

「あんたも大変だな。この顛てん末まつ、責任取るの理事長じゃなくて先生なんだろ？」

「……ええ。現場責任者ですから」

「ご愁しゆう傷しよう様さま。たぶん来世ではいいことあると思うぞ」

「…………………………………………………………………………ハァ……」

　長い沈黙の後、疲れたように吐と息いきを漏もらす深閑の姿に、秋晴は心の中で手を合わせる。

　そしてどこからか流れてくる悲鳴と高笑いを聞きながら、どうやって事態を沈静化すればいいのかを考え始めた。










「──どやっ、このオレの見事な扮ふん装そうは！　虎とら模様のユニフォームを羽は織おって派は手で過ぎなオレンジの眼鏡めがねを掛けて、どこからどう見ても関西人やろっ!?　見てみぃ、このブレスレット！　えらい金色に輝いている、ブランド品もどきのパチモンや！　ちょい時間掛かってもうたけど、ここまでやれば誰からも文句出ぇへんやろ！

　……………………って、何で誰もおらへんねん！　しかもどこの戦場跡あと地ちや、この有様は!?　お、オレの知らないところで一体何が起きたんや!?　誰か、誰か説明してくれや！　おーい、誰かー！　誰かおらんのかー!?　ナイスガイの轟とどろきさんが質問中やでー？　段々と寂しくなってきてもうてるでー？　このままやと泣いてしまうかもしれへんでー？

　……おーい？　お───い……」
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あとがき




　───ということで、『れでぃ×ばと！』四巻を手に取って頂きありがとうございます！　相変わらず「違う、あくまでラブコメだ」と言い張っている上こう月づきです。

　しかし油断しているうちに『びん・かんドクロちゃんねるファイヤー！』にゲスト出演した担たん当とうさんに「エロコメです！」と公言されてしまい、段々と詰みに近づいてきた今日この頃。

……やー、呑のん気きにネットラジオを聞いていたら担当さんが出て来ただけでも驚いたのに、三巻の宣伝で堂々と表紙のこととか言い出した時にはコーヒーを吹き出しそうになりましたよ。むう、外堀が埋うめられるってこういうことかー。




まあそれはさておき、四巻です。夏休み編の続きです。

　しかし、夏休み……今年はゴールデンウィークもろくに休めなかったしなぁ。この四巻が出る頃、僕はのんびり出来ているんだろーか……？

　まあ、うん、忙しかったのは完かん璧ぺきに上月が悪いのです。自爆です。調子に乗って断だん食じき合宿に行ったまでは良かったものの、その一ヵ月後に病気でダウンしたのが痛かった……一週間寝込んで何も出来ず、その後も内臓が大変なことになっていてしばらくは長時間の仕事は出来ず。

具体的な病名はもう忘れたのですが、印象的なのがお医者さんからの注意でした。




「肝かん臓ぞうと脾ひ臓ぞうがかなり腫はれてるからね、今背中を殴なぐられると破は裂れつして死ぬよ？」




　し、死っ……!?　しかも脾臓に一撃食らったら死ぬって……なんかこう、ちょっとわくわくする……！

　や、別にマゾいとか死にたがりとかじゃないですよ？　ただフィクションの世界に半歩足を踏み入れたような、普通に生きていたら聞けないはずの言葉を聞けたという感動が。いや死ぬのは嫌いやですが！

　内臓の不調は多少治まってからも、人混みに紛まぎれてうっかり背中に一撃食らって死ぬのは嫌なので引き籠こもっていましたが……やっぱ健康っていうのはいいものだと再認識しました。特に症状が一番酷ひどかった時なんて、湿しつ疹しんで顔から足の指先まで真まっ赤かに染まり、ちょっと衣類が擦こすれるだけで肌はだが痛むという有あり様さま。病院には行った後だったものの、「あー、ひょっとしてこのまま死ぬんじゃないのかなー……」と思ってしまった程です。

　……でもそんな酷かったのが三日後には綺き麗れいに退ひいて元の肌色に戻った時は、もっとびっくりした……

　内臓の不調と、ちょっと擦ったら肌がヒリヒリと痛むという感覚が無ければ、あれは夢だったんじゃないだろーかと思い込めたくらいです。証拠の写真でも撮っておけば良かったと後悔しましたが、実物があったらどう見てもそれはグロ画像だったはずなので結果オーライ。

　そんなこんなで、何な故ぜか日々を慌あわただしく生きてます。基本的には引きこもりなはずなのに、無む闇やみに充実した毎日だなぁ……







さてさてそんな近況の後は、四巻の内容紹しよう介かいっぽい話など。まだ本編を読んでいない人はとりあえず読み終えることをお奨すすめします。

　まず九話。秋あき晴はると朋とも美みがデートをしてそれをストークする一団が──という話。

　ようやくというか、朋美メインの話です。一巻の表紙を飾ってからここまで、雌し伏ふくの時間が長かった……ただ、ストレートな性格のキャラが多い中、朋美は割と複雑な性格をしているのでやっぱり一ひと筋すじ縄なわじゃいかないのです。ここからどう動くのやら。

　一方、ストーク組にいるセルニアにとってもある種のターニングポイントになる話だったのですが、どちらかというと印象に残ったのは飲食店のシーン。ドリルのセリフで「……そういやそうだなぁ……」となんか納得している自分がいました。結果、轟とどろきと一緒に首を捻ひねりながら書くという不思議な事をすることに。常識や思考回路が違う人間の発想っていうのは、度々こちらを驚かせてくれますねー（他人ひと事ごとのように）。

　ちなみに一人、単独行動でデートの模様を見ている人がいたりもします。本文中には出て来ませんが、よーく見れば……？




そして十話は秋晴の従い姉と妹こが白はく麗れい陵りように来る話。棗なつめは本当に良い子で、ある意味では最強のヒロインなのですが……なんと色々とままならないですねぇ……（自分で書いておきながら）

　従姉妹の話に連動して秋晴の過去がちらほら出てきましたが、そりゃあやさぐれもするってもんですよ。ちなみに言葉遣づかいが荒くなりだしたのは母親が死んでからで、安全ピンをつけて体を鍛きたえ始めたのもその頃から。性格は大人おとなしいままですが、男らしくなろうと思い始めたり。機会があれば本編の方でもちょっと詳くわしく書こうと思ってます。

　あと個人的には、ちらっと出てきたみみなとか四季鏡姉妹とかが面白かったです。夏は身も心も開放的になる季節ということですが、四し季き鏡かがみ姉妹の場合は何かが違うと思います。




　最後は番外編その二。電撃ｈｐに掲けい載さいされていた短編を加筆修正したものです。

　またもボンクラ理事長の思いつきでアレなことをする羽は目めになった従育科面めん子つが色々と頑がん張ばる話で、メインは貧乳というレベルを通り越し気味の大だい地ちです。

　大地がうっかり気味に自分の秘密を話しちゃったり、メイド服という名の聖衣クロスを纏まとった三さん家けが覚かく醒せいしちゃったり、挙げ句には大だい吉きちが自分を見失ったりとなんかもうとてもカオスな事態に。そりゃあ深み閑かんだってため息が出ます。このシリーズで秋晴以上に不幸なのは間違いなくこのメイド教師なので、そのうち何らかの形で彼女についても書きたいです。なんというか、せめてもの償つぐないに。




　そんなこんなで三本立ての四巻ですが、次の五巻からは新学期突入。従育料の授業も少し変わってきますし、秋はイベントが多く色々とやる予定なので、より一層混こん沌とんとしたことになりそうです。

　それに新キャラも出てきますし！　自分でも正直、キャラ多すぎだと思います！　アクの強い面々に押され割わりを食って出番の少ないあのキャラとかも、次はちゃんと活かつ躍やくする予定で。




さて、長くなってしまいましたが、改めて。

　ここまで読んでくださり。ありがとうございました！

　そしてこの本の制作にかかわった人々にも感謝を。むにゅうさんにも担たん当とうさんにも感謝することが多すぎて頭が上がりませんが、今後もどうかよろしくお願いします！

　次はきっと冬だと思いますが、その時もどうか一つ、ラブコメな『れでぃ×ばと！』をよろしくお願いします。

「往おう生じよう際ぎわが悪い」とか「いいから認めろよ」なんて言葉に耳を塞ふさぎつつ、これからも頑がん張ばります〜。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。写真はケーキの中で一番好きなザッハトルテ。他にはチーズケーキなんかも好きです。ちなみに「おい、ダイエットはどうした？」「どれだけカロリー好きなんだお前は」等の声は、一切受け付けません！
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むにゅう

忙しくなると一日一食になったりと痩せまくりです。

少しふとらないとパンツがゆるゆるなので、今年の夏はいっぱい食べよう！計画。

まずは上月さんの手作りハンバーグを狙っていきます










れでぃ×ばと！④








上月こうづき 司つかさ
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